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� � ヘヴィー・メタル・ファンタジー 28172 32

� ロイ・エアーズ・プレゼンツ・ユビキティ� スターブーティ 28236 8
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� � レゲエ 28169 31
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� ベラ・フレック＆ザ・フレックトーンズ� UFO TOFU 28089 21

� ポール・ジャクソンJr.� アイ・ケイム・トゥ・プレイ 28015 12
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※品番にはすべて頭にWPCR-が入ります。

アーティスト、タイトルの50音順に記載しております。

以上、全250タイトル
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WPCR-28201� [WARNER BROS.]

ジョージ・ベンソン『ギヴ・ミー・ザ・ナイト』
A愛の幾何学／Bオフ・ブロードウェイ／Cムーディー
ズ・ムード／Dギヴ・ミー・ザ・ナイト／E君の想い出／
F喝采／Gラヴ・ダンス／Hスター・オブ・ア・ストーリー
／Iミッドナイト・ラヴ・アフェア／Jランプを消して
ジョージ・ベンソン（g, vo）、パティ・オースティン（vo）、ジョージ・デューク（key）、ハー
ビー・ハンコック（key, p）、デイヴィッド・フォスター（key）、パウリーニョ・ダ・コスタ

（perc）、ジェリー・ヘイ（tp）、エイブラハム・ラボリエル（b）、ルイス・ジョンソン（b）、グ
レッグ・フィリンゲインズ（key）、リー・リトナー（g）、ジョン・ロビンソン（ds）、リチャー
ド・ティー（key） 他

1980年作品

日本初 CD 化

ウェザー・リポートで注目を集めたスーパー・ベーシストの初リーダー作。ジム・ベアー
ドもプロデュースとアレンジを手がけ、彼のオリジナル曲を中心に、ヴォーカルも聴
かせるなど、ベーシストとしてだけではなく、総合的なアーティストとしての一面を
見せている。ウェイン・ショーター（sax）、ブランフォード・マルサリス（sax）、リチャー
ド・ティー（key）、マーカス・ミラー（b）、オマー・ハキム（ds）など、参加ゲストも超豪華。

WPCR-28215� [ATLANTIC]

ヴィクター・ベイリー『ボトムズ・アップ』
Aキッド・ロジック／Bジョイスのお気に入り／Cマ
イルス・ワウズ（ＬＩＶＥ）／Dラウンド・ミッドナイト
／Eボトムズ・アップ／Fヒア・ザ・デザイン／Gイン・
ザ・ハット／Hフォー・ウェンデル・アンド・ブレンダ
ヴィクター・ベイリー（ｂ , vo, key）、ロニー・プラキシコ（ｂ）、マーカス・ミラー（ｂ）、オマー・ハキ
ム（ds）、デニス・チェンバース（ds）、ジェフ・ワッツ（ds）、ロドニー・ホルムズ（ds）、リッチー・モラ
レス（ds）、プーギー・ベル（ds）、スティーヴ・ソーントン（perc）、ミノ・シネル（perc）、ジョン・ヘリ
ントン（g）、ケヴィン・ユーバンクス（g）、ロドニー・ジョーンズ（g）、ジム・ベアード（key）、リチャー
ド・ティー（org）、マイケル・ブレッカー（ts）、ビル・エヴァンス（ts）、アレックス・フォスター（ts）、ウェ
イン・ショーター（ss）、ブランフォード・マルサリス（ss）、ドナルド・ハリソン（as）、テレンス・ブラ
ンチャード（tp）、マーク・レッドフォード（vo）、クラレンス・ロビンソン（vo）他

1989年作品／ニューヨーク録音

ウェザー・リポートで注目を集めたスーパー・ベーシストの初リーダー作。ウェ
イン・ショーター、ブランフォード・マルサリス、マーカス・ミラーなども参加。

フリー・ジャズの巨匠オーネット・コールマンのグループで活躍していたベーシストの、
衝撃のソロ・デビュー・アルバム。オーネットの音楽を彼なりに消化し、そこにファンク・
スピリットを持ち込んで、それまでにはなかったような音楽を構築している。ファン
キーだがアグレッシヴ、フリーだがスタイリッシュな、新感覚の音楽だ。盟友コーネル・
ロチェスター（ds）や、オル・ダラ（cor）、ジェームス“ブラッド”ウルマー（g）なども参加。

WPCR-28214� [GRAMAVISION]

ジャマラディーン・タクマ『ショー・ストッパー』
Aサンク・イン・ザ・ファンク／Bリズム・ボックス／Cフロム・ミー・
トゥ・ユー／Dアニメイテッド・クリエーション／Eバード・オブ・
パラダイス／Fショー・ストッパー／Gタクマ・ソング／Hフロム・
ザ・ランド・オブ・サンド／Iソフィスティケイテッド・アス
ジャマラディーン・タクマ（el-b, perc）、リック・イアナコーン（el-g）、ジェームス“ブラッド”
ウルマー（g）、アンソニー・デイヴィス（p）、チャック・ハマー（g-synth）、アンソニー・マクレ
アリー（ds）、コーネル・ロチェスター（ds, perc）、ダリル・ブルジー（ds, perc）、ロン・ハワー
トン（perc）、デニス・アルストン（gong）、ニーナ・ウィルカーソン（vla）、シンシア・ショー
ツ（vln）、キャスリーン・トーマス（vln）、アーロン・ヘンダーソン（cello）、アン・サリヴァン

（harp）、ジュリアス・ヘンフィル（as）、ジェームス・Ｒ.ワトキンス（as, cl）、オル・ダラ（cor）、
ウィルヘルメニア・ウィギンス・フェルナンデス（lead-vo）、バーバラ・ウォーカー（vo）

【録音】1982 〜 83年　フィラデルフィア

オーネット・コールマン・グループで注目を集めたベーシストの衝撃のデビュー
作。ファンクとフリー・ジャズが融合した、アグレッシヴなサウンドを展開。

スムース・ジャズの人気ギタリストの、ダンサブルなヒット作。自身に加え、ポール・ブ
ラウンやブライアン・カルバートソンなど複数のプロデューサーを起用し、センスが
良く、ソフィスティケイトされたサウンドに乗せて、ドライヴ感あふれるギター・ソロ
はもちろん、彼自身のヴォーカルやユニゾン・スキャットも聴かせている。マーヴィン・
ゲイの名曲「ホワッツ・ゴーイング・オン」のソウルフルなカヴァーも聴きものだ。

WPCR-28213� [WARNER BROS.]

ノーマン・ブラウン『ウエスト・コースト・クーリン』
Aアイ・マイト／Bアップン・アット・エム／Cウエ
スト・コースト・クーリン／Dミッシン・ユー／Eカム・
オーヴァー／Fホワッツ・ゴーイング・オン／Gレッツ・
プレイ／Hライト・ナウ／Iエンジェル／Jリメン
バー・ザ・タイム
ノーマン・ブラウン（g, vo）、チャルマーズ“スパンキー”アルフォード（g）、ジェリー・ヘイ（flh, 
horn-arr）、ダン・ヒギンズ（sax, fl）、ハーマン・ジャクソン（key）、ジェームス・ポイザー

（key, ds）、ワーリー・モリス（key, prog）、ブライアン・カルバートソン（key, prog）、
スティーヴン・ルー（key, prog）、リル・ジョン・ロバーツ（ds）、マイケル・ブランド（ds）、
デヴィッド・ウッズ（back-vo, key, ds-prog）、リン・フィドモン・リンゼイ（vo） 他
2004年作品／カリフォルニア録音

スムース・ジャズの人気ギタリストの、ダンサブルなヒット作。マーヴィン・
ゲイの「ホワッツ・ゴーイング・オン」のソウルフルなカヴァーも話題に。

フュージョン・アコースティック・ギターの第一人者であるアール・クルーが89年にリ
リースした、初めてのソロ・ギター・アルバム。「ペイパー・ムーン」「いつか王子様が」「枯
葉」などのスタンダード曲や、セルジオ・メンデスの「星屑のサンバ」、バート・バカラッ
クの「エニー・オールド・タイム・オブ・ザ・デイ」などといったポップスのカヴァーを、
温かいギター・プレイでしっとりと聴かせる。

WPCR-28212� [WARNER BROS.]

アール・クルー『ソロ・ギター』
A ペイパー・ムーン／ B 星屑のサンバ／ C アイム・コン
フェッシン／Dイフ・アイ・オンリー・ハド・ア・ブレイン／
Eエミリー／F我が恋はここに／Gいつか王子様が／
Hエニー・オールド・タイム・オブ・ザ・デイ／Iワンス・ア
ポン・ア・サマータイム／Jエンブレイサブル・ユー／Kア
イム・オール・スマイルズ／Lユー・メイク・ミー・フィール・
ソー・ヤング／M枯葉／Nザ・ウェイ・ユー・ルック・トゥナイト
アール・クルー（g）
1989年作品／ミシガン州録音

フュージョン・アコースティック・ギターの第一人者による、初めての完全ソロ・
アルバム。スタンダード曲やポップスのカヴァーを、しっとりと聴かせている。

ダン・シーゲルやリチャード・エリオットなどのグループでも活躍していた、売れっ子
セッション・ギタリストの、ロサンゼルスの名門ライヴ・ハウス“ベイクド・ポテト”の
レーベルからリリースされたリーダー作。LAのセッション・ミュージシャンたちに加え、
ケニー・G（sax）やダン・シーゲル（key）なども参加し、ポップで爽やかなフュージョン・
サウンドとメロディアスなギター・ソロを展開している。

WPCR-28211� [WARNER MUSIC JAPAN]

リチャード・スミス・ユニット『イングルウッド』
Aザ・グレート・ノース／Bノー・ボゾス／Cザ・
ステーション／Dイングルウッド／Eヘレン・ア
ン／Fプーマ・クリーク／Gスモール・タウン・ボー
イ
リチャード・スミス（g）、ダン・シーゲル（key）、ケニー・G（sax）、モイズ・ルーカ
ス（ds）、ルイス・コンテ（percADEFG）、マット・ハリス（keyEF）、リチャー
ド・アンドリュース（bEF）、ジミー・ジョンソン（bAG）、ジョエル・テイラー

（el-percD）

【録音】1986年7月〜 12月　カリフォルニア

LAの売れっ子セッション・ギタリストのリーダー作。ケニー・Gやダン・
シーゲルなども参加し、ポップで爽やかなサウンドを展開している。

アニタ・ベイカーやアル・ジャロウのサポートなども手掛け、超売れっ子として活躍し
ている名キーボード奏者のファンキーなアルバム。圧倒的なグルーヴ感と超絶技巧に
よる演奏を展開している。カーク・ウェイラム（sax）、ポール・ジャクソン Jr.（g）、ジョ
ン・パティトゥッチ（b）など豪華メンバーが参加し、オリジナル曲に加え、ボブ・マーリー
の「ジャミン」、ソニー・ロリンズの「セント・トーマス」などを独自の感覚でカヴァー。

WPCR-28210� [ATLANTIC]

ボビー・ライル『シークレット・アイランド』
Aシークレット・アイランド／Bスピリット・ソング
／Cサンダンス／Dパラダイス・コーヴ／Eレイン・
フォレスト／Fジャミン／Gフライト・トゥ・リオ／
Hハート・オブ・ア・ウーマン／Iセント・トーマス／
Jレイン・フォレスト（リプライズ）
ボビー・ライル（key, p, synth）、ジョン・パティトゥッチ（b）、リカルド・シルヴェラ（g）、
ポール・ジャクソン Jr.（g）、ジェームス・パーキンス（ts, sax）、カーク・ウェイラム（ss, 
sax）、ジェラルド・アルブライト（bass fills）、マイケル・ベイカー（ds）、レオン“ンドゥグ”
チャンクラー（b, ds, timbales）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、トニー・ウォーレン

（vo）、タニヤ・ボイド（vo）、アレクサンドリア・ブラウン（vo）、トニー・ノヴェル（vo） 他
1992年作品

LA の超売れっ子ピアニストのファンキーな名作。ボブ・マーリーの「ジャミ
ン」、ソニー・ロリンズの「セント・トーマス」などを独自の感覚でカヴァー。

圧倒的なテクニックと強力なグルーヴ感で、ミュージシャンたちからも高い信頼を得て
いるキーボード奏者の、初めての完全ソロ・ピアノ・アルバム。オリジナル曲に加え、「ワ
ルツ・フォー・デビー」「ソー・ホワット」「ザ・クリスマス・ソング」といったスタンダード曲、
さらにダニー・ハサウェイの「いつか自由に」などを、個性的で歌心タップリのソロ・ピア
ノで聴かせている。ジャズ・ピアニストとしての彼の魅力が堪能できる意欲作だ。

WPCR-28209� [ATLANTIC]

ボビー・ライル『ピアノマジック』
A ピアノマジック／ B ワルツ・フォー・デビー／
Cラヴ・ソング／Dソー・ホワット／Eザ・クリス
マス・ソング／Fイースタン・レディ／Gフィンガー・
ラップ／Hブルース・オール・デイ／Iザ・ヴェリー・
ソート・オブ・ユー／Jアウト・オブ・ア・ドリーム／
Kいつか自由に

ボビー・ライル（p）
1991年作品

圧倒的なテクニックとグルーヴ感で高い評価を得ているライルの、ソロ・ピア
ノ・アルバム。スタンダード曲とオリジナル曲を、個性的なプレイで聴かせる。

スムース・ジャズ・シーンをリードする人気サックス奏者の、95年のヒット作。スムース・
ジャズの売れっ子プロデューサー、ポール・ブラウンを起用し、ボブ・ジェームス（key）、
ポール・ジャクソン Jr.（g）などがゲスト参加して、ポップでダンサブルなサックス・
サウンドを聴かせている。ホール&オーツの「サラ・スマイル」や、ビル・ウィザースの「エ
イント・ノー・サンシャイン」の、センス抜群のカヴァーも収録。

WPCR-28208� [WARNER BROS.]

ボニー・ジェイムス『セダクション』
A カモフラージュ／ B ガット・イット・ゴーイン・
オン／Cライツ・ダウン・ロウ／Dセダクション／
Eワシントン・ブリッジ／Fウィズアウト・ア・ダ
ウト／Gサラ・スマイル／Hセカンド・ネイチャー
／Iエイント・ノー・サンシャイン
ボニー・ジェイムス（ts, ss, as, key, synth-b, wind synth, mini moog, arr）、ジェ
リー・ヘイ（tp, flh, horn-arr）、ポール・ジャクソンJr.（g）、ミシェル・ンデゲオチェロ（b）、
ボブ・ジェームス（p）、ピーター・アースキン（ds, cymbals）、レニー・カストロ（perc）、
ポール・ブラウン（claps, arr） 他
1995年作品

スムース・ジャズの人気サックス奏者のヒット作。ホール & オーツの「サラ・ス
マイル」、ビル・ウィザースの「エイント・ノー・サンシャイン」のカヴァーも収録。

ファンキー・サックス奏者が95年にリリースした6作目。ジョージ・デューク（key）、ジョー・
サンプル（key）、スタンリー・クラーク（b）、ハーヴィー・メイソン（ds）らといった豪華な
ゲストたちを招き、さらにホーンやストリングスも加えて、ラテンやワールド・ミュージッ
クの要素も巧みに取り入れた、ソウルフルでダンサブルなサウンドを展開している。よ
く歌うサックス・ソロと、センスのいいサウンド・メイキングが楽しめる名作。

WPCR-28207� [ATLANTIC]

ジェラルド・アルブライト『ギヴィング・マイセルフ・トゥ・ユー』
Aサンバ・クィーン／Bチップス・ン・サルサ／Cウー・パー・
ドゥ／Dラッキー・セヴン／Eウー・パー・ドゥ（インタールー
ド）／Fメイド・イン・シカゴ／Gトゥー・ステッピン／Hミ
スター・ライト／Iプラネット・アース／Jメイド・イン・シ
カゴ（インタールード）／Kギヴィング・マイセルフ・トゥ・ユー
ジェラルド・アルブライト（ss, as, ts, fl）、オスカー・ブラッシャー（tp, mute tp, flh）、
ジョージ・デューク（p）、ボビー・ライル（p）、ジョー・サンプル（p）、サイラス・チェスナット

（p）、ロニー・フォスター（Hammond B3）、スタンリー・クラーク（b）、トニー・デュマス（b）、
スティーヴ・カービー（b）、ハーヴィー・メイソン（ds）、レオン“ンドゥグ”チャンクラー（ds）、
ゴードン・キャンベル（ds）、アリ・ジャクソン（ds）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）他
1995年作品／ロサンゼルス録音

ファンキー・サックス奏者の95年作品。ジョージ・デューク、ジョー・サン
プル、スタンリー・クラークなど豪華ゲストと共に熱いサウンドを展開。

ファンキーなプレイが魅力で、あらゆるセッションで超売れっ子になっているサック
ス奏者が、スムース・ジャズにアプローチした94年作品。リー・リトナー（g）、スタンリー・
クラーク（b）、ポール・ジャクソン Jr.（g）、グレッグ・フィリンゲインズ（key）、レイラ・
ハサウェイ（vo）らといった豪華なミュージシャンたちを迎え、R&B フィーリングに
満ちた、そしてタイトルどおりスムースで歌心溢れるサックス・プレイを聴かせている。

WPCR-28206� [ATLANTIC]

ジェラルド・アルブライト『スムース』
Aドント・ウォーリー・アバウト・イット／Bアイ・サレン
ダー／Cスウィート・ベイビー／Dディス・イズ・フォー・ザ・
ラヴァー・イン・ユー／Eジー・アンド・リー／Fジャスト・
トゥー・ビー・ウィズ・ユー／Gアニヴァーサリー／Hパッショ
ン／Iセドナ／Jセイ・イット・ウィズ・フィーリング
ジェラルド・アルブライト（ts, as, ss, fl, key, b, ds-prog, EWI Wind Controller）、
ポール・ジャクソン Jr.（g）、リー・リトナー（lead-g）、スタンリー・クラーク（piccolo 
bass）、チャッキー・ブッカー（key, ds-prog, back-vo）、グレッグ・フィリンゲインズ

（key）、レイラ・ハサウェイ（back-vo, feat-vo）、ハワード・ヒューイット（back-vo）、
ウィル・ダウニング（back-vo, feat-vo） 他
1994年作品／ロサンゼルス録音

ファンキーなプレイが魅力のサックス奏者が、スムース・ジャズにアプロー
チした作品。レイラ・ハサウェイ、ウィル・ダウニングなどのシンガーも参加。

盟友マーカス・ミラーがプロデュースを手掛けた、サンボーンの94年作品。プログラ
ミングやシンセサイザーなどはほとんど省き、スティーヴ・ジョーダン（ds）、リッキー・
ピーターソン（key）らと、リラックスしながらも、ライヴ感覚溢れるサウンドを聴かせ
ている。マーヴィン・ゲイのカヴァー「ガット・トゥ・ギヴ・イット・アップ」や、日本盤ボー
ナス・トラックとして、テレビ CM で話題となった「我が心のジョージア」を収録。

WPCR-28205� [ELEKTRA]

デイヴィッド・サンボーン『ヒアセイ』
Aサヴァンナ／Bロング・グッドバイ／Cリトル・
フェイス／Dガット・トゥ・ギヴ・イット・アップ／
Eジョーズ／Fミラージュ／Gビッグ・フット／
Hバック・トゥ・メンフィス／Iオジジ／J我が心
のジョージア＊� ＊Bonus Track
デイヴィッド・サンボーン（as）、マーカス・ミラー（b, b-cl, gG, add-key）、スティーヴ・
ジョーダン（ds）、リッキー・ピーターソン（org, p）、ロベン・フォード（gC）、ディーン・ブ
ラウン（add-gA）、レニー・ピケット（tsADHI）、アール・ガードナー（tpADHI）、ジェ
イソン・マイルス（synth, sound-prog）他

1994年作品／ニューヨーク録音

マーカス・ミラーがプロデュースを手掛けた、ライヴ感覚溢れるサウンド
が魅力の作品。日本盤ボーナス・トラックとして「我が心のジョージア」収録。

リー・リトナー（g）、ドン・グルーシン（key）、アーニー・ワッツ（sax）、エイブラハム・ラ
ボリエル（b）、アレックス・アクーニャ（ds）、スティーヴ・フォアマン（perc）という、ウ
エスト・コーストの超売れっ子ミュージシャン6人によって結成されたユニットの、唯
一のアルバム。緻密なアンサンブルとエネルギッシュなソロが絶妙にあわさった、彼
らでしかクリエイトできない、アグレッシヴなグループ・サウンドを聴かせている。

WPCR-28204� [ELEKTRA]

リー・リトナー＆フレンドシップ『アンサンブル』
A ブレット・トレイン／ B タイトゥン・アップ／
Cザ・シチュエイション／Dレッツ・ノット・トーク・
アバウト・イット／Eヒア・トゥデイ・ヒア・トゥモ
ロウ／Fウォーターウィングス／Gザ・リアル・シ
ング
フレンドシップ：リー・リトナー（g）、ドン・グルーシン（key）、アーニー・ワッツ（ts, 
ss, sax-synth, piccolo）、エイブラハム・ラボリエル（b）、アレックス・アクー
ニャ（ds, timbales）、スティーヴ・フォアマン（perc）
1979年作品／カリフォルニア録音

リー・リトナー、ドン・グルーシン、アーニー・ワッツらで結成されたスーパー・
グループの唯一の作品。緻密なアンサンブルと熱いソロをフィーチャー。

フュージョン・シーンをリードし続けてきたスーパー・ギタリストが、ロック・フィー
リング溢れるサウンドにチャレンジして話題を呼んだ、79年の作品。スティーヴ・ガッ
ド（ds）、デイヴィッド・フォスター（key）、ジョー・サンプル（key）、デイヴ・グルーシン

（key）、スティーヴ・ルカサー（g）など参加メンバーも豪華。パティ・オースティンのヴォー
カルをフィーチャーした、レオ・セイヤーの「恋の魔法使い」のカヴァーも聴きものだ。

WPCR-28203� [ELEKTRA]

リー・リトナー『暗闇へとびだせ』
A暗闇へとびだせ／Bマーケット・プレイス／Cウィ
キッド・ワイン／Dフレンチ・ロースト／E恋の魔
法使い／Fミッドナイト・レイディ／GUh Oh
リー・リトナー（el-g, g, synth）、スティーヴ・ルカサー（rhythm-g）、デイヴィッド・
フォスター（p, el-p, clavinet）、ドン・グルーシン（synth, clavinet, el-p, Mexican 
Whistle）、デイヴ・グルーシン（key, synth）、ジョー・サンプル（p）、マイク・ボディッ
カー（key, synth, synth-prog）、イアン・アンダーウッド（key, synth）、 エイブラ
ハム・ラボリエル（b）、スティーヴ・ガッド（ds）、 スティーヴ・フォアマン（perc, tamb, 
castanets）、 アレックス・アクーニャ（cga, perc, timbales, vo-effects）、アーニー・
ワッツ（ts, ss）、パティ・オースティン（vo）、トム・バーラー（vo） 他

1979年作品

ロック色溢れるアプローチが話題を呼んだ、フュージョン・ギター・ヒーロー
の79年作品。スティーヴ・ガッド（ds）、スティーヴ・ルカサー（g）などが参加。

名プロデューサーのアリフ・マーディンを起用した、ベンソンの1983年作品。カシーフ、
デヴィッド・ペイチ、バリー・マン & シンシア・ワイルなどが楽曲を提供し、ウィル・リー

（b）、マーカス・ミラー（b）、スティーヴ・ガッド（ds）、スティーヴ・ジョーダン（ds）、チャカ・
カーン（vo）など、参加メンバーも豪華。ロバータ・フラックの「愛のためいき」のダンサ
ブルなカヴァーや、ヒット曲となった「レイディ・ラヴ・ミー」も収録。

WPCR-28202� [WARNER BROS.]

ジョージ・ベンソン『ユア・アイズ』
A愛のためいき／Bインサイド・ラヴ／Cレイディ・ラヴ・
ミー／Dめぐりあう恋／Eユア・アイズ／F恋のリメン
バー／ G ビーイング・ウィズ・ユー／ H ユース・ミー／�
I真夜中のふたり／J夢を追いかけて
ジョージ・ベンソン（g, vo）、ポール・ジャクソンJr.（g）、デイヴィッド・スピノザ（g）、マーカス・
ミラー（b）、ウィル・リー（b）、アンソニー・ジャクソン（b）、ネイザン・イースト（b）、リチャード・
ティー（key）、デヴィッド・ペイチ（key）、スティーヴ・ポーカロ（key）、スティーヴ・ガッド

（ds）、ジェフ・ポーカロ（ds）、スティーヴ・ジョーダン（ds）、レニー・カストロ（perc）、チャカ・
カーン（vo）、ハミッシュ・スチュワート（vo）、デイヴィッド・サンボーン（horns）、マイケル・
ブレッカー（horns）、ランディー・ブレッカー（horns）、ジェリー・ヘイ（horns）他
プロデュース：アリフ・マーディン他
1983年作品／ニューヨーク録音

名プロデューサー、アリフ・マーディンを起用した83年作品。「愛のため
いき」のダンサブルなカヴァーや、ヒット曲「レイディ・ラヴ・ミー」を収録。

マイケル・ジャクソンをはじめとする数多くのスーパースターたちを手掛けてきたクイ
ンシー・ジョーンズがプロデュースを手掛け、全米3位を記録したベンソン最大のヒット
作。この上なくゴージャスなプロデュースの下、両者の強烈な個性がぶつかり合い、ブラッ
ク・コンテンポラリーとジャズが高次元で融合したサウンドが展開されている。その高密
度なサウンドは見事の一言。“エンターティナー”としてのベンソンの魅力満載の作品だ。

巨匠クインシー・ジョーンズがプロデュースを手掛けた、ベンソン最大のヒッ
ト作。ゴージャスなサウンドをバックに、ベンソンの歌とギターが本領を発揮。

第7弾（25タイトル）

2015年
7月29日
発売
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圧倒的な歌唱力と驚異の音域を持ち、声を自由に操る天才シンガーの86年のヒット作。
ダイアナ・ロス、マドンナ、デヴィッド・ボウイなども手がけた、シックのナイル・ロジャー
スをプロデューサーに迎え、ポップでソウルフルなサウンドが展開されている。フィリッ
プ・セス（key）、ハイラム・ブロック（g）、アンソニー・ジャクソン（b）、スティーヴ・フェロー
ン（ds）などが参加し、ロビー・ネヴィルやスクリッティ・ポリッティも楽曲を提供。

WPCR-28223� [WARNER BROS.]

アル・ジャロウ『Ｌ・イズ・フォー・ラヴァー』
Aテル・ミー・ホワット／BＬ・イズ・フォー・ラヴァー
／Cセイズ／Dプレジャー／Eゴールデン・ガー
ル／ F ミッドナイト・スカイ／ G テレパシー／�
Hリトル・モア・ラヴィン／Iノー・オーディナリー・
ロマンス／Jリアル・タイト
アル・ジャロウ（vo, back-vo）、ナイル・ロジャース（g, key, back-vo）、スティーヴ・
フェローン（ds, perc）、ジミー・ブラロウアー（ds, perc）、フィリップ・セス（key）、ハ
イラム・ブロック（g）、アンソニー・ジャクソン（b）、ドクター・ギブス（perc）、ピーター・シェ
ラー（key）、マック・ゴールホン（brass）、ロバート・アーロン（reeds）他
1986年作品／ニューヨーク録音

圧倒的な歌唱力を持つ天才シンガーが、シックのナイル・ロジャースをプロ
デューサーに迎えて制作した意欲作。スクリッティ・ポリッティも楽曲を提供。

デヴィッド・ガーフィールド（key）を中心に、ネイザン・イースト（b）、カルロス・ヴェガ
（ds）、レニー・カストロ（perc）、ラリー・クライマス（sax）、マイク・ミラー（g）という、
トップ・セッション・ミュージシャンたちによる集合体“カリズマ”の、87年東京でのラ
イヴ・アルバム。名手たちの卓越したテクニックと、ライヴならではの熱いプレイがひ
とつになった、迫力満点のライヴ・パフォーマンスがタップリと展開されている。

WPCR-28222� [WARNER MUSIC JAPAN]

カリズマ『オール・ザ・ウェイ・ライヴ』
A ティンク／ B ジャイヴ／ C ドリーム・カム・
トゥルー／Dキンビサ〜キューバ／Eスティング
／ F コービット・ヴァン・ブロイアー／ G ドナ／
Hプレリュード・フォー・ダッド／Iジュリアミー
／JT.J.
デヴィッド・ガーフィールド（key）、カルロス・ヴェガ（ds）、ネイザ
ン・イースト（b）、レニー・カストロ（perc）、ラリー・クライマス（sax, 
fl）、マイク・ミラー（g）

【録音】1987年6月24日　『ブラバス・クラブ ’87』でのライヴ

デヴィッド・ガーフィールドを中心に、ネイザン・イースト、カルロス・ヴェ
ガなどが参加したセッション・ユニットの、日本での白熱のライヴ・アルバム。

ハービー・マン、アヴェレイジ・ホワイト・バンド、ドン・エリス、デヴィッド・ファットヘッ
ド・ニューマン、ベン・E.キングなどといった、アトランティック・レーベル所属アーティ
ストたちによる、77年のモントルー・ジャズ祭の白熱のライヴ・アルバム。さらにブレッ
カー・ブラザーズやリチャード・ティーなども参加し、エネルギッシュなセッションを
繰り広げており、マイケル・ブレッカーのテナー・サックス・ソロも炸裂している。

WPCR-28221� [ATLANTIC]

アトランティック・ファミリー『ライヴ・アット・モントルー』
A バイア／ B ジャドゥー／ C エヴリシング・マ
スト・チェンジ／D マキュワンズ・エキスポート／�
Eワン・トゥ・ワン／Fピック・アップ・ザ・ピーセズ
参加アーティスト：アヴェレイジ・ホワイト・バンド／ハービー・マン／ランディ・
ブレッカー／マイケル・ブレッカー／リチャード・ティー／ソニー・フォーチュン
／ドン・エリス／ベン・E. キング／デヴィッド・ニューマン 他
ルーサー・ヴァンドロス（vo）、クラウス・ドルディンガー（ts）、スティーヴ・フェロー
ン（ds）、ルー・ソロフ（tp）、ジョー・ファレル（as）他

【録音】1977年7月8 〜 12日　スイス・モントルー・ジャズ・フェスティヴァル
でのライヴ

ブレッカー・ブラザーズ、リチャード・ティー、ハービー・マン、アヴェレイジ・
ホワイト・バンドなどが参加した、モントルー・ジャズ祭の白熱のライヴ盤。

現在はコンテンポラリー・ジャズ・シーンで、ソロ・アーティストとしても活躍している、
チャーリー・ハンターやウィル・バーナードらによって結成され、ギター 3本とドラム
という編成で、セロニアス・モンク、ジェームス・ブラウン、ローランド・カークの曲を
演奏するという、超個性的ユニットの衝撃のデビュー・アルバム。3人のアーティスト
たちの楽曲が、ユニークで新感覚で不思議なサウンドとなって再構築されている。

WPCR-28220� [WARNER BROS.]

Ｔ．Ｊ．カーク『Ｔ．Ｊ．カーク』
Aソウル・パワー／Bテオ／Cベムシャ・スウィング／Dシャッ
フル・ボイル／ユー・キャン・ハヴ・ウォーターゲート・ジャスト・
ギミ・サム・バックス・アンド・アイル・ビー・ストレート／Eヴォ
ランティアード・スレイヴリー／ F カッコーのセレナーデ／
Gフリークス・フォー・ザ・フェスティヴァル／Hコールド・ス
ウェット／リップ、リグ・アンド・パニック／Iハンフ／Jエ
ピストロフィー／Kアイ・ガット・トゥ・ムーヴ／イン・ウォー
クト・バド／Lジャッキーイング
ウィル・バーナード（g）、ジョン・スコット（g）、チャーリー・ハンター（8 string g, b）、ス
コット・アメンドラ（ds, perc）

【録音】1994年9月　サンフランシスコ

ギター3本で、セロニアス・モンク、ジェームス・ブラウン、ローランド・カー
クの曲を演奏するという、超個性的ユニットの衝撃のデビュー・アルバム。

ジャム・バンド・シーンをリードする人気キーボード・トリオが95年にリリースした作
品で、彼らのサウンド・アプローチがひとつの完成を見た重要作。ジャズ、ロック、ファ
ンクなどの音楽をごちゃ混ぜにした、カッ飛んだアンサンブルと、確信犯的チープなオ
ルガン・サウンドが、独特のオリジナリティを発揮している。彼らのオリジナル曲を中
心に、デューク・エリントンの「シナ風様式」のユニークな解釈によるカヴァーも強烈だ。

WPCR-28219� [GRAMAVISION]

メデスキ・マーティン＆ウッド『フライデー・アフタヌーン・イン・ザ・ユニヴァース』

A ラヴァー／ B ペイパー・ベース／ C ハウス・モップ／
Dラスト・チャンス・トゥ・ダンス・トランス／Eベイビー・
クラムズ／ F ウィアー・ソー・ハッピー／ G シャック／
Hティー／Iシナ風様式／Jビトゥイーン・トゥー・リ
ムズ／Kシークウェル／Lフライデー・アフタヌーン・／
イン・ザ・ユニヴァース／Mビリーズ・トゥール・ボックス
／Nチャプ・サブ／Oコ・クン・クラーブ
ジョン・メデスキ（org, p, wurlitzer, clavinet）／ビリー・マーティン（ds, 
perc）、クリス・ウッド（b, harmonica, wood fl）

【録音】1994年7月24〜26日　ニューヨーク／1994年1〜2月　ハワイ（F）

ジャム・バンド・シーンをリードする人気トリオの95年作品。カッ飛んだオル
ガン・サウンドとグルーヴィーなリズムが、独自の世界をクリエイトしている。

ファンキー・フルートの第一人者が76年にリリースした、レゲエにチャレンジした作
品の第2弾。オリジナル曲に加え、CCR の「ダウン・オン・ザ・コーナー」、ボブ・マーリー
の「ベンド・ダウン・ロー」、サイモン&ガーファンクルの「いとしのセシリア」などといっ
たカヴァー曲を、彼独自のアレンジ感覚でレゲエに料理している。デヴィッド・ニュー
マン（sax）、アルバート・リー（g）、ミック・テイラー（g）などもゲストとして参加。

WPCR-28218� [ATLANTIC]

ハービー・マン『レゲエⅡ』
Aダウン・オン・ザ・コーナー／Bベンド・ダウン・ロー
／Cソー・ゲット・イット・ホワイル・ユー・キャン／
Dいとしのセシリア／Eアイ・ノウ（ユー・ドント・
ラヴ・ミー・ノー・モア）／Fストーンド・バイ・ユー
ハービー・マン（fl, perc）、デヴィッド・ニューマン（ts）、レジー・ヤング（g）、ジョン・クリスト
ファー（g）、マイク・リーチ（b）、カルロス“パタート”ヴァルデス（cga）、パット・レビロット（el-p, 
clavinet, mellotron）、ミック・テイラー（g）、アルバート・リー（g）、ボビー・エリス（tp）、トミー・
マクック（ts）、グラッドストーン・アンダーソン（p）、ウィンストン・ライト（org）、ロッド・ブラ
イアン（g）、ハックス・ブラウン（g）、ジャッキー・ジャクソン（b）、マイケル・リチャード（ds）他

【録音】1972年2月11日　メンフィス（推定）［C］／ 1973年　ロンドン［EF］
　　　 1973年　ジャマイカ・キングストン［ABD］

ファンキー・フルートの第一人者が、レゲエにチャレンジした作品の第2弾。
CCR、ボブ・マーリー、サイモン&ガーファンクルなどの曲を、レゲエでカヴァー。

リターン・トゥ・フォーエヴァーのスーパー・ドラマー、レニー・ホワイトが結成したグ
ループ“トゥエニイナイン”のセカンド・アルバム。アース・ウインド & ファイアーのラ
リー・ダンがプロデュースを手掛け、女性シンガーのタニヤ・ウィラビーをフィーチャー
した、ディープだがポップなファンク・サウンドをクリエイトしている。「キッド・スタッ
フ」「ファンシー・ダンサー」がシングル・カットされ、スマッシュ・ヒットを記録した。

WPCR-28217� [ELEKTRA]

トゥエニイナイン・ウィズ・レニー・ホワイト『トゥエニイナイン・ウィズ・レニー・ホワイト』
Aジャスト・ライト・フォー・ミー／Bイッツ・ミュージック、イッツ・
マジック／Cマイ・メロディ／Dキッド・スタッフ／Eファ
ンシー・ダンサー／Fラヴ・アンド・ビー・ラヴド／Gバック・
トゥ・ユー／Hスリップ・アウェイ／Iウィ・ハッド・トゥ・
ブレイク・アウェイ／Jジ・イレヴンス・ファンファーレ
レニー・ホワイト（ds, perc, synth, vo, rhythm-arr）、タニヤ・ウィラビー（lead-vo）、
ジョン“スキップ”アンダーソン（key, synth, lead-vo）、エディ・マルティネス（g, vo, 
vo-arr）、バリー“ソンジョン”ジョンソン（b, lead-vo, vo-arr）、ニック・モロック（g）、
ラリー・ダン（synth）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、シルヴィア・セント・ジェームス

（back-vo）、ジェリー・ヘイ（horns-arr）他

1980年作品／カリフォルニア録音

リターン・トゥ・フォーエヴァーのスーパー・ドラマーが結成したグループの、
ファンキーな作品。ヒット曲「キッド・スタッフ」「ファンシー・ダンサー」収録。

リターン・トゥ・フォーエヴァーのドラマーとして活躍していたレニー・ホワイトの、
83年のリーダー作。“ザ・システム”や“マテリアル”といった、当時の最先端サウンド・
クリエイター集団が参加し、さらにマーカス・ミラー（b）、バーナード・ライト（key）と
いった、後の“ジャマイカ・ボーイズ”のメンバーたちも加わり、ヴォーカルをフィー
チャーした、ポップで R&B 感覚溢れる、ダンサブルなサウンドを展開している。

WPCR-28216� [ELEKTRA]

レニー・ホワイト『アティテュード』
Aアティテュード／Bあなたがすべて／Cジャ
スト・セイ・ザ・ワード／Dザ・ライド／Eマイ・ター
ン・トゥ・ラヴ・ユー／Fはじめての恋／Gファッ
シネイション／Hテル・ヒム
レニー・ホワイト（ds, perc, key, handclaps, arr）、デヴィッド・フランク（key,  
vocoder）、バーナード・ライト（key, handclaps）、キース・フォーリー（key, 
handclaps, arr）、ニック・モロック（g）、レイモンド・ゴメス（g）、ジョン・ペイティ（g）、
マーカス・ミラー（b）、ビル・ラズウェル（b, arr）、スティーヴ・ソーントン（perc）他

1983年作品／ニューヨーク録音

リターン・トゥ・フォーエヴァーのスーパー・ドラマーの83年のリーダー作。
ヴォーカルをフィーチャーした、ポップで R&B 感覚溢れるサウンドを展開。

WPCR-28230� [WARNER BROS.]

アール・クルー『トリオ Vol.1』
A魅惑されて／B酒とバラの日々／Cハウ・イン
センシティヴ／Dスパルタカス／E四月の想い出
／Fこれからの人生／G小さな願い／H夜も昼
も／Iロンリー・ガール／Jトゥー・マーヴァラス・
フォー・ワーズ／Kワン・ノート・サンバ
アール・クルー（g）、ラルフ・アームストロング（b）、ジーン・ダンラッ
プ（ds）
1991年作品

WPCR-28229� [ELEKTRA]

ロベン・フォード『ギターに愛を』
Aマジック・サム／B愛をこめて／Cノース・キャ
ロライナ／D誰よりも／Eインサイド・ストーリー
／ F ニード・サムバディ／ G ファー・アウェイ／
Hティー・タイム・フォー・エリック
ロべン・フォード（g, vo）、ラッセル・フェランテ（key）、ジミー・ハスリップ（b）、
リッキー・ロウソン（ds, perc）、トミーヴィグ（perc）、スターズ・アンダー・ロケッ
ト（perc）、アラン・ルービン（tp）、トム・マーロン（tb, bs）、ルー・マリーニ（sax）、
マーク・フォード（harmonica）
プロデュース : スティーヴ・クロッパー
1979年作品

WPCR-28226� [WARNER BROS.]

ジョージ・ベンソン『20/20（トゥエニイ・トゥエニイ）』
Aノー・ワン・エモーション／Bプリーズ・ドント・
ウォーク・アウェイ／C僕の愛を君に／D変わら
ぬ想い／Eラ・メール／F20/20／Gニュー・
デイ／ H ホールド・ミー／ I スタンド・アップ／
Jラヴ・オブ・マイ・ライフ
ジョージ・ベンソン（vo, g）、マイケル・センベロ（g, vo）、フレディ・グリーン（g）、マーカ
ス・ミラー、アンソニー・ジャクソン（b）、デイヴ・グルーシン、リチャード・ティー、ジョー・
サンプル、ニール・ラーセン、ロブ・マウンジー（p, key, synth）、ジョン・ロビンソン、ス
ティーヴ・フェローン（ds）、ラルフ・マクドナルド（perc）、ロバータ・フラック、パティ・オー
スティン、ジェイムス・テイラー（vo） 他
1984年作品

WPCR-28227� [WARNER BROS.]

ジョージ・ベンソン『ホワイル・ザ・シティ・スリープス…』
Aホワイル・ザ・シティ・スリープス／Bキッス・イン・
ザ・ムーンライト／Cシヴァー／Dラヴ・イズ・ヒア・
トゥナイト／Eティーザー／Fシークレット・イン・ザ・
ナイト／Gトゥー・メニー・タイムス／Hディド・ユー・
ヒアー・サンダー
ジョージ・ベンソン（vo）、ケニー・G（sax）、ポール・ジャクソンJr.（rhythm-g）、マーカス・
ミラー（b）、ジョン・ロビンソン（ds）、ナラダ・マイケル・ウォルデン（ds, electronics）、
パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、ロビー・ブキャナン（key, b）、グレッグ・フィリンゲイ
ンズ、カシーフ（key, other inst.）、プレストン・グラス（key, electronics）、ウォル
ター・アファナシエフ（synth）、ジェリー・ヘイ（arr）他
1986年作品

WPCR-28228� [WARNER BROS.]

ジョージ・ベンソン『ビッグ・ボス・バンド・フィーチャリング・カウント・ベイシー・オーケストラ』
Aウィズアウト・ア・ソング／Bレディ・ナウ・ザット・ユー・アー
／C君に捧げるメロディ／Dオン・グリ−ン・ドルフィン・ス
トリート／Eベイビー・ワークアウト／F瞳は君ゆえに／
Gポートレイト・オブ・ジェニー／Hウォーキン・マイ・ベイビー・
バック・ホーム／Iスカイラーク／Jベイシーズ・バッグ
ジョージ・ベンソン & カウント・ベイシー・オーケストラ : ジョージ・ベンソン（vo, g）
ボブ・オジェダ、マイク・ウィリアムス（tp）、クラレンス・バンクス、メル・ウォンゾー、ティ
ム・ウィリアムス、ビル・ヒューズ（tb）、フランク・フォスター、ケニー・キング（ts）、ダニー・
ターナー、デイヴ・グラッサー（as）、ジョニー・ウィリアムス（bs）、エイス・カーター（p）、
クリーヴランド・イートン（b）、ダフィー・ジャクソン（ds）、カーメン・ブラッドフォード

（voC）、バリー・イーストモンド（keyC）、ロン・カーター（bC）他
1990年作品

WPCR-28225� [WARNER BROS.]

ランディ・クロフォード『スウィート・ラヴ〜アブストラクト・エモーションズ〜』
Aキャント・スタンド・ザ・ペイン／Bアクチュアル・
エモーショナル・ラヴ／Cワールド・オブ・フールズ
／Dベッチャ／Eハイアー・ザン・エニワン／Fディ
ザイア／G恋人たちのモーメント／Hオーヴァー
ナイト／Iスウィート・ラヴ／J愛のふるえ
ランディ・クロフォード（vo）、サー・ガント（key, synth, synth-prog）、エド・ウォルシュ

（key, synth, synth-prog）、フレッド・ザー（key, synth）、ハリー・ウィテカー（key, 
synth）、レジー・ルーカス（g, synclavier II, Octav-Plateau Sequencer-prog）、
バシリ・ジョンソン（perc）、レスリー・ミング（perc）、アンソニー・ジャクソン（el-b）他
1986年作品／ニュージャージー＆ニューヨーク

WPCR-28224� [QWEST]

パティ・オースティン『恋人たちのモーメント』
Aトーキン・バウト・マイ・ベイビー／Bビッグ・バッド・
ワールド／Cヒート・オブ・ヒート／Dイフ・アイ・ビリー
ヴド／Eハニー・フォー・ザ・ビーズ／F恋人たちのモー
メント／Gエニシング・キャン・ハプン／Hオンリー・ア・
ブレス・アウェイ／I夏の陽ざしは冷たくて
パティ・オースティン（vo, back-vo）、マイケル・ブレッカー（sax）、ランディ・ブレッカー

（tp）、ラルフ・マクドナルド（tamb）、ビリー・ジョエル（back-vo, DoWop-arr）、チャカ・
カーン（back-vo）、ルーサー・ヴァンドロス（back-vo）、ジミー・ジャム（perc）、テリー・
ルイス（perc, ds-prog, key）、マイケル・ ランドウ（g）、ボブ・ ジェームス（strings-
arr）、ロビー・ブキャナン（key, synth）、ポール・ジャクソン Jr.（g）、エイブラハム・ラ
ボリエル（b）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）他
1985年作品

「ストリート・ライフ」で知られる女性シンガーの、ソウルフルな名品。テ
レビ・ドラマの主題歌で話題となった大ヒット曲「スウィート・ラヴ」収録。

ジャズから R&B まで、幅広いジャンルを歌いこなす女性シンガーの意
欲作。トミー・リピューマ、ジャム&ルイスなど豪華プロデュース陣が参加。

“クインシー・ジョーンズの秘蔵っ子”として注目を集め、ジャズ、R&B、ポップスな
ど、あらゆるジャンルを抜群の歌唱力で歌いこなす女性シンガーの意欲作。トミー・リ
ピューマ、ジャム & ルイス、ラス・タイトルマン、モンテ・モアという豪華なプロデュー
サー陣が手掛けており、ビリー・ジョエル、ルーサー・ヴァンドロス、チャカ・カーンな
どがコーラスとして参加するなど、錚々たるメンバーでレコーディングされている。

フュージョン・アコースティック・ギターの第一人者が、ラルフ・アームストロング（b）、
ジーン・ダンラップ（ds）とのトリオでレコーディングした、アコースティックでジャジー
な91年の作品。「酒とバラの日々」「四月の想い出」「夜も昼も」「ワン・ノート・サンバ」な
どといったスタンダード曲を、ライヴ感覚溢れる、温かみのあるアコースティック・ギ
ター・サウンドで奏でていく。クルーの歌心が見事に発揮された名作。

フュージョン・アコースティック・ギターの巨匠が、ギター・トリオの編
成で、スタンダード曲を演奏した、美しく、温かく、歌心に溢れた名作。

トム・スコットの“L.A. エキスプレス”などで活躍していたロベンが、79年にリリースし
た初リーダー作。彼のルーツであるブルースを基調としながらも、ジャズやロックの要
素も巧みに取り入れた、歌うようなフレージングのギター・ソロは、当時のギター・キッ
ズたちに大きな衝撃を与えた。またこのアルバムのレコーディングのために集められた
メンバーが、その後イエロージャケッツへと発展していくという意味でも、重要な作品。

ロベン・フォードの名を一躍ファンに知らしめた初リーダー作。ブルージーで
歌心溢れるギターは絶品。参加メンバーが、後にイエロージャケッツになった。

ベンソンが、ジャズの名門ビッグ・バンドのカウント・ベイシー・オーケストラと共演
した、90年作品。スウィングするサウンドをバックに、スタンダード曲、ベイシー・バン
ドの愛奏曲、ポップスのカヴァーなどを、ベンソンがギターを弾きまくり、歌っている。
フランク・フォスターのアレンジも冴え、ジャズ・ギタリストとしてのベンソンの魅力
が100% 発揮された、楽しくゴージャスなジャズ・ビッグ・バンド・アルバムだ。

ジョージ・ベンソンが、カウント・ベイシー・オーケストラと共演したジャズ作
品。ジャズ・ギタリストとしての彼の魅力が堪能できる、スウィンギーな傑作。

ヒット・メイカーのナラダ・マイケル・ウォルデンをプロデューサーに迎えた86年作品。
ナラダならではの豪華で、ポップで、ファンキーなサウンドをバックに、ベンソンがソ
ウルフルに歌い、切れ味抜群のギターを弾いている。プレストン・グラス、カシーフ、グ
レッグ・フィリンゲインズ、ウォルター・アファナシエフなど、ソングライター陣も豪華。
まさに、ベンソンのポップ・フィーリングが凝縮された作品。

数多くのヒットを生み出したナラダ・マイケル・ウォルデンをプロデューサー
に迎え、ダンサブルでポップなベンソンが楽しめる、86年のヒット・アルバム

マイケル・マッサー、マイケル・センベロをプロデューサーに迎え、AOR テイストのサ
ウンドと、ベンソンの個性が絶妙に融合した、84年のポップな作品。豪華メンバーたち
によるゴージャスなサウンドをバックに、ベンソンのヴォーカル & ギターが、心地よい
音空間を作り出している。ロバータ・フラック、パティ・オースティン、ジェイムス・テイ
ラーなどもコーラスで参加。ヒット・シングルとなった「僕の愛を君に」「20/20」も収録。

「ストリート・ライフ」の大ヒットで知られる女性シンガー、ランディ・クロフォードの
86年のヒット作。かつてマイルス・デイヴィス・グループで活躍していたギタリストの
レジー・ルーカスをプロデューサーに迎え、ソウルフルでキレのいいサウンドと、スケー
ルの大きな歌声がひとつになった力作。日本のテレビ・ドラマ『もう誰も愛さない』の
挿入歌として使われて大きな話題となった大ヒット曲「スウィート・ラヴ」を収録。

極上の AOR サウンドと、ベンソンのソウルフルなヴォーカル、ジャジーな
ギターが絶妙に融合した、ポップでゴージャスな84年のヒット・アルバム。

2015年
8月26日
発売

第8弾（25タイトル）
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WPCR-28246� [REPRISE]

アル・ジャロウ『ハーツ・ホライズン』
Aオール・オア・ナッシング／Bソー・グッド／Cオール・
オブ・マイ・ラヴ／ D プレジャー・オーヴァー・ペイン
／Eユア・ジーンズ／Fウェイ・トゥ・ユア・ハート／
Gワン・ウェイ／H10Ｋ ハイ／Iアイ・マスト・ハヴ・
ビーン・ア・フール／Jモア・ラヴ／Kキラー・ラヴ／
Lハーツ・ホライズン
アル・ジャロウ（vo, ds, perc, etc.）、ビル・チャンプリン（back-vo）、ジョージ・デュー
ク（key, b）、ボビー・コールドウェル、ジェイ・グレイドン（synth）、デイヴィッド・サンボー
ン（as）、ラッセル・フェランテ（key）、アール・クルー（g）、エイブラハム・ラボリエル（b）、
マイケル・ランドウ（g）、ボビー・マクファーリン（vo）、スタンリー・クラーク（b）他
1988年作品

WPCR-28245� [WARNER BROS.]

ゲイル・モラン『妖精の舞』
A ウォーク・オン／ B クリスマス・ソング／ C ア
ウトサイド／インサイド／D追想／Eさすらいの
日々／Fスノウフレイク／G妖精の舞／Hドゥ・
ホワット・ユー・ドゥ／I愛のささやき／Jウォン
ト・ユー・ステイ／Kモナリザへの微笑／Lハンド・
イン・ハンド／M妖精の語らい
ゲイル・モラン（vo, key, p）、アレン・ヴィザッティ（tp）、バニー・ブルネル（b）、トム・ブ
レックライン（ds）、チック・コリア（key, perc, b, arr）、メリサ・マンチェスター（vo）、
スタンリー・クラーク（b）、ヴィクター・フェルドマン（perc, vib）、ダイアナ・ハバード（p）、
ハロルド・ギャレット（tb）、アル・ジャロウ（vo）、パオロ・リオーニ（low c）他

【録音】1979年　ロサンジェルス

WPCR-28244� [WARNER BROS.]

Ｔ．Ｊ．カーク『イフ・フォー・ワズ・ワン』
Aダン・ライト・アイム・サムバディ／Bゲット・オン・ザ・グッド・フッ
ト〜ロック・ハード・イン・ア・ファンキー・プレイス／Cストンピング・
グランズ〜アンタイトルド・インストゥルメンタル〜グリーン・チムニー
ズ／Dザ・ペイバック〜アイ・ミーン・ユー／Eブレイクス・セイク／
Fルビー・マイ・ディア／Gミーティング・アット・ターミニズ・コーナー
〜アイ・ガット・ア・バッグ・オブ・マイ・オウン〜ブリリアント・コーナー
ズ／Hクロス・ザ・トラック〜セロニアス／Iフォー・イン・ワン
T.J. カーク：チャーリー・ハンター、ウィル・バーナード、ジョン・ショット（g）、スコット・
アメンドラ（ds）

【録音】1996年4月〜 5月　サンフランシスコ

WPCR-28243� [BLUEMOON]

トライバル・テック『フェイス・ファースト』
Aフェイス・ファースト／Bケイナイン／Cアフ
ター・アワーズ／Dリヴェンジ・スチュー／Eソル
ト・リック／Fウー…イェー・オーケー／Gザ・ク
ローリング・ホラー／Hボイラー・ルーム／Iボー
ト・ギグ／Jザ・プレシピス／Kウーンディッド
スコット・ヘンダーソン（g, back-vo）、ゲイリー・ウィリス（b, back-vo）、スコッ
ト・キンゼイ（key, back-vo）、カーク・コヴィントン（ds, vo）、ダナ・スー・コリ
ンズ、シェリル・グロール、ブレット・ガーセッド（back-vo）

【録音】1993年4月〜 5月　カリフォルニア州バーバンク、ハリウッド

WPCR-28242� [BLUEMOON]

トライバル・テック『イリシット』
Aザ・ビッグ・ウェイヴ／Bストゥーピド／Cブラッ
ク・チェリー／Dトルク／Eスライディン・イントゥ・
チャーリサ／ F ルート・フード／ G ライオット／
Hパハ・サパ／Iバビロン／Jアフターマス

スコット・ヘンダーソン（g）、ゲイリー・ウィリス（b）、スコット・キン
ゼイ（key）、カーク・コヴィントン（ds）

【録音】1992年4月　ハリウッド

WPCR-28241� [ELEKTRA]

トゥエニイナイン・ウィズ・レニー・ホワイト『ジャスト・ライク・ドリーミン』
Aリズム／Bトゥエニイナイン（ラップ）／Cムー
ヴィン・オン／Dドント・ルック・バック／Eジャ
スト・ライク・ドリーミン／Fニード・ユー／Gオー
ル・オーヴァー・アゲイン／Hファインド・ア・ラヴ
／Iオール・アイ・ウォント
レニー・ホワイト（ds, perc, synth, horn-arr）、スキップ・アンダーソン（horn-arr）、トゥ
エニイナイン（rhythm-arr, vo-arr）、ジョージ・デル・バリロ（strings-arr）、バリー・ジョン
ソン（b, lead-vo）、ポール・シュアー（concertmaster）、エディ・マルチネス、スティーヴ・ウィ
リアムス（g, vo）、デンジル・A. ミラー・ジュニア（key）、スキップ・アンダーソン（key, vo-
prog）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、カーラ・ヴォーン、ジョセリン・スミス（vo）
1981年作品

WPCR-28240� [GRAMAVISION]

ジャマラディーン・タクマ『ルネッサンス・マン』
A ルネッサンス・マン／ B フラッシュ・バック／
Cレッツ・ハヴ・ア・グッド・タイム／Dネクスト・
ストップ／ E ダンシング・イン・ユア・ヘッド／
Fゼア・ヒー・ストゥッド／Gバトル・オブ・イメー
ジ／Hスパークル
ジャマラディーン・タクマ（el-b, perc）、オル・ダラ（cornetA, flA）、ジェーム
ス・ワトキンス（as）、オーネット・コールマン（as）、ハウイー・モントウ（vo）、デ
イヴィッド・マレイ（ts）、ビル・ブラフォード（ds）他

【録音】1983年　フィラデルフィア、ベルリン、ニューヨーク／ 1984年　ニューヨーク

WPCR-28239� [GRAMAVISION]

バーニー・ウォーレル『ファンク・オブ・エイジズ』
AYスパイ／BB.W.ジャム／Cファンク・ア・ホール・リッ
クス／Dエイント・シー・スウィート／Eストレート・アヘッ
ド／Fリアル・ライフ・ドリームス／Gシング／Hドント・
ピス・ミー・オフ／Iビウエアー・オブ・ドッグ／Jヴィラ
ンティアード・スレイヴリー〜バーンズ・ブルース〜アウター・
スペースウェイ／Kアット・モス・スフィアーズ／Lリア
ル・ライフ・ドリームス・オン
バーニー・ウォーレル（clavinet, synth, org, lead-vo）、スティーヴ・ジョーダン（ds, 
g, perc, vo）、キース・リチャーズ（g）、ブーツィー・コリンズ（b, g, ds-prog, vo）、メイ
シオ・パーカー（sax）、ハービー・ハンコック（synth）、デイヴィッド・バーン（back-vo）
1990年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28238� [ATLANTIC]

ボビー・ライル『パワー・オブ・タッチ』
Aティンブクトゥ／Bアルバン・ナイツ／Cジャスト・
トーク・トゥ・ミー／Dインタールード／E愛のためい
き／Fジュビリー／Gチェッキン／Hア・モーメント・
イン・タイム／Iステッピン／J 3 ミニット・サンバ
／Kミッドナイト・クリーパー／Lインナー・ピース
ボビー・ライル（ds-prog, key, b）、ジェラルド・アルブライト（sax）、ポール・ジャクソ
ン Jr.（g）、アルフォンソ・ジョンソン（b）、レオン・ンドゥグ・チャンクラー（ds）、ネイザ
ン・イースト（b）、ウィル・ダウニング（lead-vo）、ウィルトン・フェルダー（sax）、マイケ
ル・ホワイト（ds）、フィル・アップチャーチ（g）、ケヴィン・レトー（vo）、ドク・パウエル（g）、
アレックス・アクーニャ（ds, perc）、アル・マッケイ（g）、ラリー・キンペル（b）他
1997年作品／カリフォルニア、ニューヨーク録音

WPCR-28237� [ATLANTIC]

ボビー・ライル『リズム・ストーリーズ』
Aクール・ウォーク／Bヒア・ウィ・ゴー・アゲイン／
Cオン・ザ・スポット／DB’ズ ムード／Eファンク・
ストリート （ジャズ・ヒップホップ・ファンキー・ビバップ）
／Fハイヤー・グラウンド／Gエキゾチック・ラヴ／
H ドント・ユー・ノウ／ I トゥナイト・ウィ・ラヴ／
Jアンセム／Kラヴ・スイート
ボビー・ライル（key）、ジェラルド・アルブライト（sax）、ポール・ジャクソン Jr.（g）、ドゥ
ライト・シルズ（g）、ピーター・ホワイト（g）、マーカス・ミラー（b）、レジー・ハミルトン（b）、
ソニー・エモリー（ds-prog）、レニー・カストロ（ds, perc）、ケニー・ギャレット（sax）、カー
ク・ウェイラム（sax）、エヴェレット・ハープ（sax）、スタンリー・クラーク（tenor b）他
1994年作品／ニューヨーク、ハリウッド、カリフォルニア録音

WPCR-28236� [ELEKTRA]

ロイ・エアーズ・プレゼンツ・ユビキティ『スターブーティ』
Aスターブーティ／Bシンプル・アンド・スウィー
ト／Cスプレッド・イット／Dファイヴ・フライズ
／E真夜中のふたり／Fラヴ・イズ・ラヴ／Gキャ
ン・ユー・ビー・ユアセルフ／H希望のサンシャイン
シルヴィア・コックス（vo, lead-vo, back-vo）、フィリップ・ウー（key, el-p, 
vo, mini moog）、ケリー・ターマン（b, vo, back-vo）、リッキー・ローソン（ds, 
vo, back-vo, comp）、フスト・アルマリオ（ts, back-vo, vo）、ジョン・モズ
リー（tp）、チャノ・オファーラル（cga）、ジミー・ハスリップ（el-b, vo）、グレッグ・
ムーア（g, vo, comp, back-vo）
1978年作品／ニューヨーク、ロサンゼルス録音

WPCR-28235� [ATLANTIC]

ハービー・マン『ハービー・マン＆ファイア・アイランド』
Aリズマティズム／Bワンス・アイ・ハド・ア・ラヴ
／Cサマー・ストラット／Dウェルカム・サンライ
ズ／Eイン・ザ・サマータイム／Fユー・アー・ザ・
ソング／Gフルート・ラヴ
ハービー・マン（fl）、トム・コッポラ（key）、ジェリー・フィールドマン（g）、ケニー・マズー
ル（g）、ウィルバー・バスコム（b）、アラン・シュワルツバーグ（ds）、ジミー・ヤング（ds）、アー
メン・ハルバリアン（perc）、サミー・フィゲロア（perc）、ヤロスラフ・ヤクボヴィック（bs）、
カーマイン・L. カラブロ・ジュニア（synth）、サム・バーティス（tb）、アラン・ルービン（tp）、
ルー・ソロフ（tp）、グーギー・コッポラ（vo）、 アーノルド・マッカラー（back-vo）他

【録音】1977年　ニューヨーク

WPCR-28234� [WARNER BROS.]

ボニー・ジェイムス『スウィート・シング』
Aイースト・ベイ／Bナッシング・バット・ラヴ／Cワーズ（アンスポー
クン）／Dスウィート・シング／Eイッツ・オール・グッド／Fアフター・
ザ・レイン／Gイノセンス／Hアイ・スティル・ドリーム（フィーチャ
リング・アル・ジャロウ）／Iアイヴォリー・コースト／Jイッツ・オー
ル・グッド（ボーナス・リミックス）（フィーチャリング・エリック・ベネイ）
ボニー・ジェイムス（sax, key）、トニー・メイデン（vo, g）、アル・ジャロウ、エリック・ベネイ

（vo）、ダン・ヒギンズ（ts）、ジェリー・ヘイ（flh）、ビル・ライヒェンバッハ（tb）、ダン・シー、デ
イヴィッド・トルカノウスキー、ジェフ・キャラサーズ、ダリル・スミス、ジョン・ストッダート、
アレックス・アル、ダディ・シェイクスピア（key）、ポール・ジャクソン Jr.、ピーター・ホワイ
ト（g）、ラリー・キンペル、アレックス・アル（b）、リル・ジョン・ロバーツ（ds）、レニー・カストロ、
パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）他
1997年作品

WPCR-28233� [ATLANTIC]

ジェラルド・アルブライト『リヴ・トゥ・ラヴ』
A ユア・マイ・エヴリシング／ B オール・アイ・ウォナ・ドゥ／
Cアバウト・ラスト・ナイト／Dスーキー・スーキー／Eリヴ・
トゥ・ラヴ／Fビューティフル・ライク・ユー／Gロンリー・ウィ
ンズ／Hクリーピン／Iキリン・ドント・メイク・ノー・センス
／Jザ・グッド・オール・デイズ／Kユア・マイ・エヴリシング（リ
プライズ）／Lエヴリバディ・ゲット・アップ（Bonus Track）
ジェラルド・アルブライト（sax 他）、ジョナサン・バトラー（vo 他）、ポール・ジャクソン
Jr.（g 他）、デイヴィッド・デルホム（key）、ウォルター・スコット（vo 他）、ウォレス・スコッ
ト（vo 他）、マイケル・ホワイト（ds 他）、ウィル・ダウニング（vo 他）、レイラ・ハサウェイ

（back-vo）、サイ・スミス（back-vo）、セリナ・アルブライト（back-vo）他
1997年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28232� [WARNER BROS.]

マイケル・ケイメン『コンチェルト・フォー・サキソフォン』
Aコンチェルト・フォー・サンボーン＆オーケスト
ラ ファースト・ムーヴメント／Bセカンド・ムーヴ
メント／Cサード・ムーヴメント／Dヘレン─ク
レイヤ／ E サシヤ／ F ゾウイ／ G サンドラ／
Hウェイティング・フォー・ダディ
デイヴィッド・サンボーン（sax）、ナショナル・フィルハーモニック・オーケスト
ラ、エリック・クラプトン（g）、エリオット・ランドール（g）、デイヴィッド・ギルモ
ア（g）、ピノ・パラディノ（b）、ゲイリー・ウォレス（ds）、マイケル・ケイメン（cond, 
g, key, oboes 他）、レイ・クーパー（perc）他
1990年作品

WPCR-28231� [WARNER BROS.]

アール・クルー・ウィズ・ロイヤル・フィルハーモニック・オーケストラ『トリオ Vol.2 サウンズ・アンド・ヴィジョンズ』

A プレリュード／ B ゴールドフィンガー／ C オーケストラ・イントロ
／Dメイビー・セプテンバー（映画『オスカー』より）／Eオーケストラ・
イントロ／F『シンシナティ・キッド』のテーマ／Gオーケストラ・イン
トロ／Hシークレット・ラヴ（映画『カラミティ・ジェーン』より）／Iジョ・
アンの歌（映画『テキーラ・サンライズ』より）／Jナウ・ウィアー・ワン（映
画『トラック・ターナー』より）／KＥのインターリュード／L裸足で散
歩／Mオーケストラ・イントロ／Nヒズ・アイズ・ハー・アイズ（映画『華
麗なる賭け』より）／O『大いなる野望』愛のテーマ／PＦのインターリュー
ド／Q『ひどい出来事』のテーマ／Rポストリュード
アール・クルー（g）、ラルフ・アームストロング（b）、ジーン・ダンラップ（ds）、ロイ
ヤル・フィルハーモニック・オーケストラ、ドン・セベスキー（cond, arr）
1993年作品

日本初 CD 化

日本初 CD 化 日本初 CD 化

日本初 CD 化

日本初 CD 化 日本初 CD 化

日本初 CD 化

圧倒的な歌唱力と、抜群のリズム感、そして人間離れした音域を持つ天才シンガーの88
年作品。ジョージ・デューク、ジェイ・グレイドン、フィリップ・セスという売れっ子プロ
デューサーたちを起用し、ポップでゴージャスなサウンドと、表現力豊かな歌声が融合
した上質の音楽を聴かせている。アール・クルー（g）がゲスト参加している他、同じく人
間離れした歌唱力を持つ天才、ボビー・マクファーリンとの奇跡のデュオも収録。

天才シンガーの88年作品。ジョージ・デューク、ジェイ・グレイドン、フィリッ
プ・セスがプロデュースを手掛け、ボビー・マクファーリンとのデュオも収録。

マハヴィシュヌ・オーケストラやリターン・トゥ・フォーエヴァーなどでも活動してい
た、シンガーであり、キーボード奏者であり、チック・コリア夫人でもあるゲイル・モラ
ンの、現時点で唯一のリーダー作。チックがプロデュースを手掛け、スタンリー・クラー
ク（b）、アル・ジャロウ（vo）、メリサ・マンチェスター（vo）なども参加して、彼女のヴォー
カルとピアノをフィーチャーした、ファンタジー感覚溢れる音楽を披露している。

現チック・コリア夫人でもあるピアニスト&シンガーの、唯一のリーダー作。
チックがプロデュースを手掛け、ファンタジー感覚溢れるサウンドを展開。

チャーリー・ハンター、ウィル・バーナード、ジョン・ショットという3人のギタリスト
と、ドラマーのスコット・アメンドラというユニークな編成で、セロニアス・モンク、ジェ
イムス・ブラウン、ローランド・カークの楽曲を演奏するという、超個性的ユニットの2
作目。まったくタイプの違う3組のアーティストの楽曲を、不思議なセンスと浮遊感覚
溢れるサウンドで、これまでにはなかった新感覚の音楽をクリエイトしている。

3ギター + ドラムという編成で、セロニアス・モンク、ジェイムス・ブラウン、
ローランド・カークの楽曲を演奏するという、超個性派ユニットの意欲作。

スコット・ヘンダーソン（g）とゲイリー・ウィリス（b）の二人を中心としたグループが、
93年にリリースした2作目。ジャズ、ロック、ファンクなどの音楽を高次元で融合させ、
緻密で複雑なアンサンブルと、メンバーたちの超絶技巧とを合体させた、ハイパー・コ
ンテンポラリー・ジャズをクリエイトしている。ユニークなフレージングと圧倒的な
テクニックで弾きまくるヘンダーソンのギター・ソロは、全ギタリスト必聴だ。

スコット・ヘンダーソンとゲイリー・ウィリスによる、超絶技巧グループが圧
倒的な迫力で展開する、ハイパーでアグレッシヴなコンテンポラリー・ジャズ。

スコット・ヘンダーソン（g）とゲイリー・ウィリス（b）の二人が中心となって結成された
グループの92年作品。ウェザー・リポートが提示した、新しいジャズの方法論をより発
展させ、さらに圧倒的なテクニックも駆使して、緻密でエネルギッシュなコンテンポラ
リー・ジャズ・サウンドを見事に構築している。超絶技巧ミュージシャン4人による丁々
発止のインタープレイの応酬と、精密機械のようなアンサンブルは、まさに迫力満点。

スコット・ヘンダーソンとゲイリー・ウィリスを中心としたグループが、圧倒的
な超絶技巧と緻密なアンサンブルを聴かせる、コンテンポラリー・ジャズの名作。

リターン・トゥ・フォーエヴァーで活躍してきたスーパー・ドラマー、レニー・ホワイト
が結成したグループ“トゥエニィナイン”の3作目。ホワイト自身がプロデュースを手
掛け、二人の女性シンガーも含む7人編成で、ポップでダンサブルなサウンドを聴かせ
ている。ハイ・クオリティな演奏と、高い音楽性、そして親しみやすいメロディが高次
元で融合された、極上のブラック・コンテンポラリー・アルバムになっている。

リターン・トゥ・フォーエヴァーのスーパー・ドラマー、レニー・ホワイトが
結成したグループによる、ポップなブラック・コンテンポラリー・アルバム。

オーネット・コールマン・グループで、フリー・ジャズとファンクを高次元で融合させたサ
ウンドを聴かせていたスーパー・ベーシストの84年作品。彼のグループ“ジャマール”に
加えて、オーネット・コールマン（sax）、ヴァーノン・リード（g）、ビル・ブラフォード（ds）、
デイヴィッド・マレイ（sax）などもゲスト参加し、圧倒的なファンクネスと、アグレッシ
ヴなジャズを合体させたサウンドをバックに、バキバキのベース・プレイを披露している。

オーネット・コールマンのサウンドを支えてきたスーパー・ベーシストの、
ファンキーでアグレッシヴな84年作品。オーネットもゲストとして参加。

P- ファンク・シーンを支えてきたファンキー・キーボード奏者のリーダー作。メイシオ・
パーカー（sax）、デニス・チェンバース（ds）、デヴィッド・バーン（vo）、ブーツィー・コ
リンズ（b）、ハービー・ハンコック（key）、キース・リチャーズ（g）、ヴァーノン・リード（g）、
スティーヴ・ジョーダン（ds）など、ジャンルを超えた錚々たる豪華メンバーが参加し、
ファンクとジャズが高次元で融合した、超個性的なサウンドをクリエイトしている。

P- ファンク・シーンの重鎮キーボード奏者が、ジャンルを超えた豪華な参加メン
バーたちと共に作り上げた、ハイパーでダンサブルなファンキー・ミュージック。

高度なテクニックと抜群のリズム感で、多くのミュージシャンたちから絶大な信頼を
受ける、実力派キーボード奏者の快作。クルセイダーズのウィルトン・フェルダー（sax）
をはじめとするミュージシャンや、ウィル・ダウニング、ケヴィン・レトーなどといった
シンガーも参加し、高品質のファンキー・フュージョンを聴かせている。ダウニングの
ヴォーカルをフィーチャーした、ロバータ・フラックの「愛のためいき」のカヴァーも秀逸。

圧倒的なテクニックとポップ感覚を兼ね備えた、スーパー・キーボード・
プレイヤーによる、高品質かつダンサブルなファンキー・フュージョン。

アル・ジャロウ、アニタ・ベイカーなどのサポートでも活躍していた実力派キーボード
奏者の94年作品。カーク・ウェイラム（sax）、ケニー・ギャレット（sax）、マーカス・ミラー

（b）、スタンリー・クラーク（b）、ソニー・エモリー（ds）など豪華なメンバーが参加し、ポッ
プでファンキーかつ、高度なテクニックや音楽性も盛り込まれた、コンテンポラリー・
ファンク・ジャズをクリエイトしている。畳みかけてくるキーボード・ソロは圧巻。

超絶技巧と強烈なリズム感を持つ実力派キーボード奏者が、豪華なメ
ンバーたちと繰り広げる、コンテンポラリー・ファンク・ジャズの名作。

ファンキー・ヴァイブ・マスター、ロイ・エアーズ率いる“ユビキティ”による、ディスコ・
フィーリング溢れる作品。エアーズはプロデュースと作曲に専念し、フィリップ・ウー

（key）、フスト・アルマリオ（sax）、リッキー・ローソン（ds）など、実力派のミュージシャ
ンたちが参加して、ヴォーカルもフィーチャーしたダンサブルなサウンドを繰り広げて
いる。後にイエロージャケッツのベーシストとなるジミー・ハスリップがヴォーカルで参加。

ファンク・マスター、ロイ・エアーズ率いる“ユビキティ”のヒット作。彼のプロ
デュース / 作曲によるディスコ・フィーリング溢れるナンバーが楽しめる作品。

ファンキー・フルートの巨匠が、彼のグループ“ファイア・アイランド”と共にレコーディ
ングした、77年の作品。カーマイン・L. カラブロ・ジュニアやアラン・シュワルツバーグ
などをはじめとする、才能溢れる若手メンバーたちとともに、ダンサブルで躍動感溢れ
るサウンドを展開している。2曲でアーノルド・マッカラーのヴォーカルもフィーチャーし、
ディスコ・フィーリング溢れる躍動的なサウンドで、クラブ・シーンでも人気が高い1作。

ファンキー・フルートの第一人者による、ヴォーカルもフィーチャー
した、ディスコ・フィーリング溢れる、ポップでダンサブルなヒット作。

スムース・ジャズ・サックスの第一人者の、97年のヒット・アルバム。売れっ子プロデュー
サーのポール・ブラウンとボニー自身のプロデュースで、ポップで上質でセンスのい
いサウンドをバックに、ボニーのサックスがファンキー & ソウルフルに歌い上げてい
く。アル・ジャロウもゲスト・シンガーとして参加している他、タイトル曲はチャカ・カー
ン & ルーファスのヒット曲のカヴァーで、ルーファスのトニー・メイデン（g）も参加。

アル・ジャロウやトニー・メイデンなども参加した、スムース・ジャズ界をリー
ドし続けるサックス奏者による、ポップでファンキーなヒット・アルバム。

ファンキーでソウルフルなソロが魅力のサックス奏者の、97年作品。アルブライト自身
がプロデュースを手掛け、ポール・ジャクソン Jr.（g）、マイケル・ホワイト（ds）などを
はじめとするセッション仲間たちに加え、プログラミングも駆使して、ハイ・クオリティ
なスムース・ジャズ・サウンドと骨太のサックス・ソロを絶妙に融合させている。ジョナ
サン・バトラー、ウィル・ダウニング、レイラ・ハサウェイがゲスト・シンガーとして参加。

ファンキーなブロウが魅力のサックス奏者の、ハイ・クオリティなスムース・
ジャズ・アルバム。ジョナサン・バトラー、ウィル・ダウニングなども参加。

ピンク・フロイドの『ザ・ウォール』のアレンジや、映画『リーサル・ウェポン』の音楽などで
知られる作編曲家のマイケル・ケイメンが、デイヴィッド・サンボーンのために書き下ろ
した壮大なコンチェルト。壮大なオーケストラ・サウンドをバックに、サンボーンが美し
いメロディを朗々と歌い上げていく。サンボーンの魅力をフィーチャーしつつも、彼の新
たなる表情も上手く引き出している。エリック・クラプトン（g）もゲストとして参加。

名作編曲家のマイケル・ケイメンが、デイヴィッド・サンボーンのために書き
下ろした、壮大なコンチェルト。エリック・クラプトンもゲストとして参加。

アール・クルーの、アコースティックなギター・トリオ・アルバムの第2弾。本作では新
たにオーケストラも加わり、「ゴールドフィンガー」「シンシナティ・キッド」「大いなる
野望」などといった映画の音楽を、クルーのアコースティック・ギターがじっくりと歌
い上げている。トリオのハートフルな演奏、美しい映画音楽のメロディ、そして包み込
むようなオーケストラ・サウンドがひとつになった、温かく、リラックスした名作。

アール・クルーのギター・トリオが、オーケストラとともに、映画音楽の数々
を演奏した、ゴージャスで美しい、傑作アコースティック・ギター・アルバム。



第1弾（50タイトル）
2014年6月25日発売

WPCR-28001~28050

第2弾（50タイトル）
2014年7月23日発売

WPCR-28051~28100

第3弾（25タイトル）
2014年11月12日発売

WPCR-28101~28125

第4弾（25タイトル）
2014年12月10日発売

WPCR-28126~28150

第5弾（25タイトル）
2015年2月25日発売

WPCR-28151~28175

第6弾（25タイトル）
2015年3月25日発売

WPCR-28176~28200

2014年6月にスタートした本シリーズは、
大好評のうちに第8弾をもって完結いたします。
完全限定盤につき、ぜひお早めにお買い求めください。

シリー ズ第1弾～第6弾
全200タイトル・リスト
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WPCR-28248 [QWEST]

パティ・オースティン『君はスペシャル・レイディ』
A君はスペシャル・レイディ／B夜にときめいて／C別れ
の時／D今夜はホット・ラヴ／Eチェンジ・ユア・アティテュー
ド／Fシュート・ザ・ムーン／Gあなただけ／Hファイン・ファ
イン・フェラ／Iスターストラック／J哀しみのエチュード
プロデュース：クインシー・ジョーンズ、ナラダ・マイケル・ウォルデン、デヴィッド・パック、
オリー・E. ブラウン
パティ・オースティン（vo）、ジェリー・ヘイ（tp, fl h）、ラリー・ウィリアムス（sax, synth）、
ネイザン・イースト（b）、グレッグ・フィリンゲインズ（key）、アーニー・ワッツ（sax）、マー
ティ・ペイチ（cond）、ポール・ジャクソン Jr.（g）、ジョン・ロビンソン（ds）、チャック・ド
マニコ（b）、ヴィクター・フェルドマン（key）、マイケル・マクドナルド（key）他
1984年作品

WPCR-28247 [REPRISE]

アル・ジャロウ『ヘヴン・アンド・アース』
Aホワット・ユー・ドゥ・トゥ・ミー／Bイッツ・ノット・ハード・トゥ・ラヴ・
ユー／Cブルー・エンジェル／Dヘヴン・アンド・アース／Eスーパー
ファイン・ラヴ／Fホエンエヴァー・アイ・ヒアー・ユア・ネーム／Gラヴ・
オブ・マイ・ライフ／Hイフ・アイ・ブレーク／Iブルー・イン・グリー
ン（タペストリー）／パート1“ザ・デディケイション”／Jブルー・イン・
グリーン（タペストリー）／パート2“ザ・ダンス”
アル・ジャロウ（vo, arr）、ジェリー・ヘイ、ロビー・ワック（tp）、ダン・ヒギンズ（sax）、ポール・マッ
キャンドレス（oboe）、マイク・マニ、ルイス・キング・ピン・ビアンカニエロ（key, synth）、マイ
ロン・ダヴ（el-b）、ジェフ・チェンバーズ（b）、ヴァーノン・アイス・ブラック、コラド・ラスティッ
チ（g）、ナラダ・マイケル・ウォルデン（ds, perc, arr）、マルチノ・ブラジル（perc）他
1992年作品／カリフォルニア録音

WPCR-28250 [WARNER BROS.]

ランディ・クロフォード『リッチ・アンド・プアー』
A天国の扉／Bエヴリ・カインド・オブ・ピープル／Cラッ
プ・ユー・アップ／Dディス・イズ・ザ・ラヴ／Eセパレート・
ライヴス／Fラヴ・キャン・チェンジ・ザ・ワールド／Gリッ
チ・アンド・プアー／ H シガレット・イン・ザ・レイン／
Iラヴ・イズ／J涙は消えても／Kこの愛に賭けて
ランディ・クロフォード（vo）、ゲイリー・ウォレス（ds）、スティーヴ・ピアース（b）、ジェス・
ベイリー（p, synth）、ヒュー・バーンズ（g）、ヘレン・チャッペル、ケイティ・キスーン、リ
ロイ・オズボーン、ナイジェル・ラッシュ、トニー・ジャクソン（back-vo）、サイモン・ウォ
レス（sax）、クリス・ホワイト（g）、リチャード・ナイルズ（brass-arr）、エリック・クラプ
トン（g）、デイヴィッド・サンボーン（as）他
1989年作品／ロンドン録音

WPCR-28249 [QWEST]

パティ・オースティン『ザ・リアル・ミー』
Aアイ・キャン・クック・トゥ／Bストックホルム・スウィートニン／
C煙が目にしみる／Dトゥルー・ラヴ／Eアラモから／Fいつの頃
からか／Gレイジー・アフタヌーン／Hラヴ・レターズ／I誰にも
奪えぬこの想い／Jムード・インディゴ／Kクライ・ミー・ア・リヴァー
／Lサムワン・イズ・スタンディング・アウトサイド／M春の飛翔
パティ・オースティン（vo 他）、デイヴィッド・ベノワ（key 他）、グレッグ・フィリンゲイ
ンズ（synth）、デヴィッド・パック（cga 他）、ジェリー・ヘイ（tp）、ネイザン・イースト（b）、
パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、アーニー・ワッツ（sax）、ジェフ・ポーカロ（ds）、マイケ
ル・ブレッカー（sax）、マーティ・ペイチ（cond）、アール・クルー（g）、マイケル・マクドナ
ルド（p）、リチャード・ティー（p）、ジェイムス・イングラム（DDA Choiva）、ルーサー・ヴァ
ンドロス（DDA Choiva）他
1988年作品／カリフォルニア録音

WPCR-28004 [ELEKTRA]

リー・リトナー『ＲＩＴ』
A ミスター・ブリーフケース／ B テル・ミー・プリティ・ライズ／
Cノー・シンパシー／Dイズ・イット・ユー／Eドリームウォーク
／ F カウントダウン／ G グッド・クエスチョン／ H スマイリン
／Iオン・ザ・スロウ・グライド／Jノー・シンパシー（リプリーズ）
リー・リトナー（el-g, g, vo, g-synth）、ジェリー・ヘイ（tp, fl h）、チャック・フィンドリー

（tp, fl h）、デイヴィッド・フォスター（key）、ドン・グルーシン（key）、グレッグ・フィリン
ゲインズ（key）、リチャード・ティー（key）、グレッグ・マティソン（key）、エイブラハム・
ラボリエル（b）、ルイス・ジョンソン（b）、ジェフ・ポーカロ（ds）、アレックス・アクーニャ

（ds）、ハーヴィー・メイソン（digital-ds, perc）、スティーヴ・フォアマン（perc）、パウリー
ニョ・ダ・コスタ（perc）、ビル・チャンプリン（vo）、エリック・タッグ（vo） 他

1981年作品／ロサンゼルス、グレンデイル、サンタバーバラ録音

WPCR-28003 [ELEKTRA]

リー・リトナー『キャプテンズ・ジャーニー』
Aキャプテンズ・ジャーニー［パート1：静かな海〜パート２：
嵐］／Bモーニング・グローリー／Cシュガーローフ・エク
スプレス／Dマッチメイカーズ／Eホワット・ドゥ・ユー・
ウォント／Fザッツ・イナフ・フォー・ミー／Gエチュード
リー・リトナー（el-g, g, g-synth）、アーニー・ワッツ（ts, ss）、パトリース・ラッシェン（el-p）、
デイヴィッド・フォスター（p, el-p, rhythm arr）、デイヴ・グルーシン（p, el-p, synth, 
mini-moog, perc）、ドン・グルーシン（p）、エイブラハム・ラボリエル（b）、アンソニー・ジャ
クソン（b）、スティーヴ・ガッド（ds）、スティーヴ・フォアマン（ds, perc）、パウリーニョ・ダ・
コスタ（perc）、ビル・チャンプリン（vo, back-vo, vo arr）、パティ・オースティン（vo）他

1978年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28006 [WARNER BROS.]

ジョージ・ベンソン『トゥワイス・ザ・ラヴ』
Aトゥワイス・ザ・ラヴ／Bスターティング・オール・オー
ヴァー／Cグッド・ハビット／Dエヴリバディ・ダズ・イッ
ト／E誰かの愛を／Fレッツ・ドゥ・イット・アゲイン
／Gステファニー／Hテンダー・ラヴ／Iスティル・マイ・
ベイビー／Jアンティル・ユー・ビリーヴ／Kレット・ゴー
ジョージ・ベンソン（vo, g）、エイブラハム・ラボリエル（b）、マーカス・ミラー（b）、ビル・
チャンプリン（back-vo） 他
プロデュース：トミー・リピューマ、ジェイ・グレイドン、プレストン・グラス、デニス・ラン
バート、ウェイン・ブラスウェイト、デヴィッド・ルイス＆ウェイン・ルイス、バリー・イー
ストモンド
1988年作品

WPCR-28008 [WARNER MUSIC JAPAN]

デヴィッド・T. ウォーカー『ウィズ・ア・スマイル』
Aワッツ・アット・サンライズ／Bアイ・キャン・シー・
クリアリー・ナウ／Cイン・フル・ブルーム／Dドリー
ムス・イン・フライト／Eディレクションズ／Fパワー・
オブ・チョイス／Gウィズ・ア・スマイル／Hレシピ
デヴィッド・T. ウォーカー（g, perc, arr）、オスカー・ブラッシャー

（tp, fl h）、ニール・オダ（synth, perc）、ジェリー・ピーターズ（key）、
スコット・エドワーズ（b）、ジェイムス・ギャドソン（ds）、ジョー・ク
レイトン（perc）、バーバラ・モリソン（vo）

【録音】1987年10月12 〜 21日　ロサンゼルス

WPCR-28010 [ATLANTIC]

ハイラム・ブロック『フロム・オール・サイズ』
A ウィンドウ・ショッピン／ B アンティル・アイ・ドゥ／
Cヘラルド・エンジェルズ／Dリアリー・ウィッシュ・アイ・
クッド・ラヴ・ユー／ E セイ・グッドナイト、グレイシー／
Fファンキー・ブロードウェイ／Gマッド・ドッグ・デイズ
／Hカクタス／Iホエン・ザ・パッション・イズ・プレイド
ハイラム・ブロック（g, el-g, g-synth, key, vo, back- vo, electronics）、
マイケル・ブレッカー（ts）、デイヴィッド・サンボーン（as）、ケニー・カークラン
ド（key, p, back-vo）、デルマー・ブラウン（key, back- vo）、ウィル・リー（b, 
synth, back-vo） 他

【録音】1986年5月〜 8月　ニューヨーク

WPCR-28005 [WARNER BROS.]

ジョージ・ベンソン＆アール・クルー『コラボレーション』
A マウント・エアリー・ロード／ B ミモザ／ C ブ
ラジリアン・ストンプ／Dドリーミン／Eシンス・
ユーアー・ゴーン／ F コラボレーション／ G ジャ
マイカ／Hロミオとジュリエット
ジョージ・ベンソン（el-g）、アール・クルー（ac-g）、ポール・ジャクソン（g）、
グレッグ・フィリンゲインズ（key, synth, synth arr）、マーカス・ミラー

（b, synth arr, rhythm track arr）、ハーヴィー・メイソン（ds）、パウ
リーニョ・ダ・コスタ（perc） 他

【録音】1987年　ニューヨーク

WPCR-28007 [WARNER MUSIC JAPAN]

デヴィッド・Ｔ．ウォーカー『イ・エンス』
A テクトニクス／ B イ・エンス／ C トライワン・
ワールド／Dウォームス・オブ・ザ・サン／Eオー
ヴァースタンディング・アンダースタンディング／
Fプライド・アンド・ディライト／Gユーモア
デヴィッド・T. ウォーカー（g, perc, arr）、オスカー・ ブラッシャー（tp, 
fl h）、ジェリー・ピーターズ（key）、ニール・オダ（synth, el-perc）、スコット・
エドワーズ（b）、ジェイムス・ギャドソン（ds）、ジョー・クレイトン（perc）

【録音】1986年11月17 〜 26日　ロサンゼルス

WPCR-28009 [WARNER BROS.]

ロベン・フォード『トーク・トゥ・ユア・ドーター』
Aトーク・トゥ・ユア・ドーター／Bワイルド・アバ
ウト・ユー／Cヘルプ・ザ・プアー／Dナッシン・バッ
ト・ザ・ブルース／E悪い星の下に／Fガット・オー
ヴァー・イット／Gリヴェレーション／Hゲッタウェ
イ／Iキャント・レット・ハー・ゴー
ロベン・フォード（g, vo, arr）、ロスコー・ベック（four & six st-b, vo）、ヴィニー・カ
リウタ（ds）、ラッセル・フェランテ（YAMAHA GS-1, synth, p）、ヴィンス・デンハム

（saxF）、ブランドン・フィールズ（saxB）、マーク・フォード（hcaFI）、ブライアン・マ
ン（synthC）、ビル・ペイン（add synthI）、ジェフ・ポーカロ（dsF）

1988年作品／カリフォルニア＆ニューヨーク録音

エリック・タッグのヴォーカルをフィーチャーした、AOR 感覚溢れ
る大ヒット作。全米15位を記録した「イズ・イット・ユー」を収録。

フュージョン・ギタリストとしてだけではなく、サウンド・クリエイター
としてのリー・リトナーの才能が開花した名作。代表曲も数多く収録。

トミー・リピューマをはじめ、豪華プロデューサー陣と制作されたヒット作。
カーティス・メイフィールドの「レッツ・ドゥ・イット・アゲイン」も話題に。

日本制作による、シルク・タッチのギター・ワークが楽しめる名作。ジョニー・
ナッシュの「アイ・キャン・シー・クリアリー・ナウ」のカヴァーも話題に。

ロック・テイスト溢れるギター・ソロはもちろん、ハイラム自身のヴォー
カルもフィーチャーされた、ワイルドでエネルギッシュな86年作品。

ベンソンと、かつて彼のグループのセカンド・ギタリストだったクルーとの再
会盤。二人のメロディアスなギター・アンサンブルがフィーチャーされた名作。

日本制作による作品。ジェイムス・ギャドソン、ジェリー・ピーターズら、気心
の知れた仲間たちと共に、温かく、繊細なギター・プレイが堪能できる作品。

ルーツともいうべきブルースに回帰し、古いブルース曲やオリジナル・ブルー
スなどを心ゆくまで歌い、ギターを弾きまくった、ブルース・アルバムの逸品。

フュージョンと AOR が最も美しく出会った、81年の名作。デイヴィッド・フォスターと
ハーヴィー・メイソンがリトナーとともにプロデュースを担当し、前半がエリック・タッ
グのヴォーカルをフィーチャーした AOR 色の強いサウンド、そして後半がポップなイ
ンストゥルメンタル・サウンドとなっている。音楽センス溢れる上質のサウンドは、今聴
いてもすごくカッコいい。「イズ・イット・ユー」は、全米ポップ・チャートの15位を記録。

フュージョン・ギタリストとしてだけではなく、サウンド・クリエイターとしてのリト
ナーの才能も開花した、78年リリースの名作。リトナー自身とデイヴ・グルーシンがプ
ロデュースを手がけ、彼の卓越したギター・プレイと、緻密にアレンジされたサウンド
が見事に融合している。参加メンバーも豪華で、「シュガーローフ・エクスプレス」、「モー
ニング・グローリー」、「マッチメイカーズ」など、彼の代表曲も数多く収録されている。

ベンソン自身のプロデュースに加え、プレストン・グラス、ジェイ・グレイドン、バリー・
イーストモンド、デニス・ランバートなどといった豪華プロデューサー陣と制作され
たヒット作。ゴージャスなサウンドに乗せて、ベンソンのヴォーカルとギター・ソロが
大きくフィーチャーされた、上質のポップ・アルバムになっている。カーティス・メイ
フィールドの名曲「レッツ・ドゥ・イット・アゲイン」のカヴァーも話題に。

史上最も多くの作品に参加したといわれている、スーパー・セッション・ギタリスト、
デヴィッド・T. ウォーカーの日本制作によるアルバム。彼の歌心溢れる、まるでシルク
のように繊細なタッチのギター・ワークがたっぷり楽しめる。ジェイムス・ギャドソン、
ジェリー・ピーターズなど、気心の知れた仲間たちとのセッションが楽しい。ジョニー・
ナッシュの「アイ・キャン・シー・クリアリー・ナウ」のカヴァーも話題を呼んだ。

24丁目バンドやデイヴィッド・サンボーン・グループなどで、ロック・フィーリング溢れ
る、ワイルドなプレイを聴かせて高い人気を誇っていたハイラムの、アトランティック
からの第1弾。ウィル・リー、デイヴィッド・サンボーン、マイケル・ブレッカー、ケニー・カー
クランドなどと共に、ロック・スピリットを感じさせるギター・ソロはもちろん、自身の
ヴォーカルもフィーチャーした、ワイルドでエネルギッシュなサウンドを聴かせている。

70年代中盤、ベンソン・バンドのセカンド・ギタリストだったクルーが、久々に“師匠”と
共演した87年の作品。ベンソン・グループ脱退後、アコースティック・ギターによるフュー
ジョン・サウンドで独自の世界を作り上げたクルーと、その成長ぶりを喜んでいるかの
ようなベンソンの温かいギター・サウンドのアンサンブルが耳に心地よい。ブラック・
コンテンポラリー的なサウンドを巧みに取り入れたアプローチも話題を呼んだ。

R&B、ポップスなど、あらゆるジャンルのアーティストの膨大な数の作品に参加し、ま
るで歌うようにギターを奏でていた、史上最高のセッション・ギタリスト、デヴィッド・
T. ウォーカーの日本制作による作品。ジェイムス・ギャドソン、ジェリー・ピーターズ、
スコット・エドワーズら、気心の知れたミュージシャン仲間たちと共に、オリジナル曲
を中心に、温かく繊細なギター・プレイが堪能できるフュージョン・ギターの名作だ。

ソロ・アーティストとして、またイエロージャケッツなどでも活躍していたスーパー・ギ
タリストが、彼のルーツともいうべきブルースに回帰した、88年の作品。西海岸の名う
てのミュージシャンたちによるグルーヴィーなサウンドをバックに、彼のヴォーカルと
ブルース・フィーリング溢れるギター・ソロをたっぷりとフィーチャーした、モダン・ブルー
ス・アルバムであり、ジャズ／フュージョンのテイストも感じさせる力作となっている。

WPCR-28002 [WARNER BROS.]

ラリー・カールトン『ストライクス・トワイス』
Aストライクス・トワイス／ B僕のハートエイク
／ C ミッドナイト・ パレード／ D マジシャン／
E スプリングヴィル／ F マルベリー・ストリート
／Gイン・マイ・ブラッド／Hただ愛のために
ラリー・カールトン（g, g-synth, vo）、ロバート“ポップス”ポップウェル（b）、グ
レッグ・マティソン（key）、ドン・フリーマン（key）、ブライアン・マン（key）、テ
リー・トロッター（key）、ジョン・フェラーロ（ds）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）

1980年作品／ハリウッド録音

WPCR-28001 [WARNER BROS.]

ラリー・カールトン『夜の彷徨（さまよい）』
Aルーム335／B彼女はミステリー／Cナイト・ク
ロウラー／Dポイント・イット・アップ／Eリオのサ
ンバ／F恋のあやまち／G希望の光／H昨日の夢
ラリー・カールトン（g, vo, arr）、グレッグ・マティソン（key）、エイ
ブラハム・ラボリエル（b）、ジェフ・ポーカロ（ds）、パウリーニョ・ダ・
コスタ（perc）、ウィリアム・D. スミス（back-vo, arr）、ジェラルド・
ヴィンチ（concertmaster）

1978年作品／ハリウッド録音

クインシー・ジョーンズの秘蔵っ子と呼ばれた実力派女性シンガーが、クインシー
をはじめとする豪華プロデュース陣と作り上げた傑作ヴォーカル・アルバム。

圧倒的な歌唱力を持つ天才シンガーが、大物プロデューサーのナラダ・
マイケル・ウォルデンと作り上げた、R&Bテイスト溢れるポップな名作。

「ストリート・ライフ」の大ヒットで知られる女性シンガーの89年作。映
画『リーサル・ウェポン2』の主題歌としてヒットした「天国の扉」も収録。

ワーナー・ブラザーズにおける2作目。前作『夜の彷徨（さまよい）』をさ
らに発展させた、躍動的でドライヴ感溢れるギター・サウンドを展開。

クインシー・ジョーンズの秘蔵っ子といわれる女性シンガーが、古き佳き
アメリカの楽曲をじっくりと歌い上げた、ヴォーカル・アルバムの名作。

70年代後半、日本に大ブームを巻き起こしたフュージョン・ギターの
名作中の名作。「ルーム335」はフュージョン・ギターの代表曲となった。

クインシー・ジョーンズの秘蔵っ子と呼ばれた実力派女性シンガーが、84年にリリース
した作品。クインシー、ナラダ・マイケル・ウォルデン、デヴィッド・パック、クリフ・マグ
ネスなどがプロデュースを手がけ、ネイザン・イースト（b）、グレッグ・フィリンゲイン
ズ（key）、アーニー・ワッツ（sax）、ポール・ジャクソン Jr.（g）なども参加したゴージャ
スなサウンドをバックに、抜群の歌唱力によるスケールの大きな歌声を聴かせている。

ヴォイス・パーカッションの元祖ともいうべき天才シンガーの、92年作品。数多くのヒッ
トを生み出したスーパー・プロデューサーのナラダ・マイケル・ウォルデンを起用し、
R&B フィーリング溢れるサウンドを展開している。ジャロウの天才的な表現力を持つ
歌声と、ナラダのダンサブルなアプローチが見事に融合した、極上のヴォーカル・アル
バムだ。マイルス・デイヴィスの「ブルー・イン・グリーン」のジャジーなカヴァーも秀逸。

「ストリート・ライフ」の大ヒットで知られる女性シンガーのヒット作。R&B フィー
リング溢れるサウンドに乗せて、表現力豊かなヴォーカルをじっくりと聴かせてくれ
ている。映画『リーサル・ウェポン2』の主題歌としても使われ、エリック・クラプトン（g）
やデイヴィッド・サンボーン（sax）も参加した、ボブ・ディランの「天国の扉」のカヴァー・
ヴァージョンや、L.A. リード & ベイビーフェイスの「涙は消えても」も収録。

80年にリリースされた、ワーナー・ブラザーズにおける2作目。クルセイダーズの僚友
ロバート“ポップス”ポップウェルをはじめとして、グレッグ・マティソン、ジョン・フェ
ラーロという、当時の彼のグループのメンバーを中心に、前作『夜の彷徨』をさらに発
展させた、躍動的でドライヴ感溢れるサウンドが展開されている。ギター・ソロの切れ
味の良さは相変わらずで、タイトル曲はその後彼のライヴの人気曲となった。

クインシー・ジョーンズ、デイヴ・グルーシンなどをはじめとする錚々たるプロデュー
サーたちから絶大な信頼を得てきた実力派女性シンガー、パティの88年作品。デヴィッ
ド・パックのプロデュースのもと、ミュージカルの主題歌、スタンダード・ナンバー、プ
ラターズやミルス・ブラザーズのヒット曲など、彼女が若い頃に好きだった歌を、独自
の解釈でカヴァーしている。彼女の豊かな表現力と確かな歌唱力が楽しめる快作だ。

78年、クルセイダーズを脱退してソロ・アーティストとして活動を始めたカールトンが
発表したフュージョン・ギターの傑作。ロック・フィーリング溢れるエネルギッシュなサ
ウンドと、ジャズやブルースの要素も巧みに取り入れた流れるようなフレージングは、
音楽シーンに大きな衝撃を与え、当時のギター少年のあこがれの的となった。その歌心
溢れるギター・ソロが魅力的な「ルーム335」は、フュージョン・ギター史に残る大名曲。
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WPCR-28012� [GRAMAVISION]

ジョン・スコフィールド『スティル・ウォーム』
Aテクノ／Bスティル・ウォーム／Cハイ・アンド・
マイティ／Dプロトコル／Eルール・オブ・サム／
Fピックス・アンド・パンズ／Gギル B643
ジョン・スコフィールド（g）、ドン・グロルニック（key）、ダリル・ジョー
ンズ（b）、オマー・ハキム（ds, el-perc）

【録音】1985年6月24 〜 27日　ニューヨーク

WPCR-28020� [WARNER BROS.]

デイヴィッド・サンボーン『流麗なる誓い』
A月に告げる想い／Bベンジャミン／C見知ら
ぬ人の腕に／D心の湖／E黙示録／F嘲笑／
Gモーニング・サルサ／Hエジプト王の伝説
デイヴィッド・サンボーン（as, sopranino, lyricon, voC）、ロザリンダ・デレ
オン（key）、デイル・オーラー（el-pB）、ハイラム・ブロック（g, voAF）、マーク・
イーガン（b）、ヴィクター・ルイス（ds）、ジュマ・サントス（perc）、ラニ・グローヴ
ス（vo）、キャット・マッコード（vo）、クリスティーン・フェイス（vo）、ハミッシュ・
スチュワート（vo）

1977年作品／フロリダ州マイアミ録音

WPCR-28011� [GRAMAVISION]

ジョン・スコフィールド『エレクトリック・アウトレット』
Aジャスト・マイ・ラック／Bビッグ・ブレイク／
Cベスト・ウエスタン／Dピック・ヒッツ／Eフィ
リバスター／ F サンクス・アゲイン／ G キング・
フォー・ア・デイ／Hフォーン・ホーム
ジョン・スコフィールド（g, DMX-b）、レイ・アンダーソン（tb）、デイ
ヴィッド・サンボーン（as）、ピート・レヴィン（synth）、スティーヴ・
ジョーダン（ds）

【録音】1984年4月〜 5月　ニューヨーク

WPCR-28019� [ELEKTRA]

スタンリー・タレンタイン『インフレイション』
A インフレイション／ B シャフト の テーマ／
Cソング・フォー・ダニー／Dクローサー／Eイズ・
イット・ユー／Fデジャ・ヴ／Gドント・ミスアン
ダースタンド／Hガーナ
スタンリー・タレンタイン（ts）、ジェイムズ・バフィントン（frh）、ポー
ル・フォーリス（tb）、シダー・ウォルトン（p）、ジェイ・バーリナー（g, 
el-g）、ジョー・ベック（el-gBD-H）、ジョージ・デュヴィヴィエ（bE-
H）、マーカス・ミラー（el-bA-D）、バディ・ウィリアムス（ds） 他

【録音】1980年2月、3月　ニューヨーク

WPCR-28014� [ATLANTIC]

マイク・スターン『タイム・イン・プレイス』
Aゴシップ／Bタイム・イン・プレイス／Cビフォ
ア・ユー・ゴー／Dノー・ノーティス／Eアフター・
オール／Fフォー・シェイズ／Gクロマゾーン
マイク・スターン（g）、ボブ・バーグ（ss, ts）、マイケル・ブレッカー

（ts）、ジム・ベアード（key）、ドン・グロルニック（org）、ジェフ・アン
ドリュース（el-b, fretless-b）、ピーター・アースキン（ds）、ドン・ア
ライアス（perc）

【録音】1987年12月　ニューヨーク

WPCR-28022� [WARNER BROS.]

デイヴィッド・サンボーン『夢魔』
A夢魔へ／Bあなたのシルエット／Cウェイク・
ミー／Dワン・イン・ア・ミリオン／Eラン・フォー・
カヴァー／ F オール・アイ・ニード・イズ・ユー／
G愛をこめて
デイヴィッド・サンボーン（as, saxello, el-p）、マイケル・コリーナ（synth）、トム・
スコット（fl, ts）、バジー・フェイトン（el-g, g）、マーカス・ミラー（b, moog-b, 
ds, p, el-p, el-g, synth, bells）、スティーヴ・ガッド（ds）、ラルフ・マクドナル
ド（perc）、レイ・バーダニ（gong）、パティ・オースティン（back-vo） 他

【録音】1980年　ロサンゼルス

WPCR-28016� [ELEKTRA]

グローヴァー・ワシントン Jr.『ワインライト』
A ワインライト／ B レット・イット・フロウ／
Cイン・ザ・ネーム・オブ・ラヴ／Dテイク・ミー・ゼ
ア／Eクリスタルの恋人たち／Fメイク・ミー・ア・
メモリー
グローヴァー・ワシントン Jr.（ss, as, ts）、エリック・ゲイル（el-g）、ポール・
グリフィン（key）、リチャード・ティー（key）、レイモンド・チュー（clavinet）、
マーカス・ミラー（el-b）、スティーヴ・ガッド（ds）、ロバート・グリーニッジ（steel 
ds）、エド・ウォルシュ（synth）、ビル・イートン（synth）、ラルフ・マクドナルド

（cong, perc, syndrums）、ビル・ウィザース（vo） 他
【録音】1980年6月〜 7月　ニューヨーク

WPCR-28024� [WARNER BROS.]

デオダート『ラヴ・アイランド』
A エリア・コード808／ B ウィッスル・バンプ／
Cタヒチ・ハット／Dサン・ファン・サンセット／
Eラヴ・アイランド／F神のみもとに／Gパイン
のコーラ／HA列車で行こう
デオダート（key, synth, p, perc, cga, whistle, vo, arr, cond）、ラリー・
カールトン（g, el-g）、アル・マッケイ（g）、ジョン・トロペイ（g）、レイ・ゴメス（g）、
ジョージ・ベンソン（g）、ロバート・ポップウェル（b）、ヴァーダイン・ホワイト（b）、
ゴードン・エドワーズ（b）、ハーヴィー・メイソン（ds）、フレディ・ホワイト（ds）、
フィリップ・ベイリー（perc）、ランディ・ブレッカー（tp） 他
1978年作品／ニューヨーク、カリフォルニア録音

WPCR-28018� [QWEST]

アーニー・ワッツ『炎の走者』
A「炎のランナー」のテーマ（ダンス・ヴァージョン）／
Bホールド・オン／Cレディ／Dジゴロ／Eヴァル
デス・イン・ザ・カントリー／Fエイブラハムのテーマ
／Gファイヴ・サークルズ／H「炎のランナー」のテー
マ／（スロー・ヴァージョン）
アーニー・ワッツ（as, ts）、ジェリー・ヘイ（tp）、ドン・グルーシン（el-p, synth）、グレッグ・
フィリンゲインズ（synth, b）、リチャード・ティー（el-p）、マイケル・オマーティアン（p）、
カルロス・リオス（g）、スティーヴ・ルカサー（g）、ジョン・ロビンソン（ds）、パウリーニョ・
ダ・コスタ（perc）、ジェイムス・イングラム（YAMAHA Portasound, vo）、フィリップ・
イングラム（vo）、ハワード・ヒューイット（vo） 他

【録音】1981年10月19日〜 31日　ロサンゼルス

WPCR-28026� [ELEKTRA]

ジョージ・デューク『シーフ・イン・ザ・ナイト』
Aアイ・サレンダー／Bシーフ・イン・ザ・ナイト／
Cリメンバリング・ザ・60’s／Dウィア・サポーズ
ド・トゥ・ハヴ・ファン／Eライド／Fラヴ・ミッショ
ン／Gジャム／Hホワイ／Iラ・ラ
ジョージ・デューク（voA-FI, pAC）、ポール・ジャクソン Jr.（gA-FHI）、
ルイス・ジョンソン（bAD）、スティーヴ・フェローン（dsADH）、パウリーニョ・ダ・
コスタ（percABFGI）、ジョン・フィオーレ（voH, back-voH）、リン・デイ
ヴィス（back-voB-DFGI）、ロバート・ブルッキンズ（back-voCDG）、デ
ニース・ウィリアムス（back-voFI）、ハワード・ヒューイット（back-voI） 他
1985年作品／ハリウッド録音

WPCR-28013� [ATLANTIC]

マイク・スターン『アップサイド・ダウンサイド』
Aアップサイド・ダウンサイド／Bリトル・シュー
ズ／Cグッドバイ・アゲイン／Dムード・スウィン
グス／Eアフター・ユー／Fスカッフル
マイク・スターン（g）、デイヴィッド・サンボーン（as）、ボブ・バーグ

（ts）、マーク・イーガン（b）、ジェフ・アンドリュース（b）、ジャコ・パス
トリアス（b）、デイヴ・ウェックル（ds）、スティーヴ・ジョーダン（ds）、
ミッチェル・フォアマン（p, synth）、レナード・ドック・ギブス（perc）

【録音】1986年3月、4月　ニューヨーク

WPCR-28021� [WARNER BROS.]

デイヴィッド・サンボーン『ハイダウェイ』
Aハイダウェイ／Bカーリーへ捧ぐ／Cエニシ
ング・ユー・ウォント／Dセダクション（愛のテーマ）
／Eリサ／Fイフ・ユー・ウッド・ビー・マイン／
Gクリーパー／Hアゲイン・アン・アゲイン
デイヴィッド・サンボーン（ss, as, ts, el-p, org）、ドン・グロルニック（clavinet, el-p, p）、
ポール・シェイファー（el-p）、ロブ・マウンジー（el-p）、マイケル・コリーナ（synth）、ハイラ
ム・ブロック（el-g）、デヴィッド・スピノザ（el-g, g）、ワディ・ワヒテル（el-g）、ダニー・コー
チマー（el-g）、ジェフ・ミロノフ（g）、ニール・ジェイソン（b）、マーカス・ミラー（b）、ジョン・
エヴァンス（b）、スティーヴ・ガッド（ds）、リック・マロッタ（ds）、バディ・ウィリアムス（ds）、
ラルフ・マクドナルド（perc）、マイク・マイニエリ（el-vib）、レイ・バーダニ（perc） 他
1980年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28015� [ATLANTIC]

ポール・ジャクソン Jr.『アイ・ケイム・トゥ・プレイ』
Aアイ・ケイム・トゥ・プレイ／Bマイ・ラヴズ・フォー・リ
アル／ C モーニング・ジョイ／ D パーソナル・タッチ／
Eロスト・アンド・ネヴァー・ファウンド／Fトゥ・ザ・カー
ブ／Gレッツ・ウェイト・アホワイル／Hストレイト・フ
ロム・ザ・ハート／Iグレート・イズ・ザイ・フェイスフルネス
ポール・ジャクソン Jr.（lead vo, all instruments, g）、ジョージ・デューク（p）、ロビー・
ブキャナン（key）、コーネリアス・ミムズ（rhythm arr, key, g, ds, b, back-vo）、エ
イブラハム・ラボリエル（b）、ジェラルド・アルブライト（sax）、トム・スコット（sax）、フ
レディ・ワシントン（b）、ハーヴィー・メイソン（ds）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、オ
ブライアン・バーネット（lead-vo） 他
1988年作品／ロサンゼルス、シャーマンオークス、ハリウッド録音

WPCR-28023� [WARNER BROS.]

ボブ・ジェームス／デイヴィッド・サンボーン『ダブル・ヴィジョン』
Aマプート／Bモア・ザン・フレンズ／Cムーン・
チューン／Dシンス・アイ・フェル・フォー・ユー／
Eイッツ・ユー／Fネヴァー・イナフ／Gユー・ド
ント・ノウ・ミー
デイヴィッド・サンボーン（sax）、ボブ・ジェームス（key, synth）、
ポール・ジャクソン Jr.（g）、エリック・ゲイル（gDG）、マーカス・ミ
ラー（b）、スティーヴ・ガッド（ds）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、
アル・ジャロウ（voD）
1986年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28017� [ELEKTRA]

グローヴァー・ワシントン Jr.『訪れ』
Aキャン・ユー・ディグ・イット／B訪れ／C瞳の
なかに／D過ぎし日におわかれ／Eミクスティ・
モーションズ／ F ブラジリアン・メモリーズ／�
Gアイル・ビー・ウィズ・ユー／Hキャシーのテーマ
グローヴァー・ワシントン Jr.（ss, as, ts）、エリック・ゲイル（g）、リー・リトナー

（g）、リチャード・ティー（el-g, cl, key）、マーカス・ミラー（b）、エイブラハム・ラ
ボリエル（b）、ハーヴィー・メイソン（ds）、ラルフ・マクドナルド（perc）、パティ・
ラベル（vo, back-vo）、ボビー・マクファーリン（vo, back-vo）他

1982年作品／ニューヨーク、ロサンゼルス、フィラデルフィア録音

WPCR-28025� [WARNER BROS.]

デオダート『ナイツ・オブ・ファンタジー』
A スペース・ダスト〜シャーロック／ B シャザム
／Cバッハマニア［1）主よ、人の望みの喜びよ〜2）
恋は水色〜3）ウィッスル・バンプ］／Dナイツ・オ
ブ・ファンタジー／Eラヴリー・レディー
デオダート（key）、ルー・マリニ（fl）、ジェフ・レイトン（g）、レイ・ゴメス

（g）、ジョン・トロペイ（g）、クリフ・モリス（g）、ニール・ジェイソン（b）、フ
ランシスコ・センテーノ（b）、ジョン・サッスウェル（ds）、ルーベンス・バッ
シーニ（cga, bgo, perc）、クラッシャー・ベネット（cga, perc） 他
1979年作品／ニューヨーク、フィラデルフィア録音

オマー・ハキムとダリル・ジョーンズという重量級リズム・セクションを
バックに、アグレッシヴにギターを弾きまくる、ギター・ファン絶賛の力作。

カーメン・マクレエやマリーナ・ショウなども手がけているデイル・オーラー
のプロデュースで、当時のレギュラー・バンドでレコーディングされた作品。

スティーヴ・ジョーダン、デイヴィッド・サンボーンらとともに、ファンキー
でアグレッシヴなサウンドを展開した注目作。名曲「フィリバスター」収録。

ウェイド・マーカスのアレンジによるオーケストラをバックに、アイザッ
ク・ヘイズの「シャフトのテーマ」などをファンキーなテナーでブロウ。

スティーヴ・カーンのプロデュースで、マイケル・ブレッカー、ボブ・バー
グ、ジム・ベアードらとアグレッシヴなプレイを展開した、88年の力作。

その後の名パートナーとなるマーカス・ミラーが本格参加し、サンボーン・サウ
ンドの基本スタイルが完成した、81年の名作。エモーショナルなアルトが炸裂。

全米5位を記録し、グラミー賞も受賞、メロウなサウンドでスムース・ジャ
ズの原点となった歴史的傑作。大ヒット曲「クリスタルの恋人たち」も収録。

トミー・リピューマとの共同プロデュースで、アース・ウィンド＆ファイアーのメンバー
や、ラリー・カールトン、ハーヴィー・メイソンなどが参加した、ポップでハッピーな作品。

クインシー・ジョーンズのプロデュースで、ヴァンゲリスの「炎のランナー」
のダンス・ヴァージョンなど、ゴージャスなサックス・ソロを聴かせる力作。

ルイス・ジョンソン、ポール・ジャクソン Jr.、スティーヴ・フェローンな
どの仲間たちと共に、自身のヴォーカルをフィーチャーしたポップな名作。

ソロ・アーティストとして本格的に活動を開始した第1作。ハードに
弾きまくるギター・ソロが熱い。1曲にジャコ・パストリアスも参加。

深くかかったエコー、多重録音によるサックス・セクションなど、サックス
の新たなる表現方法を開拓し、ゴールド・ディスクを獲得した、歴史的名作。

膨大な数のアーティストをサポートしてきた超売れっ子セッション・ギタリ
ストの初リーダー作。ファンキーでブルージーなギター・ソロをフィーチャー。

フュージョン界の二人の巨人の共演により、上質で洗練された、歌心溢
れるサウンドを展開した名作。マーカス・ミラーの名曲「マプート」も収録。

マーカス・ミラー、リチャード・ティー、エリック・ゲイルらも参加し、ソフィ
スティケイトされたサックス・ソロを聴かせる、82年のヒット作品。

フュージョン、ブラジル音楽、ディスコ・ミュージック、ポップスなど、様々な
音楽を融合し、ゴージャスでダンサブルなサウンドを展開した渾身の一作。

日本初 CD 化

ジョン・スコフィールドが多くのギター・ファンから注目を集めるようになるきっかけ
となった、86年の力作。オマー・ハキムとダリル・ジョーンズという、ファンキーかつ重
量級のリズム・セクションをバックに、アグレッシヴに、そしてエネルギッシュにギター
を弾きまくるスタイルは、新しいタイプのギタリストの台頭として、音楽シーンに大き
な衝撃を与えた。特に「プロトコル」は名曲・名演としてファンの間で人気が高い。

フュージョン・サックス界の巨人、デイヴィッド・サンボーンが、“デイヴィッド・サンボー
ン・バンド”名義で制作した、77年作品。カーメン・マクレエやドリー・パートンなども
手がけているデイル・オーラーのプロデュースで、ハイラム・ブロック、マーク・イーガン、
ヴィクター・ルイスなどと共に、エモーショナルなアルト・ソロと、躍動感溢れるフュー
ジョン・サウンドを展開している。2曲でハイラムのヴォーカルもフィーチャー。

マイルス・デイヴィス・グループで注目を集めた彼が、ファンク・テイストとコンテン
ポラリー・ジャズを融合させた独自のサウンドを展開し始めた84年作品。スティーヴ・
ジョーダンのドラムと、自身のプログラムによるベース、そしてデイヴィッド・サンボー
ンとレイ・アンダーソンという2管編成で、ブルース志向がダイレクトに表れた「キン
グ・フォー・ア・デイ」や、ファンの間で評判の高い名曲「フィリバスター」などを収録。

60年代からファンキーでワイルドなソロで高い人気を誇っていたテナー・サックス
奏者の、80年作品。マリーナ・ショウ、ボビー・ハンフリー、ドナルド・バード、スティー
ヴィー・ワンダー、テイスト・オブ・ハニーなどを手掛けたウェイド・マーカスのアレン
ジによるオーケストラをバックに、豪快で歌心溢れるソロを展開。アイザック・ヘイズ
の「シャフトのテーマ」、ジョニー・ナッシュの「クローサー」のカヴァーなども話題に。

ギタリストであるスティーヴ・カーンがプロデュースを手掛けた、88年の作品。マイケ
ル・ブレッカー、ボブ・バーグ、ジム・ベアード、ピーター・アースキンなどといった仲間
たちと共に、ワイルドなプレイを展開し、ギター・ファンから大きな注目を集めた。独
特の感性による、緻密に練り上げられた、しかしエネルギッシュな楽曲と、熱くなった
ら止まらないようなアグレッシヴなギター・ソロは、彼独自のスタイルだといえる。

『ハイダウェイ』で画期的なサウンドを聴かせたマイケル・コリーナ = レイ・バーダニの
プロデューサー・コンビに加え、新たにマーカス・ミラーをフィーチャーし、後のサンボー
ン・サウンドの基本スタイルが完成した名作。マーカスは4曲を提供し、ベース、ドラム、
キーボード、ギターもプレイし、大活躍。その上でサンボーンのアルトがエモーショナ
ルに歌い上げ、彼らでしか作ることのできないサウンドを見事に作り上げている。

グローヴァー最大のヒット作であり、後のスムース・ジャズの原点にもなった、80年のエ
ポック・メイキングな作品。まるで歌もののようなポップなアレンジをバックにサックス
でメロディを歌うというアプローチは、当時としては画期的で、全米5位を記録し、グラ
ミー賞“ベスト・ジャズ・フュージョン・パフォーマンス”も受賞した。ビル・ウィザースの
ヴォーカルをフィーチャーした「クリスタルの恋人たち」も全米2位の大ヒットを記録。

ブラジル出身の名アレンジャーによる、78年リリースのヒット作であり、自身の転機と
なった作品。トミー・リピューマとの共同プロデュースによって制作され、アース・ウィン
ド＆ファイアーのメンバーや、ラリー・カールトン、ハーヴィー・メイソンといったフュージョ
ン・シーンの人気ミュージシャンが参加している。それまでのブラジル色やクラシック色
は残しつつも、よりポップでメロウなディスコ・サウンドが、ハッピーに展開されている。

かつてリー・リトナー率いる“ジェントル・ソウツ”のメンバーとして、日本でも高い人
気を誇っていたサックス奏者が、クインシー・ジョーンズのプロデュースにより制作
したヒット作。クインシー・ファミリーのミュージシャンたちが大挙バックアップし、ヴァ
ンゲリスの「炎のランナー」のダンス・ヴァージョンをはじめとして、クインシーなら
ではのゴージャスなサウンドと、ワッツの豪快なサックスが絶妙にフィットしている。

名キーボード奏者／プロデューサーのエレクトラからの第1弾。ルイス・ジョンソン、ポー
ル・ジャクソン Jr.、スティーヴ・フェローンなどといった、彼のファミリーともいうべ
きミュージシャンたちと共に、自身のヴォーカルもフィーチャーしたポップでダンサ
ブルなサウンドが展開されている。デニース・ウィリアムス、ハワード・ヒューイットなど、
コーラス陣も豪華。「リメンバリング・ザ・60’s」は、スティーヴィー・ワンダーとの共作。

マイク・スターンがソロ・アーティストとして本格的に活動を開始した、86年の作品。
ボブ・バーグ、デイヴィッド・サンボーン、デイヴ・ウェックルなどといった彼のセッショ
ン仲間たちと共に、独特のメロディ感覚を持った楽曲と、熱くハードに弾きまくるギ
ター・スタイルという彼の音楽性が、このアルバムですでに確立されている。また1曲
だけだが、最後期のジャコ・パストリアスのプレイが聴けるというのも貴重だ。

80年にリリースされ、リーダー作としては初めてゴールド・ディスクを獲得した彼の出世
作。スタジオ仲間だったマイケル・コリーナとレイ・バーダニがプロデュースを手掛け、深
くかかったエコー、サンボーン自身の多重録音によるサックス・セクションなどといった、
実験的な要素も積極的に取り入れ、結果的に、とてもオリジナリティにあふれた、それま
でのフュージョン作品にはなかった音世界をクリエイトすることに見事に成功している。

セッション・ギタリストとして膨大な数のアルバムに参加し、センスのいいプレイと歯
切れのいいカッティングで様々なアーティストを支えてきたジャクソンの初リーダー作。
それまではリズム・ギターの名手として知られていた彼だが、ここではウェス・モンゴ
メリーやジョージ・ベンソンにも通じるファンキーでブルージーなギター・ソロを聴か
せ、ソロイストとしても優れた実力の持ち主であるということをファンに印象付けた。

86年リリースの、フュージョン界の大物2人の共演作。リラックスした雰囲気の中、
ジェームスの洗練されたアレンジ・センスが見事に発揮されており、その上で歌心満
点のソロを聴かせるサンボーンのアルトも、とても魅力的だ。アル・ジャロウがゲスト・
ヴォーカルとして参加し、マーカス・ミラー、スティーヴ・ガッド、エリック・ゲイルといっ
た名手たちのツボを押さえたプレイも絶品。マーカス作曲による「マプート」は名曲だ。

グローヴァー自身やラルフ・マクドナルドらがプロデュースを手掛け、マーカス・ミラー、
リチャード・ティー、エリック・ゲイルなどが参加し、大ヒット・アルバム『ワインライト』
の方向性ををさらに発展させた82年の作品。ソフィスティケイトされた、メロディア
スなサックス・ソロを聴かせてくれている。パティ・ラベルをフィーチャーした「訪れ」
や、ボビー・マクファーリンをフィーチャーした「過ぎし日におわかれ」も収録。

ブラジルを代表する名アレンジャーが、フュージョン、ブラジル音楽、ディスコ・ミュー
ジック、ポップスなど、様々な音楽を卓越したセンスで融合して、ゴージャスでダンサ
ブルなサウンドをクリエイトした79年のヒット・アルバム。バッハの「主よ、人の望み
の喜びよ」、ポール・モーリアでおなじみの「恋は水色」、そしてオリジナル曲「ウィッス
ル・バンプ」をディスコ・サウンドに料理したメドレー「バッハマニア」は圧巻。
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WPCR-28028� [WARNER BROS.]

ジェフ・ローバー『プライヴェイト・パッション』
Aファクツ・オブ・ラヴ／Bトゥルー・コンフェッション
ズ／Cジャマイカ／Dバック・イン・ラヴ／Eクリスティ
ン／Fプライヴェイト・パッション／G砂の城／Hキー
プ・オン・ラヴィン・ハー／Iミッドナイト・スナック
ジェフ・ ローバー（synth, programming, g）、 カール・ スターケン（synth, 
programming, g）、ロビー・ブキャナン（synth, programming）、ラリー・カールトン

（g）、ダン・ハフ（g）、バジー・フェイトン（g）、ジョージ・ハワード（ss）、フレディ・ハバード
（flh）、ブロック・ウォルシュ（ds programming）、キャリン・ホワイト（vo, back-vo）、
マイケル・ジェフリーズ（vo, back-vo）、エヴァン・ロジャース（back-vo）、バニー・フ
ル（back-vo）
1986年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28036� [WARNER BROS.]

アイアート・モレイラ『アイム・ファイン、ハウ・アー・ユー？』
Aアイム・ファイン、ハウ・アー・ユー？／Bメニ・デヴォ
ル／Cラ・トゥンバドーラ／Dハッピー・ピープル：彼の
名はサンバ／Eザ・ロード・イズ・ハード／Fラ・クンビア・
デ・アンドレス／Gセレブレーション・スイート／H誕生
アイアート・モレイラ（perc, back-voDG , arrADG）、ローディル・デ・オリヴェイラ

（percDG）、マノロ・バドレナ（percC）、ウーゴ・ファトルーソ（key, back-voDG, arr）、バ
イロン・ミラー（bA-DF-H）、エイブラハム・ラボリエル（bE）、ジャコ・パストリアス（el-bH）、
トム・スコット（saxAE, flAE）、ラウル・ジ・スーザ（tbDG）、チャールス（イカルス）ジョンソ
ン（g）、オスカー・カストロ・ネヴィス（gDG）、ルーベン・ラダ（voBC）、フローラ・プリム（voE, 
back-voDG, arrE）、アルイジオ（back-voDG）、シャーリー（back-voDG）、ダイアナ

（back-voDG）、シルエラ（back-voDG）、マリア（back-voDG）、シビル（back-voDG）
【録音】1977年7月、8月　ハリウッド

WPCR-28027� [ELEKTRA]

ジョージ・デューク『ジョージ・デューク』
Aブロークン・グラス／Bトゥ・ビー・イン・ユア・ライフ／
Cグッド・フレンド／Dソー・ミーン・トゥ・ミー／Eスタ
ンド・ウィズ・ユア・マン／Fアイランド・ガール／Gキング・
フォー・ア・デイ／Hモーニング、ユー・アンド・ラヴ／Iメ
イク・イット・ベター／Jアフリカン・ヴァイオレット
ジョージ・デューク（key, vo）、ポール・ジャクソン Jr.（g）、マイケル・ランドウ（el-g）、ネ
イザン・イースト（b）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、ジェフリー・オズボーン（vo）、ステ
ファニー・ミルズ（vo）、アイリーン・キャラ（vo）、ジョイス・ケネディ（vo）、ケニー・ロギン
ス（vo）、ハワード・ヒューイット（vo）、デニース・ウィリアムス（vo）、ジェイムス・イングラ
ム（back-vo）、ダイアン・リーヴス（back-vo）、ゲイリー・フォスター（recorder） 他
1986年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28035� [WARNER BROS.]

マーカス・ミラー『サドゥンリー』
A ラヴィン・ユー／ B マッチ・トゥー・マッチ／�
C サドゥンリー／ D ジャスト・フォー・ユー／�
Eオンリー・リーズン／Fジャスト・ホワット・アイ・
ニーデッド／Gレット・ミー・ショウ・ユー／Hビー・
マイ・ラヴ／Iクッド・イット・ビー・ユー
マーカス・ミラー（various inst, vo）、デイヴィッド・サンボーン（as）、マイク・マイニエ
リ（vib）、ニッキー・モロク（g）、バディ・ウィリアムス（ds）、ヨギ・ホートン（ds）、ハーヴィー・
メイソン（ds）、ラルフ・マクドナルド（perc）、ルーサー・ヴァンドロス（back-vo）、イヴォ
ンヌ・ルイス（back-vo）、タワサ・エイジー（back-vo）、ブレンダ・ホワイト（back-vo） 他
1983年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28030� [WARNER BROS.]

ジョー・サンプル『アッシェズ・トゥ・アッシェズ』
Aアッシェズ・トゥ・アッシェズ／Bザ・ロード・レス・
トラヴェルド／Cマザーズ・アイズ／Dザ・ラスト・
チャイルド／Eボーン・イン・トラブル／Fストラ
イク・トゥー／Gアイル・ラヴ・ユー／Hボーン・トゥ・
ビー・バッド／Iフェニックス
ジョー・サンプル（p, synth）、ジェリー・ヘイ（tp, flh）、ラリー・ウィリアムス（sax, fl）、
リッキー・ピーターソン（synth, synth programming）、セント・ポール（gACEFH）、
マイケル・ランドウ（g）、マーカス・ミラー（b）、オマー・ハキム（ds）、レニー・カストロ

（perc）、ジェイソン・マイルス（additional synth programming）
1990年作品／ニューヨーク、ミネアポリス、ハリウッド録音

WPCR-28038� [ATLANTIC]

ビリー・コブハム『スペクトラム』
A クアドラント4／ Ba. サーチング・フォー・ザ・ラ
イト・ドア／Cb.スペクトラム／Da.アンザイアティ
／ Eb. トーリアン・マタドール／ F ストレイタス／
Ga. トゥ・ザ・ウィメン・イン・マイ・ライフ／Hb. ル・
リ／Ia. スヌーピーズ・サーチ／Jb. レッド・バロン
ビリー・コブハム（ds）、ジミー・オーエンズ（tp, flh）、ジョー・ファレル（fl, as, ss）、トミー・
ボーリン（g）、ジョン・トロペイ（g）、ロン・カーター（b）、リー・スクラー（el-b）、ヤン・ハマー

（el-p, p, synth）、レイ・バレット（cga）
【録音】ABD-GIJ1973年5月14、15日　ニューヨーク／ CH1973年5月16日
ニューヨーク

WPCR-28032� [ATLANTIC]

ハービー・マン『ファースト・ライト』
Aトゥート・スティック／Bデイヴィー・ブルー／Cダッ
フォディル／ D ザ・タートル・アンド・ザ・フロッグ／
Eミュー・ホス・ノウズ・ザ・ウェイ／Fミュージック・
イズ・ア・ゲーム・ウィ・プレイ／Gサンライズ・ハイズ
／Hサンキュー・ミスター・ラッシング／Iメキシカ
リ／Jメアリー・エリザベスの子守唄
ハービー・マン（fl, a-fl）、デヴィッド・ニューマン（ts, flE）、パット・レビロット（key）、サム・
ブラウン（g）、トニー・レヴィン（b）、スティーヴ・ガッド（ds, kalimbaJ, kneesD）、アー
メン・ハルブリアン（perc）、カルロス“パタート”ヴァルデス（cgaA）

【録音】1973年　ロサンゼルス

WPCR-28040� [WARNER BROS.]

カジノ・ライツ／ワーナー・ブラザーズ・オールスターズ・ライヴ・イン・モントルー
アル・ジャロウ＆ランディ・クロフォード［Aプレシャス・ラヴ／B悲
しき別れ道／Cシュア・イナフ］／ランディ・クロフォード with イ
エロージャケッツ［Dイマジン］／イエロージャケッツ［Eモンマス・
カレッジのファイト・ソング］／デイヴィッド・サンボーン［F愛のテー
マ／Gハイダウェイ］／ラーセン・フェイトン・バンド［Hカジノ・ラ
イツ］／〈ボーナス・トラック〉イエロージャケッツ［Iティー・タイム・
フォー・エリック］／ラリー・カールトン with イエロージャケッ
ツ［Jラスト・ナイト］／ラーセン・フェイトン・バンド［KE・マイナー・
ソング］／マイク・マイニエリ［Lサラの感触］

【録音】1981年7月　スイス「モントルー・ジャズ・フェスティヴァル」でのライヴ、ハリウッド

WPCR-28034� [WARNER BROS.]

ジャコ・パストリアス『バースデイ・コンサート』
Aソウル・イントロ／ザ・チキン／Bコンティニュー
ム／ C インヴィテイション／ D スリー・ヴューズ・
オブ・ア・シークレット／Eリバティ・シティ／Fパ
ンク・ジャズ／Gハッピー・バースデイ／Hレーザ
／Iドミンゴ／Jバンド・イントロ／Kアメリカ
ジャコ・パストリアス（b）、ピーター・アースキン（ds）、マイケル・ブレッカー（ts）、
ボブ・ミンツァー（ts, ss, b-cl）、ドン・アライアス（congas）、オセロ・モリノウ

（steel ds）、ピーター・グレイヴス（b-tb） 他

【録音】1981年12月1日　フロリダ州フォート・ローダーデイル『ミスター・ピップス』でのライヴ

WPCR-28042� [WARNER BROS.]

ザ・セクション『ザ・セクション』
Aセカンド・ディグリー／Bセイム・オールド・セイム・
オールド／Cスポラディック・ヴァキュームス・オブ・ソー
ト／Dドック・オブ・ザ・ベイ／Eホーリー・フリホー
レス／Fドゥーイング・ザ・ミートボール／Gスワン・
ソング／Hシング・ホワット・イズ／Iマーフーダー
ヴァー／Jジッポ・ディッポ
ダニー・コーチマー（g）、クレイグ・ダーギ（key）、リーランド・スクラー（b）、ラス・
カンケル（ds, perc）、マイケル・ブレッカー（ts, ss, fl）

1972年作品／カリフォルニア州サンタモニカ録音

WPCR-28029� [WARNER BROS.]

ジョー・サンプル『スペルバウンド』
Aセヴン・イヤーズ・オブ・グッド・ラック／Bスペル
バウンド／Cとぎれそうな愛／Dオール・ゴッズ・チ
ルドレン／ E あなたのもとへ／ F ユー・ターン／
Gボーンズ・ジャイヴ／Hニューヨークの月／Iサー
モナイズド／Jルッキング・グラス
ジョー・サンプル（p, synth）、マーカス・ミラー（b）、オマー・ハキム（ds）、マイケル・ランドウ（g）、
ネイザン・イースト（bF）、ジョン・ペーニャ（bC）、ジョン・ロビンソン（dsCF）、チャック・ド
マニコ（bJ）、レニー・カストロ（perc）、ラリー・ウィリアムス（additional synth arr, synth 
performance）、ジェリー・ ヘイ（additional synth arr）、ロビー・ブキャナン（additional 
synth programming）、マイケル・フランクス（voE）、アル・ジャロウ（voC）、テイク6（voF）
1989年作品／ニューヨーク、ロサンゼルス録音

WPCR-28037� [ATLANTIC]

レイ・バレット『パーカッシヴ・ファンク』
A新たな旅立ち／Bセニョール・ファンク／C彼方の
瞳／Dサルサ・コン・フュージョン／Eヌメロ・ウノ／
F特別急行／Gレチ／Hトゥンバン・アフリカーノ
レイ・バレット（cga, perc）、ジョー・サンプル（key）、ギル・ゴールドスタイン

（key）、バリー・フィナティー（g）、ウィルトン・フェルダー（b）、ジェフ・バーリン
（b）、ロジャー・ローゼンバーグ（ss, bs）、ピート・クリストリーブ（ts）、トッド・
アンダーソン（ts）、ガーネット・ブラウン（tb）、ライナルド・ホルへ（tb）、ジーン・A・
ゴーエ（tp）、ルイス・オーティス（tp）、テリー・ボジオ（ds）、スティーヴ・フェロー
ン（ds）、レイ・ロメロ（bata ds） 他
1977年作品／ニューヨーク、ハリウッド録音

WPCR-28031� [WARNER BROS.]

リッキー・ピーターソン『ナイト・ウォッチ』
A ワン・ネヴァー・ノウズ／ B ナイト・ウォッチ／
Cリヴィン・イット・アップ／Dハイ・ライズ・ドリ
フター／Eルック・フーズ・ロンリー・ナウ／Fテイク・
ア・チャンス／Gフェイス・イン・ミー／Hクレイズ
ド・ウィーゼル／Iテイク・マイ・ハート・アウェイ
リッキー・ピーターソン（key, vo, back-vo）、ケニー・ギャレット（sax）、ブランドン・フィー
ルズ（sax）、ラリー・ウィリアムス（sax）、ボブ・マラック（sax）、ポール・ピーターソン（g）、
ジミー・ベーリンガー（g）、レヴィ・シーサー（g）、ロベン・フォード（g）、ジョン・パティトゥッ
チ（b）、ヴィニー・カリウタ（ds）、ジェリー・ヘイ（tp）、ゲイリー・グラント（tp） 他

1990年作品／ミネアポリス、ニューヨーク録音

WPCR-28039� [ATLANTIC]

ビリー・コブハム『クロスウィンズ』
スパニッシュ・モース─“ア・サウンド・ポートレイト”
［Aa）スパニッシュ・モース〜Bb）サヴァンナ・ザ・
セレーン〜Cc）ストーム〜Dd）フラッシュ・フラッ
ド］／Eザ・プレザント・フェザント／Fヘザー／
Gクロスウィンド
ビリー・コブハム（perc, arr）、ランディ・ブレッカー（tp）、ガーネット・ブラウン

（tb）、マイケル・ブレッカー（ss, ts, fl）、ジョージ・デューク（key）、ジョン・アバー
クロンビー（ac-g, g）、ジョニー・ウィリアムス（b, el-b）、リー・パストーラ（perc）
1974年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28033� [ATLANTIC]

ハービー・マン『ウォーターベッド』
Aウォーターベッド／Bカミン・ホーム・ベイビー
／ C パラダイス・ミュージック／ D バン・バン／
Eデウスの神／Fヴァイオレット・ドント・ビー・ブルー
／Gアイ・ガット・ア・ウーマン／Hボディ・オイル
ハービー・マン（fl）、デヴィッド・ニューマン（ts）、ジェフ・ミロノフ（g）、ヒュー・マクラッ
ケン（g）、ウィル・リー（b）、トニー・レヴィン（b）、スティーヴ・ガッド（ds）、ラルフ・マ
クドナルド（perc）、レイ・バレット（perc）、シシー・ヒューストン（vo, back-vo） 他

【録音】A1975年6月5日　ニューヨーク／ B-H1975年　ニューヨーク

WPCR-28041� [WARNER BROS.]

フォープレイ『フォープレイ』
Aバリ・ラン／B101・イーストバウンド／Cフォー
プレイ／Dムーンジョガー／Eマックス・オー・マ
ン／Fアフター・ザ・ダンス／Gクァドリル／Hミッ
ドナイト・ストロール／I10月の朝／Jウィッシュ・
ユー・ワー・ヒア／Kレイン・フォレスト
ボブ・ジェームス（key）、リー・リトナー（g）、ネイザン・イースト（b, back-voF）、
ハーヴィー・メイソン（ds）、エル・デバージ（voF, back-voF）、ダレル・デバージ

（back-voF）、パティ・ラベル（back-voF）、フィリップ・ベイリー（back-voK）
【録音】1991年　ハリウッド

キャリン・ホワイトとマイケル・ジェフリーズをフィーチャーし、全米27
位のヒットを記録した「ファクツ・オブ・ラヴ」を含む、自身最大のヒット作。

ブラジル出身のヴェテラン・パーカッション奏者による、ブラジルのリズムと
ポップなメロディが過激に融合した画期的作品。ジャコ・パストリアスも参加。

ジェフリー・オズボーン、ステファニー・ミルズ、アイリーン・キャラ、ケニー・
ロギンス、ダイアン・リーヴスなど、豪華ゲストも参加したポップな作品。

ベーシスト、プロデューサーとしてフュージョン・シーンをリードし続ける
天才の初リーダー作。自身のヴォーカルもフィーチャーしたポップな作品。

マーカス・ミラーとオマー・ハキムという強力リズム隊と共に、ファンキーかつ
メロディアスなピアノ・ソロを展開する、フュージョン・ピアノの隠れた名作。

フュージョン黎明期の名作。コブハムの重量級超絶技巧ドラムと、後にディー
プ・パープルに加入することになるトミー・ボーリンのギターが畳みかける。

ハービー・マンを中心に、デヴィッド“ファットヘッド”ニューマン、スティー
ヴ・ガッド、トニー・レヴィンなどが参加した幻のグループによるアルバム。

81年のモントルー・ジャズ・フェスティヴァルのライヴ。ラリー・カールトン、
デイヴィッド・サンボーン、イエロージャケッツなどのレアな演奏や共演が満載。

30歳の誕生日ライヴで、ワード・オブ・マウス・ビッグ・バンドの実質的デ
ビュー作品。マイケル・ブレッカーとボブ・ミンツァーのバトルも聴きもの。

ダニー・コーチマー、リーランド・スクラーなど、ジェイムス・テイラーのバック・
バンドが独立して制作したアルバム。若きマイケル・ブレッカーもゲスト参加。

クルセイダーズのメンバーとしても知られる名ピアニストが、トミー・リピュー
マのプロデュースにより、爽やかで美しいメロディとソロを聴かせる名作。

ファニア・オールスターズで活躍していたパーカッション奏者の、クルセイダー
ズのプロデュースによる作品。サルサとファンクが過激に合体した問題作。

デイヴィッド・サンボーンやプリンスなどのサポートで知られているキーボー
ド奏者の初リーダー作。トミー・リピューマとベン・シドランがプロデュース。

ブレッカー・ブラザーズ、ジョージ・デューク、ジョン・アバークロンビー
などが参加し、壮大な組曲を、圧倒的な迫力と超絶技巧で奏でた意欲作。

スティーヴ・ガッド、トニー・レヴィン、ウィル・リーなども参加した、ダ
ンサブルでファンキーな作品。名曲「カミン・ホーム・ベイビー」も再演。

フュージョン・シーンをリードする4人のトップ・ミュージシャンによるユニッ
トのデビュー作。ライヴ感覚溢れるアコースティックなサウンドで大ヒット。

日本初 CD 化

世界初 CD 化

日本初 CD 化

日本初 CD 化

70年代に“ジェフ・ローバー・フュージョン”を率いて、フュージョン・ファンから高い
人気を獲得していたキーボード奏者の86年のソロ・アルバム。キャリン・ホワイトと
マイケル・ジェフリーズという2人のヴォーカリストをフィーチャーし、ポップでダン
サブルなサウンドが展開されている。「ファクツ・オブ・ラヴ」は全米27位を記録する大
ヒットとなり、プロデューサーとしての彼の才能が大きく開花したアルバムとなった。

イルス・デイヴィス・グループや、リターン・トゥ・フォーエヴァーなどで活躍していた、
ブラジル出身のヴェテラン・パーカッション奏者の77年のリーダー作。フローラ・プリム、
トム・スコット、ラウル・ジ・スーザ、エイブラハム・ラボリエルなどが参加し、ブラジル
の躍動的なリズムと、ポップなメロディが過激に融合した独特なサウンドが展開され
ている。また1曲だけだが、ジャコ・パストリアスが参加しているところにも注目。

名キーボード奏者／プロデューサーが、初めて自身の名前をタイトルにした、86年作
品。自身のヴォーカルもフィーチャーした、ポップ・テイスト溢れるサウンドが展開さ
れている。ジェフリー・オズボーン、ステファニー・ミルズ、アイリーン・キャラ、ジョイス・
ケネディ、ケニー・ロギンス、デニース・ウィリアムスが次々と歌い継ぐ「グッド・フレ
ンド」、ダイアン・リーヴスをフィーチャーした「アフリカン・ヴァイオレット」も話題に。

83年にリリースされた、マーカス・ミラーの初リーダー作。マーカスとともに、当時サンボー
ンのアルバムのプロデュース・チームだったマイケル・コリーナとレイ・バーダニもプロ
デュースを手がけている。全曲マーカスのオリジナルによるポップな歌ものだが、ほとん
どの楽器を彼ひとりで演奏し、リード・ヴォーカルまでとっているという八面六臂の活躍
ぶりだ。すでにこの頃から、彼がマルチ・アーティストだったということがわかる。

トミー・リピューマのプロデュースによる、ワーナー・ブラザーズからの2作目。ファンキー
でありながらもメロディアスなピアノ・ソロが全編で展開されており、マーカス・ミラー
とオマー・ハキムという強力リズム隊が心地よくグルーヴし、そこにセント・ポールやマ
イケル・ランドウといったギタリスト、さらにホーン・セクションなどがサウンドに彩り
を加えている。サンプルのオリジナル曲に加え、マーカス・ミラーが2曲提供している。

マハヴィシュヌ・オーケストラ出身の爆弾ドラマーが73年に発表した、フュージョン黎
明期の名作。彼の重量級超絶技巧ドラムは今聴いても驚異的だし、後にディープ・パープ
ルに加入することになるトミー・ボーリンのギターも、ワイルドで切れのいいプレイを
聴かせている。これでもかこれでもかと畳みかけてくるようなリズムは、コブハムなら
ではのアプローチである。「トーリアン・マタドール」、「レッド・バロン」など名曲ぞろい。

ハービー・マンを中心に、デヴィッド“ファットヘッド”ニューマン、パット・レビロット、
サム・ブラウン、スティーヴ・ガッド、トニー・レヴィンなどによって結成された幻のグ
ループ“The Family Of Mann”による唯一のアルバム。ハービーのフルートとニュー
マンのテナー・サックスとのアンサンブルが独特のサウンドを作り出している。若き
ガッド = レヴィンのファンキーでタイトなリズム・セクションも聴きどころだ。

81年のモントルー・ジャズ・フェスティヴァルのライヴ・アルバム。ロベン・フォードを
含むイエロージャケッツによる未発表曲、ランディ・クロフォードとアル・ジャロウの
デュエット、ラーセン・フェイトン・バンドとロベン・フォードやマーカス・ミラーとの
セッション、ラリー・カールトンとイエロージャケッツとの共演、デイヴィッド・サンボー
ンのスペシャル・セッションなど、ここでしか聴けない貴重なセッションが満載。

81年12月1日、ジャコの30歳の誕生日に開かれたバースデイ・コンサートのライヴ。“ワー
ド・オブ・マウス・ビッグ・バンド”の実質的デビューでもある。ジャコの天才的かつ壮絶
なベース・プレイはまさに絶好調で、バンドも初めてとは思えないまとまりを見せ、名曲

「ザ・チキン」をはじめとするナンバーをパワフルに演奏していく。特にマイケル・ブレッ
カーとボブ・ミンツァーのテナーが唸りを上げる「インヴィテイション」は壮絶の一言。

ジェイムス・テイラーのバック・バンドとして結成された、ダニー・コーチマー、クレイ
グ・ダーギ、リーランド・スクラー、ラス・カンケルの4人による“ザ・セクション”の、独
立したグループとしてのファースト・アルバム。名うてのセッション・ミュージシャン
の集合体による、タイトでファンキーなインスト・サウンドをクリエイトしている。若
きマイケル・ブレッカーもゲストとして参加し、ファンキーなブロウを聴かせている。

クルセイダーズのメンバーとして、そしてフュージョン・シーンを代表するキーボード
奏者として多くのファンを持つジョー・サンプルの89年作品。トミー・リピューマのプロ
デュースにより、彼らしい爽やかで美しいメロディ・ラインと歌心溢れるピアノ・ソロを
聴かせてくれている。ゲスト・シンガーとしてアル・ジャロウ、マイケル・フランクス、テイ
ク6が参加し、またマーカス・ミラー = オマー・ハキムのリズム隊の動きも素晴らしい。

ファニア・オールスターズで活躍していたパーカッション奏者の77年の作品で、クル
セイダーズがプロデュースを手掛けている。サルサのミュージシャンたちと、クルセ
イダーズ・ファミリーのミュージシャンたちとが融合し、さらにテリー・ボジオ、ジェフ・
バーリンといった意外なミュージシャンも参加しており、サルサとフュージョンが過
激に合体した、クオリティの高いラテン・フュージョン・サウンドが展開されている。

デイヴィッド・サンボーンやプリンスなどのサポートでも知られているキーボード奏
者の初リーダー作。トミー・リピューマとベン・シドランがプロデュースを手がけ、グルー
ヴィーなキーボードに加え、自身のスウィートなヴォーカルもフィーチャーした、上質
のサウンドが展開されている。ビル・ラバウンティの「リヴィン・イット・アップ」やペイ
ジズの「テイク・マイ・ハート・アウェイ」などのセンスのいいカヴァーも話題になった。

超重量級・超絶技巧ドラマー、コブハムの、アーティストとしての総合的な才能も発揮
された74年作品。ブレッカー・ブラザーズ、ジョージ・デューク、ジョン・アバークロンビー
など、当時の彼のグループ・メンバーを中心にレコーディングされており、「ア・サウンド・
ポートレイト」と名付けられた1 〜 4曲目の壮大な組曲は圧巻。コブハムの圧倒的迫力
のドラムを中心に、各ミュージシャンたちの熱くてアグレッシヴなプレイも聴きものだ。

ファンキー・フルートの第一人者が、デヴィッド“ファットヘッド”ニューマン、スティー
ヴ・ガッド、トニー・レヴィン、ウィル・リー、ジェフ・ミロノフ、ヒュー・マクラッケンな
どといった売れっ子ミュージシャンたちとレコーディングした、ダンサブルでファン
キーな作品。名曲「カミン・ホーム・ベイビー」が、ディスコ・テイストの新アレンジで再
演されている。さらにレイ・チャールズやアストル・ピアソラなどの楽曲も収録。

ボブ・ジェームス、リー・リトナー、ネイザン・イースト、ハーヴィー・メイソンという、ジャ
ズ／フュージョン・シーンをリードするトップ・ミュージシャン4人によるユニットの、
91年のデビュー作。メロディを前面に出し、最新のテクノロジーを駆使しながらも、ライ
ヴ感覚のあるアコースティックな味わいを大切にするという彼らのサウンドは、シーン
にも大きな影響を与えて大ヒットとなり、その後のスムース・ジャズの基本形となった。
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WPCR-28044� [REPRISE]

アル・ジャロウ『ウィ・ガット・バイ』
Aスピリット／Bウィ・ガット・バイ／Cスーザン
の詞／Dユー・ドント・シー・ミー／E閉ざされた
夢／Fラガディ・アン／Gレター・パーフェクト／
Hスウィート・ポテト・パイ／Iアラジンのランプ
アル・ジャロウ（vo, vo perc, fl, miscellaneous effects, arr）、トム・カニン
グ（key, arr）、デイヴ・グルーシン（keyBCEGI, strings arr, hrn arr）、
アーサー・アダムス（gD）、ラリー・バンカー（vib）、ポール・ストールワース（b）、
ジョー・コレロ（ds）、モーガン・エイムズ（back-vo arr）

【録音】1975年3月　ハリウッド

WPCR-28052� [WARNER BROS.]

ラリー・カールトン『エイト・タイムス・アップ』
Aストライクス・トワイス／Bサルード／Cブルー
ス・バード／Dブラック・アンド・ホワイト／Eカー
ン河上流／Fハウス・オン・ザ・ヒル
ラリー・カールトン（g）、テリー・トロッター（key）、ブライアン・マ
ン（org, synth）、エイブラハム・ラボリエル（b）、ジョン・フェラーロ

（ds）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）

【録音】1982年1月28日　東京郵便貯金会館でのライヴ

WPCR-28043� [WARNER BROS.]

イエロージャケッツ『イエロージャケッツ』
A マチネー・アイドル／ B インペリアル・ストラット／�
Cシッティン・イン・イット／Dラッシュ・アワー／Eホーネッ
ト／Fプリシラ／Gオールモスト・ゴーン／〈ボーナス・ト
ラック〉Hインペリアル・ストラット（デモ）／Iフラット・
タイヤ（デモ）／Jケイティ（デモ）／Kブロンディ（デモ）
ラッセル・フェランテ（key）、ジミー・ハスリップ（b）、リッキー・ローソン（ds）、ロベン・
フォード（g）、レニー・カストロ（perc）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、ボビー・ライル

（pC）、ローランド・バウティスタ（gC）、ラリー・ウィリアムス（ts, fl, hrn arr, synth 
programming）、ジェリー・ヘイ（tp, flh）、アーニー・ワッツ（tsA）、ビル・ライヒェンバッ
ハ（tb, hrn arr）、ゲイリー・ハービッグ（ts, fl）、キム・ハッチクロフト（ts, bs）
1981年作品／ハリウッド録音

WPCR-28051� [WARNER BROS.]

ラリー・カールトン『夢飛行』
Aラスト・ナイト／Bブルース・バード／Cソング・
フォー・ケイティ／ D フレンチマンズ・フラット／
E夢飛行／Fカーン河上流／G10:00 P.M. ／
H今こそ挑む
ラリー・カールトン（g）、デイヴィッド・サンボーン（as）、グレッグ・マティソン

（key）、エイブラハム・ラボリエル（el-b）、ロバート“ポップス”ポップウェル（el-
b）、スティーヴ・ガッド（ds）、ジェフ・ポーカロ（ds）、パウリーニョ・ダ・コスタ

（perc） 他

1982年作品／ハリウッド録音

WPCR-28046� [WARNER BROS.]

アル・ジャロウ『ライヴ・イン・ヨーロッパ』
A レター・パーフェクト／ B 瞳の中のレインボウ／
Cよりよき世界／D信じられるかい／E魅惑の夜明
け／ F ベター・ザン・エニシング／ G さらば恋人／
Hルック・トゥ・ザ・レインボウ／Iユー・ドント・シー・
ミー／ J テイク・ファイヴ／ K ラヴィング・ユー／
Lウィ・ガット・バイ
アル・ジャロウ（vo）、トム・カニング（key）、リン・ブレッシング（vib）、エイブラ
ハム・ラボリエル（b）、ジョー・コレロ（ds）

【録音】1977年1 〜 2月　ヨーロッパでのライヴ

WPCR-28054� [WARNER BROS.]

ジョージ・ベンソン『テンダリー』
Aユー・ドント・ノウ・ホワット・ラヴ・イズ／B星影のス
テラ／Cスターダスト／Dマンボ・イン／Eヒア・ゼア・
アンド・エヴリホエア／Fジス・イズ・オール・アイ・アス
ク／Gテンダリー／Hアイ・クッド・ライト・ア・ブック
ジョージ・ベンソン（g, vo）、マッコイ・タイナー（p）、ロン・カーター

（b）、ハーリン・ライリー（ds）、ルイス・ヘイス（ds）、アル・フォスター
（ds）、レニー・カストロ（perc）、ストリングス＆ホーンズ、マーティ・
ペイチ（string arr, horn arr）
1989年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28048� [ELEKTRA]

パトリース・ラッシェン『妖精のささやき』
Aミュージック・オブ・ジ・アース／B恋を見つけ
たら／Cチェンジズ／Dウィッシュフル・シンキ
ング／ E 愛の歌／ F ハング・イット・アップ／
Gチャ・チャ／Hア・ナチュラル・シング／I知ら
なかったの？／Jプレイ
パトリース・ラッシェン（vo, key）、ラリー・ウィリアムス（cl, ts）、オスカー・ブラッシャー（tp, 
flh）、ジェリー・ヘイ（tp）、ポール・ジャクソン（g）、マーロ・ヘンダーソン（g）、アル・マッケイ（g）、
エイブラハム・ラボリエル（b）、フレディ・ワシントン（b）、ジェイムス・ギャドソン（ds）、パウリー
ニョ・ダ・コスタ（perc）、シリータ・ライト（back-vo）、ポーリン・ウィルソン（back-vo） 他
1978年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28056� [WARNER MUSIC JAPAN]

デヴィッド・T. ウォーカー『アヒムサ』
A アヒムサ／ B コンサルテイション／ C プラム・
ハッピー／Dディドント・アイ／Eカラフル／Fゴー
イング・アップ／Gウォーク・ディス・ウェイ／Hグッ
ド・ソーツ／Iユー・アー・マイ・サンシャイン
デヴィッド・T. ウォーカー（g）、ジェリー・ピーターズ（key）、ジェイムス・ギャド
ソン（ds）、オスカー・ブラッシャー（tp, flh）、アーニー・ワッツ（tsE）、レス・マッ
キャン（pB）、ニール・ラーセン（keyI）、山岸潤史（gI）、池頼広（bI）、スティッ
クス・フーパー（dsI）、ニール・オダ（percI） 他

【録音】1988年12月12 〜 19日　ハリウッド

WPCR-28050� [WARNER BROS.]

ランディ・クロフォード『道標（みちしるべ）』
Aラスト・ナイト・アット・ダンスランド／Bやわ
らかな雨／C愛の心を育んで／D道標／Eブ
ルー・フレイム／F愛ふたたび／Gセイム・オール
ド・ストーリー／Hあなたの道
ランディ・クロフォード（vo）、ジョー・サンプル（key, strings arr）、ディーン・パーク
ス（g）、ローランド・バウティスタ（g）、ティム・メイ（g）、デヴィッド・T. ウォーカー（g）、
エイブラハム・ラボリエル（b）、ウィルトン・フェルダー（b, tsG）、スティクス・フーパー

（ds）、マイク・ベアード（ds）、エディ・ブラウン（perc）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、
オスカー・ブラッシャー（tpC）、グウェン・オーエンズ（back-vo）、ジュリア・ティルマン

（back-vo）、マキシン・ウィラード（back-vo）、メルヴィン・フランクリン（back-vo）
1980年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28058� [ATLANTIC]

ハイラム・ブロック『ウェイ・クール』
Aダ・アレイ／Bシャット・アップ／Cショウ・ミー
／Dウェイ・クール／Eネヴァー・ギヴ・アップ／
Fアイ・ノウ・ユー／Gウルフマン／Hアナザー・
ナイト／I10トゥ11／Jディア・プルーデンス
ハイラム・ブロック（g, key, synth-g, vo, back-vo）、リッキー・
ピーターソン（key, back-vo, programming）、デイヴ・デルホー
ム（key, programming）、ウィル・リー（b, back-vo）、スティーヴ・
ウルフ（ds, samples）、ドン・アライアス（perc） 他
1992年作品／ミネアポリス＆ニューヨーク録音

WPCR-28045� [REPRISE]

アル・ジャロウ『輝き』
A瞳の中のレインボウ／Bユア・ソング／Cおいしい水
／Dハヴ・ユー・シーン・ザ・チャイルド／Eホールド・オン・
ミー／Fファイアー・アンド・レイン／Gサムバディーズ・
ウォッチング・ユー／Hミルウォーキー／I輝き
アル・ジャロウ（vo, effectsE）、トム・カニング（el-p）、ラリー・ナッシュ（string 
ensemble, synth）、ジョー・サンプル（p, org）、ラリー・カールトン（g）、ウィル
トン・フェルダー（b）、ウィリー・ウィークス（b）、ポール・ストールワース（b）、ジョー・
コレロ（ds）、スティーヴ・フォアマン（perc, tambourineD）、ラルフ・マクドナ
ルド（perc）、デイル・オーラー（arr, cond）、ニック・デカロ（vo arrA）

【録音】1976年2月、5月　ハリウッド

WPCR-28053� [ELEKTRA]

リー・リトナー『ＲＩＴ／２』
A クロス・マイ・ハート／ B プロミセス、プロミセ
ス／Cドリームウォーキン（アロング・ウィズ・ミー）
／Dキープ・イット・アライヴ／Eア・ファンタジー
／Fタイド・アップ／Gヴォイシズ／Hオン・ザ・
ボードウォーク／Iロード・ランナー／Jマリブ
リー・リトナー（g, el-g, key, b, g-synth, OBX ds, arr）、エリック・タッグ（vo, 
key）、ハーヴィー・メイソン（ds, perc, arr, rhythm arr）、ドン・グルーシン

（key）、ネイザン・イースト（b） 他
1982年作品／カリフォルニア（グレンデール＆ハリウッド）録音

WPCR-28047� [ELEKTRA]

ディー・ディー・ブリッジウォーター『ジャスト・ファミリー』
Aジャスト・ファミリー／Bメイビー・トゥデイ／
Cチルドレン・アー・ザ・スピリット／D悲しみの
バラード／Eスウィート・レイン／Fオープン・アッ
プ・ユア・アイズ／G愛はむなしく／Hサンク・ザ・
デイ／Iメロディ・メイカー
ディー・ディー・ブリッジウォーター（vo, back-vo）、チック・コリア（key）、ジョージ・デュー
ク（key）、デヴィッド・T. ウォーカー（g）、スタンリー・クラーク（b, string ensemble, 
arr）、アルフォンソ・ジョンソン（b）、エイブラハム・ラボリエル（b）、ハーヴィー・メイソ
ン（ds）、アイアート・モレイラ（perc） 他

【録音】1977年10月　ノース・ハリウッド

WPCR-28055� [ATLANTIC]

コーネル・デュプリー『ティージン』
Aティージン／Bブルー・ノクターン／Cジャマイカン・
レディ／Dフィール・オール・ライト／Eハウ・ロング・ウィ
ル・イット・ラスト／Fホワット・ウッド・アイ・ドゥ・ウィ
ズアウト・ユー？／Gオーキー・ドゥーキー・ストンプ／
Hプレイン・オール・ブルース
コーネル・デュプリー（g, sitar）、ジョン・ファディス（tpA-C）、ジョー・ニューマン（tp）、アーニー・
ロイヤル（tpD-H）、デヴィッド・ニューマン（ts）、セルダン・パウエル（tsA-C, bsD-H）、ジョー・
ファレル（tsD-H）、ガーネット・ブラウン（tb）、トレヴァー・ケーラー（bsA-C）、リチャード・ティー

（keyA-CEGH, horn arrD-H）、ポール・グリフィン（pD）、ジョージ・スタッブス（pF）、チャッ
ク・レイニー（b, horn arrA-C）、バーナード・パーディ（ds）、ラルフ・マクドナルド（perc）
1974年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28049� [ELEKTRA]

パトリース・ラッシェン『陽気なレイディ』
Aレット ･ ザ・ミュージック・テイク・ミー／B恋のさだめ／
Cセトル・フォー・マイ・ラヴ／Dメッセージ・イン・ザ・ミュージッ
ク／Eとどかぬ想い／Fギヴィン・イット・アップ／Gコール・
オン・ミー／Hリプリーズ／（メッセージ・イン・ザ・ミュージック）
パトリース・ラッシェン（vo, p, el-p, perc, hrn arr, string arr, vo arr, synth, clavinet, boo bam 
ds, tambourine）、レイモンド・リー・ブラウン（tp, flh）、オスカー・ブラッシャー（tp, flh）、クレイ・ローリー

（tb, bar-hrn）、モーリス・スピアーズ（b-tb）、ビル・グリーン（reeds）、ジェラルド・アルブライト（reeds）、
ポール・ジャクソン Jr.（g）、アル・マッケイ（g）、ワー・ワー・ワトソン（g）、ワリ・アリ（g）、マーロ・ヘンダーソ
ン（g）、フレディ・ワシントン（b, g, ds, perc）、メルヴィン・ウェッブ（ds, cga）、レオン“ンドゥグ”チャンク
ラー（ds）、ビル・サマーズ（perc）、ジェイムス・ギャドソン（ds）、D.J. ロジャース（vo）、チャールス・ヴィール

（concertmaster）、ジェラルド・ヴィンチ（concertmaster）、ローズマリー・マクリーン（contractor） 他
1979年作品／ハリウッド録音

WPCR-28057� [ATLANTIC]

ハイラム・ブロック『ギヴ・イット・ホワット・ユー・ガット』
Aダウン・ザ・パイプ／ Bトゥー・ヒップ／Cユー・
センド・ミー／Dハーフ・ライフ／Eギヴ・イット・ホ
ワット・ユー・ガット／Fガッタ・ゲット・ユア・ジョリー
ズ／Gプレッツェル・ロジック／Hアンジェリーナ
ハイラム・ブロック（g, synth, vo, back-vo, synclavier, finger-snaps）、
ランディ・ブレッカー（tp）、ルー・ソロフ（tp, flh）、マイケル・ブレッカー（ts）、デ
イヴィッド・サンボーン（as）、デイヴ・テイラー（b-tb）、リッキー・ピーターソン

（synth, synclavier, ds, p, vo, back-vo）、ドン・アライアス（perc）、アル・
ジャロウ（vo）、ウィル・リー（b, back-vo） 他
1987年作品／ニューヨーク録音

天才的な歌唱力とパーカッションのような歌声で、音楽シーンを震撼させ
たスーパー・ヴォーカリストのデビュー・アルバム。デイヴ・グルーシンも参加。

82年の東京でのコンサートを収録したライヴ盤。レギュラー・グループのメ
ンバーたちとともに、ドライヴ感溢れるギター・ソロがタップリと楽しめる。

今なおフュージョン・シーンをリードし続けるスーパー・グループのデビュー
作。ロベン・フォードのドライヴ感溢れるギター・ソロも大きくフィーチャー。

カールトンの、ブルース・フィーリングやメロディアスな一面をフィーチャーし
た82年作品。サント & ジョニーのタイトル曲のメロディアスなギターが絶品。

ジャロウの初めてのライヴ・アルバムで、圧倒的な歌唱力と躍動的な歌声が遺
憾なく発揮された傑作。特に「テイク・ファイヴ」でのパフォーマンスは圧巻。

マッコイ・タイナー、ロン・カーター、アル・フォスターなどとともに、ジャ
ズのスタンダード曲をセンス良く取り上げて話題を呼んだ89年作品。

自身のヴォーカルを大きくフィーチャーし、ダンサブルでポップなサウン
ドを展開したヒット作。アル・マッケイ、ジェイムス・ギャドソンなども参加。

音楽史上最高のサポート・ギタリストが、89年にリリースしたソロ作。オリ
ジナル曲を中心に、ヴォーカルのように歌うギター・ワークが楽しめる名作。

クルセイダーズのメンバーが全面的にサポートし、『ストリート・ライフ』の
名コラボレーションが再び展開された、ソウルフルなヴォーカル・アルバム。

パワフルなギター・ソロと、歌心溢れる繊細なバッキング。そんなハイラム・
ブロックの両面性が見事に表現された、ハッピーでパワフルな92年の名作。

トミー・リピューマのプロデュースにより、天才的なヴォーカルと、ポップ
で洗練されたサウンドが見事に融合した、フュージョン・ヴォーカルの傑作。

エリック・タッグのヴォーカルをフィーチャーした、82年のポップな快作。
後にオリビア・ニュートン・ジョンがヒットさせた「タイド・アップ」も収録。

スタンリー・クラークのプロデュースにより、ポップなフュージョン・サウン
ドと、卓越したジャズ・ヴォーカルが融合した、エポック・メイキングな作品。

スタッフのギタリスト、コーネル・デュプリーが、74年に発表したブルー
ス・フュージョンの名作。ワン&オンリーの、ギター職人シブ味全開の作品。

全米ポップ・チャート39位を記録したヒット作。R&B テイスト溢れるサ
ウンドとキュートなヴォーカル、そしてジャジーなピアノ・ソロが見事に合体。

ロック・フィーリング溢れるソロが魅力のカッ飛びギタリストの87年作品。
2曲で彼自身のヴォーカルもフィーチャーし、アル・ジャロウもゲスト参加。

天才的な歌唱力、驚異の音域、そしてヴォイス・パーカッションの元祖ともいうべき七色
の声で音楽シーンを震撼させたスーパー・ヴォーカリストのメジャー・デビュー・アルバム。
名エンジニアでもあるアル・シュミットがプロデュースを、またデイヴ・グルーシンがス
トリングスとホーンのアレンジを手掛け、ポップながらも彼の驚異の歌声がたっぷりと
楽しめる。すべて自身のオリジナル曲で、タイトル曲は、後の彼の代表曲となった名曲。

82年1月の、東京でのコンサートを収録したライヴ・アルバム。テリー・トロッター
（key）、エイブラハム・ラボリエル（b）などといった当時のレギュラー・グループのメン
バーたちとともに、ライヴならではのエネルギッシュでドライヴ感溢れるギター・ソ
ロを聴かせている。「ストライクス・トワイス」、「カーン河上流」といった人気曲も収録。
また世界初の、24チャンネル・デジタル・マルチ・ライヴ録音も話題となった。

ロベン・フォードの『ギターに愛を』のレコーディング・メンバーとして集まった、ラッ
セル・フェランテ、ジミー・ハスリップ、リッキー・ローソンが意気投合し、結成したグルー
プのデビュー作。フォードはゲスト扱いになっているが、実質的にはメンバーであり、
彼のドライヴ感溢れるギター、フェランテのイマジネーション溢れるキーボード、そ
してしなやかなリズム隊が、新しい感覚のフュージョン・サウンドを作り出している。

82年作品。それまでのロック・フィーリング溢れるサウンドから一転し、カールトンのルー
ツであるブルースや、メロディアスな側面をフィーチャーしている。サント & ジョニー
のヒット曲であるタイトル曲は、まるでオリジナル曲のようにはまっているし、他の曲で
もメロディアスなギターがたっぷりと楽しめる。デイヴィッド・サンボーン（as）、スティー
ヴ・ガッド（ds）、ジェフ・ポーカロ（ds）といったメンバーたちの、抑えたプレイもいい。

ジャロウの初めてのライヴ・アルバム。77年のヨーロッパ・ツアーからのベスト・テ
イクが収録されており、ライヴという空間の中で、彼の圧倒的な歌唱力と躍動的なパ
フォーマンスが遺憾なく発揮されている。声を完璧にコントロールするヴォーカルは
驚異的で、特にヴォーカル・パーカッションが炸裂する「テイク・ファイヴ」のアプロー
チは圧巻の一言。またエイブラハム・ラボリエルの躍動感溢れるベースも聴きものだ。

89年、それまでのフュージョン・テイストの作品とは一転して、マッコイ・タイナー（p）、
ロン・カーター（b）、アル・フォスター（ds）などといったジャズのビッグ・アーティスト
たちと共演し、スタンダード曲を取り上げて話題となった作品。「星影のステラ」、「ス
ターダスト」などをはじめとするジャズのスタンダード曲や、ビートルズの「ヒア・ゼア・
アンド・エヴリホエア」などを、ジャジーなギターとヴォーカルで聴かせている。

リー・リトナーの“ジェントル・ソウツ”のメンバーとして注目を集めた女性キーボード奏
者の、エレクトラからの第1弾。チャールズ・ミムズ Jr. のプロデュースの元、フレディ・ワ
シントンやジェイムス・ギャドソンといった R&B 系のリズム・セクションや、アース・ウィ
ンド & ファイアーのメンバーだったアル・マッケイなどが参加し、彼女のキュートなヴォー
カルを大きくフィーチャーした、ダンサブルでポップなサウンドが展開されている。

史上最も多くの作品に参加したといわれているスーパー・セッション・ギタリストの、
日本制作による89年のアルバム。彼のグループ“ウォーム・ハーツ”との演奏を中心に、
アーニー・ワッツ（ts）、ニール・ラーセン（key）、山岸潤史（g）、スティックス・フーパー

（ds）などのゲストも参加し、歌心溢れるギターと人間味溢れるサウンドを聴かせてい
る。スタンダード曲「ユー・アー・マイ・サンシャイン」の味わい深いギターも聴きもの。

クルセイダーズの「ストリート・ライフ」でフィーチャーされて一躍注目を集めたシン
ガーの、80年のアルバム。8曲中7曲をジョー・サンプルが作曲するなど、クルセイダー
ズが全面的にサポートし、彼女のソウルフルな歌の魅力を見事に引き出している。「道
標」や「セイム・オールド・ストーリー」など名曲揃いで、クルセイダーズとの相性も抜
群の、歌も演奏も表現力溢れるヴォーカル・アルバムの名作だ。

パワフルなギター・ソロと、歌心溢れる繊細なバッキングという、ハイラム・ブロック
の両面性が見事に表現された、ハッピーでエネルギッシュな92年の名作。彼のレギュ
ラー・グループと、リッキー・ピーターソン（key）を中心としたセッションというふた
つのシチュエーションで、ロック・フィーリングに溢れる、ワイルドでファンキーなサ
ウンドを展開している。ビートルズの「ディア・プルーデンス」のカヴァーも話題に。

トミー・リピューマのプロデュースによる、リプリーズからの2作目。天才的なヴォー
カルと、ポップで洗練されたサウンドが融合した、独自の世界観を見事に構築してい
る。ラリー・カールトン、ジョー・サンプルなどが参加し、エルトン・ジョンの「ユア・ソ
ング」、アントニオ・カルロス・ジョビンの「おいしい水」、ジェイムス・テイラーの「ファ
イアー・アンド・レイン」など、センスのいいカヴァーも話題を呼んだ。

フュージョン・ギターのスーパー・スター、リー・リトナーが、81年の『RIT』のヒットを
受け、そのアプローチをさらに推し進めた82年作品。リトナーとハーヴィー・メイソン
がプロデュースを手がけ、エリック・タッグ、ビル・チャンプリン、リチャード・ペイジと
いったシンガーをフィーチャーし、AOR 感覚溢れる、ポップなサウンドを展開してい
る。後にオリビア・ニュートン・ジョンが取り上げてヒットした「タイド・アップ」も収録。

現在もトップ・ジャズ・シンガーとして活躍している彼女が、フュージョン・サウンドに
挑戦した作品。プロデュースをスタンリー・クラークが担当し、パワフルでキュートな
ヴォーカルと、クラーク、ジョージ・デューク、チック・コリアなどのプレイがひとつと
なったクリエイティヴな作品になっている。タイトル曲の歌唱力は圧倒的だし、チック・
コリアとアイアート・モレイラだけをバックに歌う「メロディ・メイカー」も感動的だ。

後にスタッフのギタリストとして人気者となるコーネル・デュプリーが、74年に発表し
たブルース・フュージョンの名作。ブルースと R&B を基調に、ジャズの方法論も巧みに
取り入れたエモーショナルなギター・ソロがタップリとフィーチャーされている。粘り
まくるブルース・ギターは、彼の本領発揮であり、まさにワン & オンリーのギター職人
のシブ味全開の作品だ。彼の代表曲である「ハウ・ロング・ウィル・イット・ラスト」も収録。

79年にリリースされた、エレクトラ第2弾。前作に続いてチャールズ・ミムズ Jr. のプ
ロデュースで、フレディ・ワシントン、ワー・ワー・ワトソン、レオン“ンドゥグ”チャンク
ラー、アル・マッケイなどが参加し、パトリースのヴォーカルとピアノをフィーチャー
した、さらにポップでダンサブルなサウンドが展開されている。「とどかぬ想い」が全米
R&Bチャート7位、アルバムも全米ポップ・チャート39位を記録するヒット作になった。

ロック・フィーリング溢れるソロが魅力の、カッ飛びギタリストの87年作品。ランディ・
ブレッカー（tp）、マイケル・ブレッカー（ts）、デイヴィッド・サンボーン（as）、リッキー・
ピーターソン（key）、ウィル・リー（b）、アル・ジャロウ（vo）などといった豪華なメンバー
が参加し、イケイケのパフォーマンスを展開している。サム・クックの「ユー・センド・
ミー」、スティーリー・ダンの「プレッツェル・ロジック」のカヴァーも収録。
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WPCR-28060� [ATLANTIC]

マイク・スターン『ジグソー』
Aアナザー・ウェイ・アラウンド／Bルース・エンズ
／Cトゥ・レット・ユー・ノウ／Dジグソー／Eチー
フ／Fライム・オア・リーズン／Gクワーク
マイク・スターン（g）、ボブ・バーグ（ts）、マイケル・ブレッカー（Akai 
EWIE）、ジム・ベアード（key, synth-orchestrations）、ジェフ・
アンドリュース（el-b, b）、ピーター・アースキン（ds）、デニス・チェ
ンバース（dsBDE）、マノロ・バドレナ（shekèreA, bgoE）

【録音】1989年2月　ニューヨーク

WPCR-28068� [QWEST]

アーニー・ワッツ『ミュージカン』
A ミュージック・プレイヤー・フォー・ピース／�
Bホエア・ザ・スピリット・リヴズ／Cロック・キャ
ンピング／Dワン・ラヴ／Eレッド・ドレス／Fルッ
キング・グラス／Gドント・ユー・ノウ／Hアーバン・
リニューアル／Iキーピン・オン
アーニー・ワッツ（ts, as, ss）、フィル・ペリー（vo）、ドン・グルーシン（key）、ラッ
セル・フェランテ（key）、ポール・ジャクソン Jr.（g）、リー・リトナー（g）、ネイザ
ン・イースト（b）、ジョン・ロビンソン（ds）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、ジェ
リー・ヘイ（tp, flh） 他
1985年作品／ロサンゼルス＆ハリウッド録音

WPCR-28059� [GRAMAVISION]

ジョン・スコフィールド『ブルー・マター』
A ブルー・マター／ B トリム／ C ヘヴン・ヒル／
Dソー・ユー・セイ／Eナウ・シーズ・ブロンド／Fメ
イク・ミー／Gザ・ナグ／Hタイム・マーチズ・オン
ジョン・スコフィールド（g）、ミッチェル・フォアマン（key）、ハイラ
ム・ブロック（gAEF）、ゲイリー・グレインジャー（b）、デニス・チェ
ンバース（ds）、ドン・アライアス（perc）

【録音】1986年9月　ニューヨーク

WPCR-28067� [WARNER BROS.]

ジョー・ファレル『教会と牡牛』
A 教会と牡牛／ B プロミス・ミー・ユア・ラヴ／
Cディスコ・ダスト／Dサイクロン・ライダー／Eイズ・
イット・アスキング・トゥー・マッチ／Fイマジン・ミー
ジョー・ファレル（ss, ts, fl, oboe）、スタンリー・クラーク（picc-b）、
ラルフ・マクドナルド（cga, perc）、エリック・ゲイル（g）、リチャー
ド・ティー（p）、アンソニー・ジャクソン（b）、スティーヴ・ガッド（ds）、
デイヴ・グルーシン（mini-moog） 他

1977年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28062� [ATLANTIC]

ポール・ジャクソン Jr.『アウト・オブ・ザ・シャドウズ』
Aメイク・イット・ラスト・フォーエヴァー／Bオール・フォー・ユー／Cデイズ・
ゴーン・バイ／Dエンシノ・シャッフル／Eザ・ウェイ・イット・ハス・トゥー・ビー
／Fディス・ラヴズ・オン・ミー／Gザ・ニュー・ジャズ・スウィング／Hロード・
トゥ・エヴァーラスティング／Iマイ・サング／Jアイ・ウォント・ジーザス・トゥー・
ウォーク・ウィズ・ミー／Kメイク・イット・ラスト・フォーエヴァー（SHOCKING 
MIX）／Lエンシノ・シャッフル（REESE’S PIECES MIX）
ポール・ジャクソン Jr.（g, b, ds, key 他 ）、ジェラルド・アルブライト（as）、カーク・
ウェイラム（ts）、ジョージ・デューク（p）、パトリース・ラッシェン（p）、ボビー・ライル（p, 
key）、ロビー・ブキャナン（el-p）、ネイザン・イースト（b）、ハーヴィー・メイソン（ds）、パ
ウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、ルーサー・ヴァンドロス（back-vo） 他
1990年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28070� [WARNER BROS.]

デイヴィッド・サンボーン『ささやくシルエット』
Aポートタウン・セレナーデ／Bベター・ビリーヴ・
イット／Cラッシュ・アワー／Dオーヴァー＆オー
ヴァー／Eバック・アゲイン／Fささやくシルエッ
ト／Gストレイト・トゥ・ザ・ハート／H雨のクリ
スマス／I愛はいつの日か
デイヴィッド・ サンボーン（ss, as, sax-section）、 ビル・ エヴァンス（sax-
section）、ボブ・ミンツァー（b-cl）、ジョージ・デューク（clavinet）、マイケル・
センベロ（g, vo）、バジー・フェイトン（g）、マーカス・ミラー（b, b-g, synth）、オ
マー・ハキム（ds, tamb）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc） 他
1982年作品／ハリウッド録音

WPCR-28064� [WARNER BROS.]

アール・クルー『ソーダ・ファウンテン・シャッフル』
Aジャスト・プリテンド／Bベイビー・ケイクス／
Cソーダ・ファウンテン・シャッフル／Dムーンラ
イト・ダンシング／E影なき男／Fワン・ナイト／
Gいつの日か／Hレインボウ・マン／Iクロース・
トゥ・ユア・ハート／Jエイプリル・ラヴ
アール・クルー（g, key）、グレッグ・フィリンゲインズ（key, synth-programming）、 
ポール・ジャクソン Jr.（el-g）、ルイス・ジョンソン（b）、ハーヴィー・メイソン（ds,  
DMX-programming）、パウリーニョ・ダ・コスタ（perc）、ボー・トムリン（synth-
programming）
1985年作品／ハリウッド録音

WPCR-28072� [WARNER BROS.]

デイヴィッド・サンボーン『ストレイト・トゥ・ザ・ハート（ライヴ！）』
Aハイダウェイ／Bストレイト・トゥ・ザ・ハート
／Cラン・フォー・カヴァー／Dスマイル／Eリ
サ／Fラヴ＆ハピネス／Gロータス・ブロッサム
／Hワン・ハンドレッド・ウェイズ
デイヴィッド・サンボーン（as）、ランディ・ブレッカー（hornsH）、ジョン・ファ
ディス（hornsH）、マイケル・ブレッカー（hornsH）、ドン・グロルニック（key）、
ハイラム・ブロック（g, back-vo）、マーカス・ミラー（b, synth, back-voH）、
バディ・ウィリアムス（ds, back-vo）、ラルフ・マクドナルド（percCEH）、ハ
ミッシュ・スチュワート（voF）他
1984年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28066� [ELEKTRA]

グローヴァー・ワシントン Jr.『インサイド・ムーヴス』
A インサイド・ムーヴス／ B ドーン・ソング／
Cウォッチング・ユー・ウォッチング・ミー／Dシー
クレット・サウンズ／ E ジェット・ストリーム／�
F愛のまなざし／Gサッシィ・シチュー
グローヴァー・ワシントン Jr.（as, ts, ss, bs）、ラルフ・マクドナルド（cga,  
perc, ds-computer）、ジョン・ルシエン（vo）、マーカス・ミラー（b, synth）、リ
チャード・ティー（key）、エリック・ゲイル（g）、バディ・ウィリアムス（ds）、スティー
ヴ・ガッド（ds）、アンソニー・マクドナルド（perc）、アンソニー・ジャクソン（b） 他

【録音】1984年3月〜 6月　ニューヨーク

WPCR-28074� [WARNER BROS.]

デオダート『ナイト・クルーザー』
Aナイト・クルーザー／Bイースト・サイド・スト
ラット／ C スケーティン／ D アンクル・ファンク
／Eラヴ・マジック／Fグルーヴィテイション
エウミール・デオダート（key, g, synth, b-ds）、ロナルド・ベル（カリス・バーヤ
ン）（ts）、ジョージ・パリッシュ Jr.（g）、セルジオ・ディアス（g）、レイ・ゴメス（g）、
ヴィクター・ジョーンズ（rhythm-g）、ゲイリー・グレインジャー（b）、スキップ・
イングラム（b）、スティーヴン・ダニエルズ（ds）、ジミー・メイレン（perc）、デイ
ヴィッド・ブラヴォ（el-p）、プラチナ・フック（vo, clap） 他

【録音】1980年2月〜 6月　ニュージャージー

WPCR-28061� [ATLANTIC]

マイク・スターン『オッズ・オア・イーヴンス』
A キーズ／ BD.C. ／ C コモン・グラウンド／
Dオッズ・オア・イーヴンス／Eセヴン・サーティー
／Fイフ・ユー・セイ・ソー／Gサンドボックス／
Hウォーキー・トーキー
マイク・ スターン（g）、 ボブ・ バーグ（sax）、 ジム・ ベアード（p, 
synth）、リンカーン・ゴーインズ（bACEH）、アンソニー・ジャク
ソン（bBDF）、デニス・チェンバース（dsBCDF）、ベン・ペロウ
スキー（dsAEH）、ドン・アライアス（perc）
1991年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28069� [ELEKTRA]

スタンリー・タレンタイン『テンダー・トゥゲザーネス』
Aハーマノス／Bアイル・ギヴ・ユー・マイ・ラヴ／
Cタマラック／Dアフター・ザ・ラヴ・イズ・ゴーン
／Eチェルビン／Fオンリー・ユー・アンド・ミー
／Gワールド・チャイムズ／Hピュア・ラヴ（インター
ルード）／Iハヴィン・ファン・ウィズ・ミスター・T.
スタンリー・タレンタイン（ts）、ジェリー・ヘイ（tp, flh）、ローランド・バウティスタ（g, 
el-g）、ネイザン・イースト（b, el-b）、レオン“ンドゥグ”チャンクラー（ds）、パウリーニョ・
ダ・コスタ（perc）、ラルフ・ジョンソン（perc）、フィリップ・ベイリー（perc）、フレッド・
ホワイト（ds, perc）、ダイアン・リーヴス（vo） 他

【録音】1981年2月〜 4月　マリブ『インディゴ・ランチ』、ハリウッド

WPCR-28063� [ATLANTIC]

ポール・ジャクソン Jr.『リヴァー・イン・ザ・デザート』
Aヘヴン・マスト・ビー・ライク・ディス／Bアラン／Cフ
レーヴァー／ D カミング・アトラクション／ E イースト・
フロム・ウエスト／Fイッツ・ア・スタート／Gエンド・オブ・
ザ・ロード／Hリヴァー・イン・ザ・デザート／Iイフ・アイ・
ゴー・アウェイ／Jヘヴン／Kワン・オクロック・ブルース
ポール・ジャクソン Jr.（g, ds-programming, key, arr）、ジェラルド・アルブライト

（sax, fl）、ボビー・ライル（p）、ジョージ・デューク（p）、ジェフ・ローバー（key）、グレッグ・
フィリンゲインズ（key, synth, b-synth）、スタンリー・クラーク（b）、ハーヴィー・メイ
ソン（ds, slick-cymbals）、ジェームス・イングラム（back-vo）他
1993年作品／カリフォルニア州エンシノ＆ハリウッド録音

WPCR-28071� [WARNER BROS.]

デイヴィッド・サンボーン『バックストリート』
A愛の約束／B君の微笑み／Cビリーヴァー／
Dバックストリート／E涙はクリスタル／F大聖
堂／Gブルー・ビーチ／Hさよならは悲しい言葉
デイヴィッド・ サンボーン（as, ss）、マイケル・ コリーナ（key）、
マーカス・ミラー（el-b, g, synth 他 ）、ハイラム・ブロック（el-b, 
synth-b, el-g）、スティーヴ・ガッド（ds）、ラルフ・マクドナルド

（cga, perc）、ルーサー・ヴァンドロス（back-vo）、イヴォンヌ・ル
イス（back-vo） 他
1983年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28065� [WARNER BROS.]

アール・クルー『ライフ・ストーリーズ』
A トラヴェラー／ B ジャスト・フォー・ユア・ラヴ／
Cセカンド・チャンス／Dフォー・ザ・ラヴ・オブ・ユー／
Eデブラ・アン／Fサンティアゴ・サンセット／Gサン
ドマン／Hリターン・オブ・ザ・レインメイカー／Iムー
ン・アンド・ザ・スターズ／JトラヴェラーPARTⅡ
アール・クルー（g）、マイケル・ブレッカー（ts）、グレッグ・フィリンゲインズ（key）、リ
チャード・ティー（key）、エリック・ゲイル（g）、カルヴィン・ブライアント（b）、ルイコ・
ホッパー（b）、バディ・ウィリアムス（ds）、ドン・セベスキー（strings arr, cond） 他

1986年作品

WPCR-28073� [WARNER MUSIC JAPAN]

バーナビィ・フィンチ『デジタル・マッドネス』
Aマルキシスト・イン・ベッド／Bホエアーズ・ザ・
フック／ C ドント・タッチ・マイ・ムスタッシュ／
D ホワット・ケイム・ビフォー／ E サンセット／
Fヒット・アンド・ラン／Gパルサー
バーナビィ・フィンチ（k e y）、デイヴ・ボラフ（t s ,  s y n t h - 
programming）、パット・ケリー（g）、ジョージ・ベンソン（g）、リー・
リトナー（g）、ニール・ステューベンハウス（b）、ヴィニー・カリウタ

（ds）、ジョン・キーン（ds）、マイク・フィッシャー（perc）
1986年作品／ハリウッド録音

スティーヴ・カーンのプロデュースによる89年作品。セッション仲間たちと
ともに、熱く、だが緻密な、彼らしいサウンドとギター・ソロを縦横無尽に展開。

クインシー・ジョーンズのプロデュースで、グラミー賞を受賞した名作。ゴージャ
スなサウンドをバックに、ワッツのサックスがファンキーにブロウしている。

超重量級ドラマー、デニス・チェンバースがグループに参加し、ジョン・ス
コのギターと真っ向からぶつかり合った、ジャズ・ファンクの圧倒的名盤。

豪華なメンバーたちと熱演を繰り広げた、フュージョン・サックスの異色作。
スタンリー・クラークも参加した、スパニッシュ・タッチのタイトル曲に注目。

超売れっ子セッション・ギタリストの90年作品。プログラミングと生演奏がバ
ランス良く配されたサウンドをバックに、ソウルフルなギターをフィーチャー。

スティーヴィー・ワンダーのシンセ・プログラムで知られるロバート・マーゴ
ウレフのプロデュースで、マイケル・センベロなどが曲を提供した82年作品。

フュージョン・アコースティック・ギターの第一人者の、85年作品。バンド・
サウンドを重視し、ライヴ感覚溢れるギター・プレイを展開している。

マーカス・ミラー率いるスーパー・バンドとともに、熱くグルーヴィーなプレ
イを展開した、スタジオ・ライヴ・アルバムの傑作。サンボーンの代表曲満載。

スムース・ジャズの生みの親ともいうべきサックス奏者の84年作品。コー
ラスもフィーチャーし、メロウで歌心溢れるサックス・ソロが楽しめる名盤。

ブラジル出身の名アレンジャーによる、ディスコ・フィーリング溢れる
快作。ゴージャスなアレンジと、軽快なキーボード・ワークが楽しめる1枚。

コンテンポラリー・ジャズ・ギターの雄、スターンの91年作品。ジム・ベアー
ドのプロデュースで、テンション溢れるギター・サウンドを展開している。

ラリー・ダンがプロデュースを手がけ、アース・ウィンド＆ファイアーのメン
バーなども参加した、ファンキー・テナーの雄のポップでダンサブルな1枚。

93年リリースの3作目。R&B フィーリング溢れるギター・ソロ満載の
意欲作。ボーイズⅡメンの「エンド・オブ・ザ・ロード」のカヴァーも話題に。

マーカス・ミラーが全面参加した、ファンキーな名作。グラディス・ナ
イト & ザ・ピップスの「さよならは悲しい言葉」のカヴァーも話題に。

デヴィッド・マシューズ、ドン・セベスキーをアレンジャーに迎え、ストリング
スなどをバックに、じっくりとバラードを歌い上げる大人のギター・アルバム。

リー・リトナーやジョージ・ベンソンなどのサポートで知られるキーボード
奏者の、才気溢れる初リーダー作。リトナーやベンソンもゲストとして参加。

日本初 CD 化日本初 CD 化

日本初 CD 化

コンテンポラリー・ジャズ・ギターのトップを走り続けるマイク・スターンの89年作品。
ギタリストのスティーヴ・カーンがプロデュースを手掛け、ボブ・バーグ（ts）、マイケル・
ブレッカー（EWI）、ジェフ・アンドリュース（b）、ジム・ベアード（key）、ピーター・アー
スキン（ds）、デニス・チェンバース（ds）などといった、気心の知れたセッション仲間た
ちとともに、熱く、だが緻密な、彼らしいサウンドとギター・プレイを展開している。

クインシー・ジョーンズのレーベル“クウェスト”からリリースされた第2作目で、グラ
ミー賞のベスト R&B インストゥルメンタル・パフォーマンスを受賞した名作。ワッツ
本人とドン・グルーシンがサウンド・プロデュースを手掛け、リー・リトナー（g）、ラッ
セル・フェランテ（key）、ネイザン・イースト（b）、ジョン・ロビンソン（ds）などによる
ゴージャスなサウンドをバックに、ワッツのサックスがファンキーにブロウしている。

86年に結成されたジョン・スコフィールドのレギュラー・グループでレコーディングさ
れた名作。強力なグルーヴ感と正確無比なテクニックをもつドラマー、デニス・チェン
バースのヘヴィ級ビートと、ジョン・スコのアグレッシヴでファンキーなギターとが真っ
向からぶつかり合ったサウンドは、まさに圧巻。ジャズ・ファンク・ギターの名盤となっ
た。特に「トリム」や「ザ・ナグ」などにおけるふたりのインタープレイは圧倒的だ。

リターン・トゥ・フォーエヴァーのサックス奏者としても活躍していたジョー・ファレ
ルの77年の作品。リチャード・ティー（key）、エリック・ゲイル（g）、アンソニー・ジャク
ソン（b）、スティーヴ・ガッド（ds）などといった豪華なメンバーたちと共に熱演を繰り
広げた、フュージョン・サックスの異色作ともいうべきアルバムだ。スタンリー・クラー
クがピッコロ・ベースで参加した、スパニッシュ・タッチのタイトル曲が最大の聴きもの。

数多くのヒット作品を支えてきた超売れっ子セッション・ギタリストの90年作品。プ
ログラミングと生演奏がバランス良く配された、現在のスムース・ジャズの先駆けと
もいうべきサウンドをバックに、ソウルフルで歌心溢れるギター・ソロをフィーチャー
している。ルーサー・ヴァンドロス（vo）、カーク・ウェイラム（ts）などゲストも豪華。キー
ス・スウェットのヒット曲「メイク・イット・ラスト・フォーエヴァー」のカヴァーも収録。

フュージョン・サックスのスーパースターが82年にリリースした異色作。スティーヴィー・
ワンダーのシンセサイザー・プログラムなどで知られるロバート・マーゴウレフのプ
ロデュースで、マイケル・センベロなどが曲を提供している。またマーカス・ミラーが
ベースで全面参加し、さらに4曲を提供するなど、サンボーン・サウンドの土台をしっ
かりと支えている。珍しくサンボーンのソプラノ・サックス・ソロを聴くこともできる。

フュージョン・アコースティック・ギターの第一人者、アール・クルーの85年作品。全
曲彼のオリジナルで構成されており、ポール・ジャクソン Jr.（g）、グレッグ・フィリン
ゲインズ（key）、ルイス・ジョンソン（b）、ハーヴィー・メイソン（ds）、パウリーニョ・ダ・
コスタ（perc）などといった強力メンバーたちによるバンド・サウンドを重視した、ラ
イヴ感覚溢れる、メロディアスだがグルーヴィーなギター・プレイを展開している。

84年にリリースされた、スタジオ・ライヴ・アルバム。ハイラム・ブロック（g）、ドン・グ
ロルニック（key）、マーカス・ミラー（b）、バディ・ウィリアムス（ds）という理想的なメ
ンバーに加えて、「ラヴ＆ハピネス」にはハミッシュ・スチュワート（vo）も参加してい
る。それまでのサンボーンの活動の総決算ともいうべき選曲・内容になっており、ハー
トフルで歌心溢れるアルト・サックス・ソロがタップリとフィーチャーされた名作だ。

スムース・ジャズの生みの親ともいうべきサックス奏者の84年作品。大ヒット作『ワ
インライト』も手がけたラルフ・マクドナルドのプロデュースで、マーカス・ミラー（b）、
スティーヴ・ガッド（ds）、エリック・ゲイル（g）、リチャード・ティー（key）などといっ
た名手たちが参加し、またコーラスもフィーチャーしたゴージャスなサウンドをバッ
クに、グローヴァーのメロウで歌心溢れるサックス・ソロがタップリと楽しめる名作だ。

ブラジル出身の名キーボード奏者／アレンジャーのデオダートが、クール＆ザ・ギャ
ングのプロデュースやアース・ウィンド＆ファイアーのアレンジなどで、世界の音楽シー
ンを席巻していた最中の80年にリリースした快作。ホーン・セクションも含む、ディス
コ・フィーリング溢れるゴージャスなアレンジと、軽快なキーボード・ワークが展開さ
れている。サウンド・クリエイターとしての彼の才能が見事に発揮されたアルバムだ。

コンテンポラリー・ジャズ・ギターの雄、スターンの91年作品。キーボード奏者／アレン
ジャーのジム・ベアードがプロデュースを担当し、テンション溢れるクリエイティヴな
ギター・サウンドを展開している。熱くなったら止まらないギター・ソロは、彼の大きな
魅力だ。また彼の作曲の才能もさらに磨きがかかり、魅力的なメロディが次々と登場す
る。アンソニー・ジャクソン（b）とデニス・チェンバース（ds）のリズム・セクションも強力。

ファンキー・テナー・サックスの雄の81年作品。アース・ウィンド＆ファイアーのラリー・
ダンがプロデュースを手がけ、ローランド・バウティスタ（g）、フィリップ・ベイリー

（perc）、フレッド・ホワイト（perc）など EW&F ファミリーのメンバーも参加し、ゴー
ジャスなサウンドを展開している。EW&F のヒットでも知られる「アフター・ザ・ラヴ・
イズ・ゴーン」も収録。またゲスト・シンガーとして、ダイアン・リーヴス（vo）も参加。

93年にリリースされた、ソロ3作目。グレッグ・フィリンゲインズ（key）、ジェフ・ロー
バー（key）、ハーヴィー・メイソン（ds）などが参加し、彼の R&B フィーリング溢れる
ギター・ソロをタップリとフィーチャーしている。またボビー・ライル（key）、ジェラル
ド・アルブライト（sax）との“アトランティック・オールスターズ”によるナンバーも収
録。ボーイズⅡメンの大ヒット曲「エンド・オブ・ザ・ロード」のカヴァーも話題になった。

サンボーンの名パートナーともいうべきマーカス・ミラーが、マイケル・コリーナ、レイ・
バーダニと共に、初めてプロデューサーとして参加した、83年の名作。マーカスがほと
んどの楽器を駆使して、ひとりですべてのバック・トラックを作っている曲も多く、サ
ンボーンのリーダー作であるとともに、マーカスの才能爆発のアルバムともいえる。グ
ラディス・ナイト & ザ・ピップスの「さよならは悲しい言葉」のカヴァーも話題を呼んだ。

フュージョン・アコースティック・ギターの先駆者による、86年作品。デヴィッド・マシュー
ズとドン・セベスキーという巨匠アレンジャー 2人を迎え、ストリングスなどをバッ
クに、じっくりとアコースティック・ギターでバラードを歌い上げる、まさに大人のギ
ター・アルバムになっている。アイズレー・ブラザーズの「フォー・ザ・ラヴ・オブ・ユー」
のカヴァーも収録。またマイケル・ブレッカー（ts）もゲストとして参加している。

リー・リトナー、ジョージ・ベンソン、トム・スコットなどのグループで活躍してきたキー
ボード奏者が、86年に制作した、才気溢れる初リーダー作。パット・ケリー（g）、ニール・
ステューベンハウス（b）、ヴィニー・カリウタ（ds）という彼の仲間たちとのセッション
を中心に、リトナーやベンソンもゲストとして参加している。フィンチのキーボード
奏者、そして作曲家としての才能の豊かさが十分に発揮された、内容の濃い作品だ。
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WPCR-28076� [ELEKTRA]

ジョージ・デューク『ナイト・アフター・ナイト』
Aミス・ウィグル／Bチルドレン・オブ・ザ・ナイト／Cラヴ・バ
ラード／Dギルティー／Eセイム・オール・ラヴ／Fセイ・ハロー
／Gオンリー・ワン・イン・マイ・ライフ／Hブラジリアン・コー
ヒー／Iディス・ラヴィン／Jミステリー・アイズ／〈ボーナス・
トラック〉K560 SL／Lファジオン／Mライズ・アップ
ジョージ・デューク（key 他）、フレディ・ワシントン（b）、ポール・ジャクソン Jr.（g）、ジェ
リー・ヘイ（tp）、ラリー・ウィリアムス（ts）、ジョン・ロビンソン（ds）、マイケル・ランドウ

（gK）、アルフォンソ・ジョンソン（bL）、ジャン＝リュック・ポンティ（vlnL）、マイケル・
センベロ（gL）、アイアート・モレイラ（percL）、スタンリー・クラーク（bL） 他
1989年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28084� [WARNER BROS.]

アイアート・モレイラ『タッチング・ユー、タッチング・ミー』
A アマジョウル／ B パルチード・アルト／ C オー
プン・スペース／D鼓動／Eクィーカの調べ／Fムー
ヴ・イット・オン・アップ／Gアンド・ゼン・ウィ・タッ
チト・ザ・スカイ／Hテンポス・アトラース（夢は真実）
／Iイッツ・ノット・ア・バラード／J終焉への序章
アイアート・モレイラ（ds, perc, vo）、アルフォンソ・ジョンソン（b, stick）、リチャード・
フェルドマン（g）、ジョージ・デューク（key）、マルコス・ヴァーリ（key）、ホセ・ベルトラ
ン（key）、ミシェル・コロンビエ（key）、ハーブ・アルパート（tp）、ジョー・ファレル（sax）、
フローラ・プリム（vo）、スウィート・インスピレイションズ（vo） 他

1979年作品／ハリウッド＆ロサンゼルス録音

WPCR-28075� [WARNER BROS.]

デオダート『ハッピー・アワー』
A キープ・オン・ムーヴィン／ B ハッピー・アワー
／ C 愛しあうトゥナイト／ D 涙のクラウン／
E スウィート・マジック／ F ラヴ＆ハーモニー／
G夢に見る想い
エウミール・デオダート（el-p, p 他）、ケリー・バレット（vo）、エバン・ケリー（vo）、キャ
ンディ・ステイトン（vo）、ゲイリー・グレインジャー（b）、ニール・ジェイソン（b）、ジェ
リー・バーンズ（b）、スティーヴン・ダニエルズ（ds）、ジョン・タッカー（ds）、ジョン・サッ
スウェル（ds）、ワイアット・ステイトン（g）、アラン・トーマス（g）、デイヴ・ブラウン（g）、
ジョージ・パリッシュ Jr.（g）、マーク・コーエン（el-p）、デイヴ・ブラヴォ（el-p） 他
1982年作品／ニュージャージー録音

WPCR-28083� [WARNER BROS.]

マーカス・ミラー『パーフェクト・ガイ』
Aアンフォゲッタブル／Bエニシング・アイ・キャン・
ドゥ／Cスーパースパイ／Dジュース／Eギヴ・
ユー・モア／Fパーフェクト・ガイ／Gガールフレ
ンド（だけど親友の彼女）／Hネイディーン
マーカス・ミラー（all-inst, vo）、デイヴィッド・サンボーン（asDF）、
クラッシャー・ベネット（add perc）、アンソニー・マクドナルド（add 
perc） 他

1984年作品／ニューヨーク＆ハリウッド録音

WPCR-28078� [WARNER BROS.]

ジョー・サンプル『インヴィテーション』
Aブラック・イズ・ザ・カラー／Bア・ハウス・イズ・
ノット・ア・ホーム／C降っても晴れても／Dイン
ヴィテーション／Eサマータイム／Fニカの夢／
Gストーミー・ウェザー／Hジャンゴ／Iマイ・ワン・
アンド・オンリー・ラヴ／Jムード・インディゴ
ジョー・サンプル（p, synth, arr）、セシル・マクビー（b）、ヴィクター・ルイス（ds）、
レニー・カストロ（perc）、ジョー・マーディン（synth-programming）、ラリー・
ウィリアムス（synth-programming）、デイル・オーラー（arr, cond）他
1993年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28086� [ATLANTIC]

ビリー・コブハム『シャバズ〜ライヴ・イン・ヨーロッパ』
Aシャバズ／Bトーリアン・マタドール／Cレッ
ド・バロン／Dテンス・ピン
ビリー・コブハム（perc）、ランディ・ブレッカー（tp）、グレン・フェリ
ス（tb）、マイケル・ブレッカー（sax）、ミルチョ・レヴィレフ（key）、
ジョン・アバークロンビー（g）、アレックス・ブレイク（b）

【録音】B:1974年7月4日　スイス『モントルー・ジャズ・フェスティ
ヴァル』でのライヴ／ ACD:1974年7月13日　ロンドン『レイン
ボウ・シアター』でのライヴ

WPCR-28080� [ATLANTIC]

ハービー・マン『ディスコティック』
Aハイ・ジャック／Bピック・アップ・ザ・ピーセズ
／Cレディ・マーマレイド／Dメディテレニアン／
Eお前を離さない／F愛は夢の中に／Gハイ・ア
バヴ・ジ・アンデス／H美の鳥／Iグアバ・ジェリー
ハービー・マン（fl）、バリー・ロジャース（tb）、サム・バーティス（tb）、パット・レビ
ロット（key, arr, cond）、ジェリー・フリードマン（g）、ヒュー・マクラッケン（g）、
ボブ・マン（g）、トニー・レヴィン（b）、スティーヴ・ガッド（ds）、ラルフ・マクドナ
ルド（perc）、レイ・バレット（perc）、シシー・ヒューストン（back-vo） 他

1975年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28088� [ATLANTIC]

ダニー・ゴットリーブ『アクアマリン』
Aアクアマリン／Bモンタレー／Cジ・エイヴィ
アリー／ D アラスカ／ E ウォーターフォール／
F ビーイング／ G デュエット／ H アポン・ア・タ
イム／Iピース・オブ・マインド
ダニー・ゴットリーブ（ds, perc）、ビル・エヴァンス（sax）、デイヴ・サミュエルズ

（vib）、ジョー・サトリアーニ（g）、ジョン・マクラフリン（g）、ジェフ・ミロノフ（g）、
ジョン・アバークロンビー（g-synth, g, el-g）、スティーヴ・カーン（g）、マーク・イー
ガン（b, key）、ダグ・ホール（key, g）、ミッチェル・フォアマン（key）、カフェ（perc）

1987年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28082� [ATLANTIC]

ハービー・マン『サンベルト』
Aウォーターメロン・マン／B私の気持ち／Cホワッ
ト・ウッド・ユー・ドゥ？／Dキリアン／Eドナ・パル
メイラ（マダム・パーム・ツリー）／Fレッツ・ステイ・
トゥゲザー／Gサンベルト〜ウィーヴァー・ウーマン
ハービー・マン（fl , ts , whist ler）、クラウディオ・ロディッティ（tp, v-tb, 
 perc）、ロイ・エアーズ（vib）、バリー・ロジャース（tb）、リチャード・ティー（key）、
パット・レビロット（el-p）、ドン・サルヴァドール（el-p, p）、ジェフ・ミロノフ（g）、
エイモリー・トリスタオ（g）、フランク・グラヴィス（b）、スティーヴ・ガッド（ds）他

1978年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28090� [WARNER BROS.]

フォープレイ『ビトウィーン・ザ・シーツ』
Aチャント／Bモンタレー／Cビトウィーン・ザ・
シーツ／Dリル・ダーリン／Eフライング・イース
ト／ F ワンス・イン・ジ・AM ／ G ガリヴァー／�
H アモローソ／ I サマー・チャイルド／ J アンセ
ム／Kソング・フォー・ソマリア／〈日本盤のみのボー
ナス・トラック〉LTOKYO RAIN
ボブ・ジェームス（key）、リー・リトナー（g, el-g, g-synth）、ネイザン・イースト

（b）、ハーヴィー・メイソン（ds）、チャカ・カーン（vo） 他
1993年作品／ロサンゼルス、ニューヨーク録音

WPCR-28077� [WARNER BROS.]

ジョージ・デューク『スナップショット』
Aフロム・ザ・ヴォイド（イントロ）／Bヒストリー／Cスナッ
プショット／Dノー・ライム、ノー・リーズン／Eシックス・
オクロック／ F ウー・ベイビー／ G フェイム／ H ジュネー
ヴ／ I スピーク・ロウ／ J キーピング・ラヴ・アライヴ／
Kアンティル・サンライズ／Lバス・ツアーズ／Mイン・ザ・
ミーンタイム（インタールード）／Nザ・モーニング・アフター
ジョージ・デューク（key他）、エヴェレット・ハープ（as）、ポール・ジャクソンJr.（g）、デニス・
チェンバース（ds）、デニース・ウィリアムス（vo）、ハワード・ヒューイット（vo）、シャンテ・
ムーア（vo）、ジェフリー・オズボーン（vo）、フィリップ・ベイリー（vo） 他
1992年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28085� [ATLANTIC]

ビリー・コブハム『皆既食』
Aソラリ現象［a. 色彩現象の変化〜 b. 第二次現象の
はじまり〜 c. 三日月状の太陽〜 d. 宇宙旅行〜 e. ソ
ラリ現象全体の再現］／B月人の登場／C皆既食／
D暗黒に活躍する悪人／E月の起源／F月にうさ
ぎはいない／G静穏なる月海／H宇宙フロンティア
ビリー・コブハム（ds, timpani, p）、ランディ・ブレッカー（tp, flh）、マイケル・ブ
レッカー（fl, ss, ts）、ミルチョ・レヴィレフ（key）、ジョン・アバークロンビー（el-g, 
ovation-g）、コーネル・デュプリー（g）、アレックス・ブレイク（el-b） 他
1974年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28079� [WARNER BROS.]

ジョー・サンプル＆ソウル・コミッティー『フィール・ザット？』
A ミステリー・チャイルド／ B サイドワインダー
／Cヴィヴァ・デ・ファンク／Dホワイル・イッツ・
グッド／Eスペア・ユア・カー／Fダーティ・ライ
ス／ G フィール・ザット？／ H ラスト・バズ／
Iギヴ・イット・ヒア／Jジャスト・チリン
ジョー・サンプル（p, key）、オスカー・ブラッシャー（tp）、ジョエル・ペ
スキン（ts）、アーサー・アダムス（g）、マイケル・ランドウ（g）、フレディ・
ワシントン（b）、スティーヴ・ガッド（ds）、レニー・カストロ（perc）
1994年作品／ロサンゼルス録音

WPCR-28087� [ATLANTIC]

ビリー・コブハム『ファンキー・サイド・オブ・シングス』
Aソロ /パンハンドラー／Bソーサリー／Cソロ /ファ
ンキー・サイド・オブ・シングス／Dソロ /貴方を想いつつ
／ E サム・スカンク・ファンク／ F 暗闇から導く光／
Gファンキー・カインド・オブ・シング／Hムーディ・モード
ビリー・コブハム（perc, ds, synth）、ランディ・ブレッカー（tpABD-H）、ウォルト・
ファウラー（tpC）、マイケル・ブレッカー（saxABD-H）、ラリー・シュナイダー（saxC）、
トム・マローン（tbC, piccC）、グレン・フェリス（tbABD-H）、ミルチョ・レヴィレフ

（key）、ジョン・スコフィールド（g）、アレックス・ブレイク（b）、“リバップ”クワク・バアー
（cgaAC）

1975年作品／サンフランシスコ、ロンドン、フィラデルフィア録音

WPCR-28081� [ATLANTIC]

ハービー・マン『ディスコ・スーパーマン』
Aディスコ・スーパーマン／Bエタガイ／Cジス
コ・ダズ／Dロック・フリーク／Eストンプ・ユア・
フィート／Fボディ・オイル／Gジャンゴ
ハービー・マン（fl）、ノーバート・スロリー（el-b）、リチャード・タニンバ
ウム（ds）、クラレンス・バーク（g）、ケン・マズール（g）、スタン・ルーカ
ス（g）、ジョン・クックシー（key, perc）、リロイ・バージェス（key）、ナッ
ト・アダレイ Jr.（key）、パトリック・アダムス（key）、トム・ブライド
ウェル（key）、エディ・コロン（perc）、マイケル・ルイス（perc）他
1978年作品／ニューヨーク録音

WPCR-28089� [WARNER BROS.]

ベラ・フレック＆ザ・フレックトーンズ『UFO TOFU』
A ザ・ウエスト・カウンティ／ B セックス・イン・ア・パン／
Cネモズ・ドリーム／Dボニー＆スライド／Eスカットルバッ
ト／FUFO TOFU／Gマジック・フィンガーズ／Hトゥルー・
ノース／ I ライフ・ウィズアウト・エルヴィス／ J セレスタ
／Kザ・イーホー・ファクター／Lアフター・ザ・ストーム
ベラ・フレック（acoustic, slide, el&nylon string banjos）、フューチャー・マン

（synth-axe drumitar）、ハワード・レヴィ（hca, p, synth, pennywhistle, 
ocarina）、ヴィクター・ウッテン（b）

1992年作品／テネシー州ナッシュヴィル録音

名キーボード奏者／プロデューサーの89年作品。ジョニー・ギル、ジェフ
リー・オズボーン、ジェイムス・イングラムら豪華シンガー陣もゲスト参加。

ブラジル出身の名パーカッション奏者が、ハーブ・アルパート、ジョージ・
デューク、マルコス・ヴァーリなどと作り上げた躍動感溢れる79年の名作。

クール＆ザ・ギャングのプロデュースでも知られるデオダートのホットな1枚。
スモーキー・ロビンソン&ザ・ミラクルズの「涙のクラウン」のカヴァーも話題。

スーパー・ベーシストの84年リリースのセカンド・アルバム。ほとんどの楽器と
ヴォーカルを自身が手掛け、アーティストとしての才能が見事に開花した意欲作。

クルセイダーズの名ピアニストが、「サマータイム」、「ジャンゴ」、「マイ・ワン・
アンド・オンリー・ラヴ」など、ジャズ・スタンダードに挑戦した93年作品。

ブレッカー・ブラザーズ、ジョン・アバークロンビーなども参加し、コブハ
ムの超人的なドラムが圧倒的な迫力で炸裂する、怒濤のライヴ・アルバム。

ファンキー・フルートの巨匠が、ディスコ・サウンドに挑戦した作品。オーティ
ス・レディング、スティーヴィー・ワンダー、パティ・ラベルなどの曲もカヴァー。

パット・メセニー・グループ、エレメンツなどで知られるドラマーの初リーダー
作。ジョン・マクラフリンもゲスト参加し、大胆かつ緻密なサウンドを展開。

リチャード・ティー、スティーヴ・ガッドなども参加した、ハービーの
名作。「ウォーターメロン・マン」、「私の気持ち」などのカヴァーも収録。

フュージョン界のトップ・プレイヤー 4人による、緻密で洗練されたサウ
ンドが魅力のヒット作。タイトル曲にはチャカ・カーンもゲストとして参加。

名キーボード奏者／プロデューサーの力作。デニース・ウィリアムス、ハワー
ド・ヒューイット、ジェフリー・オズボーンらが参加した「フェイム」も話題に。

超絶技巧スーパー・ドラマーの74年作品。ブレッカー・ブラザーズ、ジョン・
アバークロンビーなどとともに、重厚でエネルギッシュなサウンドを展開。

クルセイダーズの名ピアニストが、スティーヴ・ガッド、フレディ・ワシント
ンなどとのユニット“ソウル・コミッティー”で制作したファンキーな名作。

ブレッカー・ブラザーズ、ジョン・スコフィールドなども参加した、超絶ド
ラマーの75年作品。ブレッカーの名曲「サム・スカンク・ファンク」も収録。

ファンキー・フルートの巨匠の、最高にハッピーでダンサブルな78年作品。
セリ・ビーのディスコ・ヒット「スーパーマン」のヒップなカヴァーも話題に。

バンジョーであらゆるジャンルに挑戦するベラ・フレック率いるグループの、
フュージョン・テイスト溢れる名作。ヴィクター・ウッテンの超絶技巧も炸裂。

日本初 CD 化

日本初 CD 化 日本初 CD 化

日本初 CD 化

日本初 CD 化

日本初 CD 化

名キーボード奏者／プロデューサーの89年作品。アルフォンソ・ジョンソン（b）、ジャ
ン＝リュック・ポンティ（vln）、マイケル・センベロ（g）、アイアート・モレイラ（perc）、ス
タンリー・クラーク（b）などといった豪華ゲストも参加し、ポップでダンサブルなサウ
ンドを展開している。またジョニー・ギル、ハワード・ヒューイット、ジェフリー・オズボー
ン、ジェイムス・イングラムといった錚々たるシンガーたちがコーラスで参加している。

リターン・トゥ・フォーエヴァーなどで活躍していた、ブラジル出身の名パーカッショ
ン奏者の79年の作品。ハーブ・アルパート（tp）、ジョージ・デューク（key）、アルフォン
ソ・ジョンソン（b）、ジョー・ファレル（sax）、フローラ・プリム（vo）、マルコス・ヴァー
リ（key）、スウィート・インスピレイションズ（vo）など、アメリカとブラジルのトップ・
ミュージシャンたちが参加して、躍動感溢れるハッピーなサウンドを展開している。

ブラジル出身で、当時クール＆ザ・ギャングのプロデュースなども手がけていたデオ
ダートが、82年にリリースしたホットな1枚。全曲がキャンディ・ステイトン、ケリー・
バレット、エバン・ケリーなどのシンガーをフィーチャーしたヴォーカル・チューンで、
ダンサブルでポップなデオダート・サウンドをゴージャスに展開している。スモーキー・
ロビンソン & ザ・ミラクルズの「涙のクラウン」のカヴァーも話題となった。

マーカスの84年リリースの2作目。プロデュースはマーカスとレイ・バーダニが手掛
け、ほとんどの楽器とリード・ヴォーカルをマーカス自身が担当している。前作『サドゥ
ンリー』よりもさらにサウンド・クオリティが高くなり、よりポップで高密度なものに
なっている。彼のヴォーカルもさらに上達しており、アーティストとしてのマーカス・
ミラーの成長ぶりが伝わってくる作品となっている。

クルセイダーズの名ピアニストが、ジャズ・ピアニストとしてのルーツに立ち帰った
93年の作品。「サマータイム」、「ジャンゴ」、「マイ・ワン・アンド・オンリー・ラヴ」などと
いったジャズのスタンダード曲を、セシル・マクビー（b）とヴィクター・ルイス（ds）と
のトリオを中心に、さらにシンセサイザーやオーケストラも加えて、スウィンギーな
プレイで聴かせている。ジャズ・ピアニストとしての彼の魅力が引き出された名作だ。

ドラムという楽器の可能性を大きく広げ、音楽シーンに大きな影響を与えたスーパー・
ドラマーの、74年のライヴ・アルバム。ランディ・ブレッカー（tp）、マイケル・ブレッカー

（sax）、ジョン・アバークロンビー（g）などといった、当時の新進気鋭の若手ミュージシャ
ンも参加し、彼らのハツラツとしたプレイと、コブハムの超人的なドラムが圧倒的な迫
力で炸裂している。「トーリアン・マタドール」、「レッド・バロン」といった代表曲も収録。

ファンキー・フルートの巨匠が、ディスコ・サウンドに挑戦した75年の作品。スティー
ヴ・ガッド（ds）、トニー・レヴィン（b）などが参加し、オリジナル曲に加え、オーティス・
レディングの「お前を離さない」、スティーヴィー・ワンダーの「美の鳥」、パティ・ラベ
ルの「レディ・マーマレイド」、アヴェレイジ・ホワイト・バンドの「ピック・アップ・ザ・ピー
セズ」など、ユニークなカヴァーも収録。

パット・メセニー・グループ、ギル・エヴァンス・オーケストラ、エレメンツなどで活躍
してきた名ドラマーの、87年の初リーダー作。盟友マーク・イーガン（b）はもちろん、ミッ
チェル・フォアマン（key）、スティーヴ・カーン（g）、ジョン・アバークロンビー（g）、ビル・
エヴァンス（sax）などといった仲間たちに加え、ジョン・マクラフリン（g）やジョー・サ
トリアーニ（g）などもゲストとして参加し、大胆かつ緻密なサウンドを展開している。

ファンキー・フルートの巨匠が78年にリリースした作品。リチャード・ティー（key）、
スティーヴ・ガッド（ds）、ロイ・エアーズ（vib）、ジェフ・ミロノフ（g）などといった豪華
なメンバーが参加し、熱いサウンドを展開している。ハービー・ハンコックの「ウォーター
メロン・マン」、ダニー・ハサウェイ＆ロバータ・フラックの「私の気持ち」、アル・グリー
ンの「レッツ・ステイ・トゥゲザー」などのカヴァーも収録。

93年リリースのセカンド・アルバム。アコースティック感覚を活かしたメロディアスで
シンプルなサウンドが展開されており、決して派手ではないが、4人の名手たちのツボを
押さえたプレイは、シブくてカッコいい。まさに円熟の名人芸。アイズレー・ブラザーズの
ヒット曲のカヴァーであるタイトル曲にはチャカ・カーンが参加し、ネイザンとのしっと
りとしたデュエットを聴かせている。これぞ本物の“オトナのフュージョン・アルバム”だ。

名 キーボード 奏 者 ／プロデューサー の92年 リリース 作 品。ポール・ジャクソン
Jr.（g）、エヴェレット・ハープ（as）、デニス・チェンバース（ds）などと共に、躍動感溢
れるサウンドをクリエイトしている。またデニース・ウィリアムス、ハワード・ヒューイッ
ト、シャンテ・ムーア、ジェフリー・オズボーン、フィリップ・ベイリーといった豪華シ
ンガー陣が次々と歌い継いでいく「フェイム」も話題に。

マハヴィシュヌ・オーケストラやドリームスなどで活躍していた超絶技巧スーパー・
ドラマーの74年作品。ランディ・ブレッカー（tp）、マイケル・ブレッカー（sax）、ジョン・
アバークロンビー（g）、コーネル・デュプリー（g）、アレックス・ブレイク（b）などが参加
し、宇宙をイメージした、SF 的な、だが重厚でエネルギッシュなサウンドを展開して
いる。コブハムのヘヴィ級ドラミングが炸裂する、壮大な組曲「ソラリ現象」は圧巻。

クルセイダーズの名ピアニストが、94年に、アーサー・アダムス（g）、マイケル・ランド
ウ（g）、スティーヴ・ガッド（ds）、フレディ・ワシントン（b）などと結成したユニット“ソ
ウル・コミッティー”で制作したファンキーな名作。クルセイダーズの名作を手掛けて
きたスチュワート・レヴィンのプロデュースで、グルーヴィーでソウルフルなサウン
ドを展開している。リー・モーガンの名曲「サイドワインダー」もカヴァー。

超ヘヴィ級スーパー・ドラマーの75年作品で、ランディ・ブレッカー（tp）、マイケル・ブレッ
カー（sax）、ジョン・スコフィールド（g）など、後のジャズ・シーンをリードすることにな
る新進気鋭の若手たちが参加している。注目は、ブレッカー・ブラザーズの代表曲「サム・
スカンク・ファンク」。オリジナル・ヴァージョンよりもさらにファンキーになり、コブハ
ムのドラムもパワフルにドライヴしまくっている。ブレッカー・ファンも必聴だ。

ハービーが78年にリリースした、最高にハッピーでダンサブルなアルバム。シスター・
スレッジ、エディ・ケンドリックス、ナラダ・マイケル・ウォルデン、リック・ジェイムス
などを手掛けてきた売れっ子アレンジャー、パトリック・アダムスを起用し、躍動感溢
れるサウンドに乗せて、マンのフルートがファンキーに歌っている。セリ・ビーの77年
のディスコ・ヒット「スーパーマン」のヒップなカヴァーも話題を呼んだ。

カントリー・ミュージックの枠を飛び出して、あらゆるジャンルに果敢に挑戦し、バン
ジョーでバリバリとアドリブ・ソロも弾くという、孤高の天才ベラ・フレック率いる“ザ・
フレックトーンズ”の、フュージョン・テイスト溢れる92年の名作。アグレッシヴなビー
トに乗せて、超高速フレーズも難無く弾ききるフレックのバンジョーが縦横無尽に駆
け抜ける。超絶技巧ベーシスト、ヴィクター・ウッテンの怒濤のテクニックも炸裂。


